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1 物語の範囲については本論文第一部第 1章３－１．（47頁以下）で扱う。 
2 解釈史としては、C. Westermannが、彼の註解書（BKAT）において、1950年代から 70
年代に至る主要な研究を中心にして、これまでの解釈について概観している[Westermann, 
1989: 432-433]＝[Westermann, 1985: 353-354]。また、Westermann、G. J. Wenham、
H. Seebass、A. Soggin、L. Ruppertがそれぞれの関心から、創世記 22章に関する有益な
諸研究を文献表として提示している[Westermann, 1989: 429-430]、[Wenham, 1994: 



















4 [García Martínez & Tigchelaar, 1997: 478-479]。4Q225の研究として、[Vermes, 1996]、
[García Martínez, 2002]、[Fitzmyer, 2003]がある。 
5 ヘブ 11：17－19。 













of Biblical Literatureが、『方法が重要だ（Method Matters）』というタイトルを有する論
文集10を出版しており、聖書研究・聖書解釈の方法について論じる 28 本の論文をおさめて
いる11。 










10 この論文集は、David L. Petersenへの献呈論文集となっている。 
11 この論文集において、論じられている研究方法は次の通りである（カッコ内は、研究方
法の原語と寄稿者である）。①様式批評（Form Criticism/ Marvin A. Sweeney）、②資料批
判（Source Criticism/ Christopher Levin）、③編集批評（Redaction Criticism/ Thomas 
Römer）、④本文批評（Textual Criticism/ Ralph Klein）、⑤伝承史批評（Traditio-Historical 
Criticism/ Douglas A. Knight）、⑥比較的アプローチ（Comparative Approaches/ Brent A. 
Strawn）、⑦図像的アプローチ（Iconographic Approaches/ Joel M. LeMon）、⑧宗教史的
アプローチ（Religio-Historical Approaches/ Christopher B. Hays）、⑨修史的アプローチ
（Historiographical Approaches/ John H. Hays）、⑩心理批評（Psychological Criticism/ 
Walter Brueggemann）、⑪人類学的アプローチ（Anthropological Approaches/ William K. 
Gilders）、⑫社会学的アプローチ（Sociological Approaches/ Naomi Steinberg）、⑬物語批
評（Narrative Analysis/ Yairah Amit）、⑭韻文批評（Poetic Criticism/ Kirsten Nielsen）、
⑮フェミニスト批評（Feminist Criticism/ Susan Brayford）、⑯ジェンダー批評（Gender 
Analysis/ Beartice Brayford）、⑰エコロジー的アプローチ（Ecological Approaches/ Gene 
M. Tucker）、⑱倫理的アプローチ（Ethical Approaches/ Bruce C. Birch）、⑲神学的解釈
（Theological Interpretation/ William P. Brown）、⑳ヘブライ語聖書の説教的な占有
（Homiletical Appropriation of Herbrew Bible/ Gail R. O’Day）、㉑ラテン・アメリカのア
プローチ（Latin American Approaches/ Pablo T. Andiñach）、㉒ミドラッシュと釈義
（Midrash and Exegesis/ Alan J. Abery-Peck）、㉓ポスト・モダン文芸批評（Postmodern 
Literary Criticism/ Mark K. George）、㉔「歴史的・批判的」研究への省察（Reflections on 
the “Historical-Critical” Method/ Marti Nissinen）、㉕社会科学批評への省察（Reflections 
on Social-Scientific Criticism/ Robert R. Wilson）、㉖文献批評への省察（Reflections on 
Literary Criticism/ John Barton）、㉗イデオロギー批評とポスト批評のパースペクティブ
への省察（Reflections on Ideological Criticism and Postcritical Perspectives/ Carol A, 








































von Rad、Moberly、Waltersの研究を中心にして論じている。また、[Hopkins, 1980]、[K. 









たとえば、ドイツ語圏では、H. Holzinger（KHC17）、H. Gunkel（HK18）、E. König19、
O. Procksch（KAT20）、D. Arenhoevel（SKK21）、G. von Rad（ATD22）、W. Zimmerli（ZBK23）、
J. Scharbert（NEB. AT24）、Westermann（KBB25、BKAT26）、Seebass27、Ruppert28が、
それぞれの独自の視点から、創世記註解を書いている。同様に英語圏でも、W. H. Bennett
（The Century Bible）29、S. R. Driver（WC30）、H. E. Ryle（The Cambridge Bible31）、
J. Skinner（ICC32）、E. A. Speiser（AB33）、R. Davidson（Cambridge Bible Commnetary34）、
R. N. Whybray（The Oxford Bible Commentary35）が、さらに、イタリア人研究者では
J. A. Soggin36が、それぞれ独自の視点から、特徴的な創世記註解を執筆している。さらに、
様式史を中心にして註解を行う叢書である FLOTでは、G. W. Coats37が創世記を担当して
おり、表層構造にも注意を払っている点で特徴的である。 
 また、歴史的・批判的研究による先行研究として重要なのが、創世記 22章に関する著作
である。創世記 22章の通時的成立とこれまでの主要な解釈について論じた von Rad の小著
38や、創世記 22章についての通時的な釈義を展開した H. G. Reventlowによる研究39、族
                                                   
16 [Wellhausen, 1963]。原著：1899年。 
17 [Holzinger, 1898]。 
18 [Gunkel, 1922]。 
19 [König, 1925]。 
20 [Procksch, 1924]。抄訳[プロクシュ、2012]。 
21 [Arenhoevel, 1974]。 
22 [von Rad, 1976]。邦訳[フォン・ラート、1993]。 
23 [Zimmerli, 1976]。 
24 [Scharbert, 1986]。 
25 [Westermann, 1986]。邦訳[ヴェスターマン、1993]。 
26 [Westermann, 1989]。 
27 [Seebass, 1997]。抄訳[ゼーバス、2012]。 
28 [Ruppert, 2002]。 
29 [Bennett, 1904]。 
30 [Driver, 1907]。 
31 [Ryle, 1914]。 
32 [Skinner, 1930]。 
33 [Speiser, 1964]。 
34 [Davidson, 1979]。邦訳[デヴィドソン、1986]。 
35 [Whybray, 2001]。 
36 [Soggin, 1997]。抄訳[ソッジン、2012]。 
37 [Coats, 1983]。 




長物語の構造をめぐる独自の主張を展開した E. Blumによる著作40、創世記 22章の伝承史
的研究である R. Kilianによる論考41、アブラハム物語の成立について独自の視点から考察
を展開した J. van Setersの研究42、アブラハム物語のうち、ネゲブ地方での滞在を語る 20
－22章に焦点を当て、通時的観点から議論を行った T. D. Alexanderによる考察43などが重
要なものである。 
 さらに、創世記 22 章は古典的な資料批判において、「エロヒスト」の典型的箇所だとさ
れてきた44。そのため、エロヒストに関する諸研究も、創世記 22 章に関する重要な論考だ
といえる。たとえば、H. W. Wolff45、A. W. Jenks46、K. Jaroš47、H. Klein48、S. E. McEvenue49、
T. L. Yoreh50の諸研究が創世記 22章について議論を展開している。また、ヘブライ語聖書
の緒論や通論、学問的概説書において、エロヒストまたはこれに代わる資料において、し
ばしば、創世記 22 章は取り上げられている51。さらに、資料批判に関する研究としては、
創世記 22 章をエロヒストではなくヤハウィストに帰した P. Volz が現在でも参照される古
典的な研究である52。また、R. E. Freidmanが、15－18節を元来の物語である Eに帰すと
いう独自の主張を展開している53。 








                                                                                                                                                     
39 [Reventlow, 1968]。 
40 [Blum, 1984]。 
41 [Kilian, 1970]。 
42 [van Seters, 1975]。 
43 [Alexander, 1997a]。 
44 これについては、エロヒストの特徴的な語句だとされる「試す」、「神をおそれること」
および、神的存在について論じる本論文第 13章（270頁以下）において、扱うことにする。 
45 [Wolff, 1972]。 
46 [Jenks, 1977]。 
47 [Jaroš, 1982]。 
48 [Klein, 1977]。 
49 [McEvenue, 1984]。 
50 [Yoreh, 2010]。 
51 [ファイファー、1956]、[ヴァイザー、1970]、[シュミット、1994]、[シュミット、2004]。 
52 [Volz, 1933]。 
53 [フリードマン、1989]＝[Friedman, 1987]、[Friedman, 2001]、[Friedman, 2003]。 
54 [Kundert, 1998]。 



















                                                   
56 [エリアーデ、2000]＝[エリアーデ、1991]。 
57 [Delaney, 1989]、[Delaney, 1998a]、[Delaney, 1998b]。 
58 [Delaney, 1998b]。 
59 ここで思想的解釈として取り上げたカント、ブーバー、デリダの他に、J. G. フィヒテ、
G. W. F. ヘーゲル、F. W. J. フォン・シェリング、L. A. フォイエルバッハ、L. シェスト
フ、西田幾多郎、E. ブロッホ、R. マリタン、F. ローゼンツヴァイク、E. レヴィナス、
L. コラコフスキーなどの多くの著名な哲学者・思想家が創世記 22章に言及して、それぞ
れ独自の視点から議論を展開している。また、以下の諸論考が、思想的な方法による創世




60 原題：Die Religion innerhalb der Grenzen der bloßen Vernunft.（1793年）。 
61 原題：Der Streit der Facultäten in drei Abschnitten.（1798年）。 
62 本論文第二部第 16章３．（318頁以下）参照。 
































 このような立場の註解として、W. Brueggemann（IBC）72、J. H. Sailhamer73、T. E. 
Fretheim（NIB）74、G. J. Wenham（WBC）75、B. K. Waltke76によるものが主要なもの
                                                   
64 [Trible, 1990: 17, n. 1]。 
65 創世記 22章における『おそれとおののき』の解釈が有する影響力は甚大であり、たとえ
ば、聖書学の諸研究のうち、次の諸文献がキルケゴールないし『おそれとおののき』に言
及している。[並木、1979b：399]、[Mazor, 1986: 86, n. 6]、[ヴェスターマン、1993：371]
＝[Westermann, 1986: 237]、[Fokkelman, 1987: 54, n. 14]、[Doukhan, 1993: 18, n. 7]、
[Hamiton, 1995: 104]、[Chilton, 1995: 122, n. 1]、[Berman, 1997: 21 et passim]、[Seebass, 




67 邦訳タイトル『かくれた神』（1968年）。独：Gottesfinsternis（1953年）、英：Eclipse of 
God（1952年）。 




72 [Brueggemann, 1982]。邦訳[ブルッグマン、1986]。 
73 [Sailhamer, 1992]。 
74 [Fretheim, 1994]。 




















 創世記 22 章は、キリスト教においてイエスの受難の「予型」とされ、重視されてきた。
そのため、教義学者・組織神学者の関心をも引いてきた。ここでは、重要な神学者による
ものとして、K. バルト、D. ボンヘッファー、P. ティリッヒ、D. ゼレ、北森嘉蔵、栗林輝
夫の解釈を順に概観しておきたい。 






                                                                                                                                                     
76 [Waltke, 2001]。 





82 この解釈については、本論文第二部第 15章１．（297頁以下）および第 17章１．（324
頁以下）で扱う。 
83 [K. バルト、2012]。 










































97 英訳[Freedman, 1959]。 









もの103や、N. M. Sarnaによる創世記註解（JPS Torah Commentary）104、イスラエルの
聖書学者 Z. Adar のもの105が重要である。さらに、ドイツ出身で後にアメリカに移住した
L. Ginzberg が、20 世紀初頭に、それまでのユダヤ教の諸解釈を収集し、自らの視点で聖
書にまつわる解釈をまとめた Legends of Jewsが重要なものであり106、この著作はユダヤ
教での解釈を知るために、多くの聖書学者によって引用／参照されるものである。また、





イギリスの改革派ユダヤ教のラビで聖書学者の J. マゴネットは、創世記 22 章について
の複数の論考を発表している110。中でも、西南学院で行った講演の邦訳111は、日本におい
て言及されることの少ないユダヤ教の解釈を広く紹介した点で有意義なものだといえる。 







究として E. Auerbachの『ミメーシス』113が挙げられる114。この著作において、彼は第 1
                                                   
100 創世記 22章の部分についての邦訳として、[勝村、1987]、[ラッシー、2012]がある。 
101 ランバム；モーゼス・マイモニデス。抄訳[マイモニデス、2012]。 
102 ラムバン；モーゼス・ナフマニデス。抄訳[ナフマニデス、2012]。 
103 [Jacob, 1934]。 
104 [Sarna, 1989]。 
105 [Adar, 1990]。 
106 [Ginzberg, 2003]＝[Ginzberg, 1968a]および[Ginzberg, 1968b]。 
107 [Spiegel, 1967]。 
108 [Zlotowitz, 1986]。 
109 [Plaut, 2006]。 
110 [Magonet, 1984]。 
111 [マゴネット、2012]。 
112 [Berman, 1997]。 


























                                                                                                                                                     
114 [Auerbach, 1971]。邦訳[アウエルバッハ、1994]、英訳[Auerbach, 1953]。 
115 [Trible, 1990: 17, n. 1]。[Trible, 1991: 250, n. 4]＝[Trible, 1999: 288, n. 4]。また、
[Zimmerli, 1976: 112-113]、[並木、1979a：369, 註 17]、[関根正雄、1978：129－130]、[関
根正雄、1980b：66]、[ブルッグマン、1986：319]＝[Brueggemann, 1982: 185]、[Blum, 1984: 
321, n. 54]、[Mazor, 1986: 85, n. 5]、[Fokkelman, 1987: 54, n. 14]、[Mann, 1988: 167, n. 
25]、[Sarna, 1989: 361]、[Doukhan, 1993: 19, n. 10]、[シュミット、1994：99]、[Deurloo, 
1994a: 114, n. 1]、[Wenham, 1994: 95]、[Fretheim, 1994: 494, n. 147]、[大住、1998：7]、
[Berman, 1997: 60, n. 1]、[Fox, 1997: 92]、[Seebass, 1997: 197]、[Ruppert, 2002: 505]、





117 [Westermann, 1989: 430]。 
118 [Crenshaw, 1984b]。 
119 Kuninによる創世記 22章についての構造主義的分析（Structuralist Analysis）による





 ヘブライ語聖書の修辞批評は、1968年に Society of Biblical Literatureの会長であった
J. Muilenburg が、会長講演として行ったもの121を端緒とする122。この方法は、P. Trible
や左近淑など、彼の多くの弟子である研究者によって紹介され、広く認知されたものであ
る。Y. T. Radday123、Y. R. Lack124、左近淑125、G. A. Rendsburg126、J. L. Ska127、森彬128、
J. Doukhan129、D. Carr130、Y. Avishur131、R. Crotty132などが、この観点から、創世記 22
章がいかなる構造を有しているのかについて論じた論考を発表している。 









 D. Gunnと D. N. Fewellは、しばしば、共著で文芸批評の研究方法や解釈についての著
作を出版しており、この分野の牽引役であるといえる。創世記 22章に関しても、Gunn & 
Fewellによる研究方法に関する著作136と、Fewell & Gunn の創造物語から申命記的歴史ま
での内容を扱った著作137において、それぞれ、アブラハム物語について言及する際に、独
自の視点から、新たな読みを展開している。 
                                                                                                                                                     
であり、ギリシア・ローマにおける「古典修辞学」を用いたものとは異なる。なお、修辞
批評については、[Trible, 1994]が簡便な概説書である。以下の修辞批評についての説明は、
[Trible, 1994]、[水野、2006：13、註 11]、[水野、2008c]を参照し、まとめたものである。 
121 [Muilenburg, 1969]。 
122 [Trible, 1994: vii]、[水野、2008c：158]。 
123 [Radday, 1973]、[Radday, 1981]。 
124 [Lack, 1975]。 
125 [左近、1982]。 
126 [Rendsburg, 1986]。 
127 [Ska, 1988]。 
128 [森彬、1991]。 
129 [Doukhan, 1993]。 
130 [Carr, 1996]。 
131 [Avishur, 1999b]。 
132 [Crotty, 2005]。 
133 [Wenham, 1994]。 
134 [Towner, 2001]。 
135 本論文 1章１－１．（44頁以下）を参照。 
136 [Gunn & Fewell, 1993]。 




 このような構造主義後の文芸批評の立場を考慮しつつ、解釈を展開する註解として、T. W. 
Mann138、 D. R. Holbert（The Storyteller’s Companion to the Bible）139、V. P. Hamilton
（NICOT）140、L. A. Turner（Readings: A New Biblical Commentary）141、T. L. Brodie142、
W. S. Towner（Westminster Bible Companion）143、K. A. Mathews（NAC）144、B. T. Arnold
（The New Cambridge Bible Commentary）145のものが存在する。 
 文芸批評の立場から創世記 22 章について解釈を行った論文として、O. Genest146、




もある。たとえば、N.T. D. Mettingerは、創世記 22章とエデンの園物語とヨブ記を151、
T. Novickは創世記 22章とトビト書を152、J. T. A. G. M. van Ruitenは、創世記 22章とヨ
ブ記 1－2：13とヨベル書 17：15－18：19を153、それぞれテクストに選んで、間テクスト
的読みを行っている。G. Steins は、自らの方法を「正典内‐間テクスト的読み





                                                   
138 [Mann, 1988]。 
139 [Holbert, 1991]。 
140 [Hamilton, 1995]。 
141 [Turner, 2000]。 
142 [Brodie, 2001]。 
143 [Towner, 2001]。 
144 [Mathews, 2005]。 
145 [Arnold, 2009]。 
146 [Genest, 1981]。 
147 [Fokkelman, 1989]。 
148 [Landy, 1989]。 
149 [Caspi, 2004]。 
150 [Mleynek, 1994]。 
151 [Mettinger, 2007]。 
152 [Novick, 2007]。 
153 [van Ruiten, 2002]。 
154 英文要旨での訳語は、“canonical-intertextual reading”である[Steins, 1999a: 287]。 















 ヘブライ語聖書のフェミニスト解釈の重要な先駆者の一人である P. Tribleは、大学で行
った講演をまとめた小著158および、それと同名ながらも議論をさらに展開した論文159で、
修辞批評を用いつつ創世記 22 章について論じており、彼女独自の視点から、創世記 22 章
がサラの犠牲となっているという主張を展開している。 








                                                                                                                                                     
[水野、2008a]は文芸批評によるアブラハム物語の研究史を扱ったものである。また、[水野、
2010]は、関西学院大学神学研究会で行なった人権研究を論文にしたものである。この中で




158 [Trible, 1990]。 
159 [Trible, 1991]＝[Trible, 1999]。 
160 [Fewell & Gunn, 1993: 54]。 































 R. Boerは、ホロコーストと聖書解釈についての論集の中で、I. カントやH. アーレント
の『エルサレムのアイヒマン』、J. ラカン、S. ジジェクなどを参照しつつ、創世記 22章に
ついて解釈を展開している169。 









                                                   
164 [Wiesel, 1985]。 
165 [Wiesel, 1985: 385]。 
166 [Wiesel, 1985: 385]。 
167 [ネエル、1984：1]。 
168 [ネエル、1984]。 
169 [Boer, 2000]。 












書として、D. W. Cotterによる註解書（BerO）172が存在する。 
























                                                   
172 [Cotter, 2003]。 
173 [Crowell, 2009: 220]参照。 
174 [Crowell, 2009: 236]。 
175 [Brett, 2000]。 










 マルクス主義批評を中心に多彩なイデオロギー批評による聖書解釈を展開している R. 
Boer は、クィア批評と聖書解釈についての論集の中で、ザッハー・マゾッホの『毛皮を着
たヴィーナス』とジル・ドゥルーズを参照しつつ、聖書解釈を展開している180。 
 G. Kessler は、ユダヤ教の習慣に基づく週ごとの区切りによって、五書について論じて
いる共著書において、創 18：1－22：24の部分を担当している181。 
 Michael Cardenは、クィア批評に基づいて研究者たちがヘブライ語聖書・新約聖書を註


















                                                   
180 [Boer, 2001]。 
181 [Kessler, 2009]。 
182 [Carden, 2007]。 
183 [吉田、1975]。 
184 [Wellisch, 1954]、[Mazor, 1986]、[Kaplan, 1990]、[Causse, 2001]、[Vandermeesch, 
2002]。 


































 さらに、関根正雄は聖書講義として創世記 22章 1―14節を取り上げて、独自の視点から
                                                   






















































































                                                   
214 [大澤、2010]。 
215 [森有正、1980]。 


























 矢内原忠雄は、『嘉信』に掲載していた聖書講義の中で、創世記 22 章について、聖書学
の知見も参照しつつ、解釈を展開している230。 
 




226 [Nitobe, 1969]＝[新渡戸、2007]。原語初版は 1899年である。 
227 [山室、1970：5]。 













































































NorthやW. L. Holladayによる論考は創世記 22章が議論の中心にある文献だとは言い難い
ものである。このように、Westermann の註解は、膨大な文献を提示するが、それが彼の
解釈にどのように影響を与えており、また、提示された文献と創世記 22章の関係が明確で
                                                   
3 [レントルフ、1975：206]。 














































































                                                   
8 [山我、1998：270]。 
9 [山我、2012a：318]。 















































































                                                   
15 序論１－１．ｃ）（6頁以下）および序論１．註 65（7頁）を参照。 
16 この問題については、本論文第二部第 15章２－５．（306頁以下）において、詳論した
い。 




































































[西村、1990]、[水野、1991]、[Bal, 1991]、[Berlin, 1991]、[Clines & Exum, 1993]、[Gunn 










































                                                   
5 「作者の意図」と「歴史的状況」について関心を寄せて議論を展開する点で、歴史的・批
判的研究は、「作者論」に基づく研究方法であるといえる。 










代表的な研究者として、R. Alter、M. Bal、S. Bar-Efrat、A. Berlin、J. C. Exum、D. N. Fewell、

























                                                   
7 [Lack, 1975]。 
8 原題：« Le sacrifice d’Isaac—Analyse structurale de la couche élohiste dans Gn 22 »。 
9 たとえば、ここに挙げた研究者たちによる文芸批評についての代表的な論考として、次の
ようなものが挙げられる。[Fishbane, 1979]、[Alter, 1981]、[Bal, 1991]、[Berlin, 1991]、




































































ムラン文書・新約聖書を専門とするユダヤ人研究者である G. ヴェルメシは「紀元後 1世紀
のユダヤ教の最も信頼すべき証人であるフラウィス・ヨセフスの著述への十分な関心を払
うことを怠っている」として、批判している16。確かに、ヨセフスは『アピオーンへの反論』











































                                                   












































































































































































































































































































































                                                   
65 本論文第二部第 16章１．（310頁以下）参照。 
66 [小林康夫、1986：221－229]、[川口＋岡本、1998：41－42]、[シム、2001：61]、[シム、
2001：164]、[シム、2001：303]、[ブルッガー、2003：241－242]。 
67 仏：grand récit、英：grand narrative。 



















 本章では、まず、これまでの諸研究において、創世記 22 章がどのような表層構造を有し
ているとされ、あるいは、いかなる文学単元をなしているとされてきたのかを確認し、次
に、文学単元を区切る基準を提示した上で、その基準に基づいて区切った創世記 22 章の文



























表層構造についての研究史では、まず、J. L. Ska による研究が、重要である。彼の研究
は、G. J. Wenham7や Y. Avishur8にも引用されており、創世記 22 章の構造や場面を考える
上で、重要な先行研究だといえる。彼は各場面における話者の差異を中心にして、創世記
22 章を 8 つの部分に分け、それぞれがキアスムス構造になるように配置している（資料 1
－1．）9。この Ska の研究は、キアスムス構造に着目して、文学単元を配置したために、12
－14 及び 15－18 を一つの部分として扱い、12－18 節を一つの文学単元としている。しか





 G. W. Coats は、創世記 22 章 1－19 節を大きく 3 つに分けており、さらにそれを大区分、
中区分、小区分に分けている（資料 1－2．）10。しかし、あまりにも詳細に分類を行ったた
めに、創世記 22 章全体で 20 個を超える区分となっており、あまりにも煩瑣だと言わざる
を得ない。 




 R. Crotty は、創世記 22 章のうち、15－18 節が付加とみなされることから、1－14 節に
焦点を当ててキアスムス構造を提示している（資料 1－4．）12。しかし、彼が言うように、




                                                   
7 [Wenham, 1994: 100]。Ska の研究は、話者の差異に着目しているが、Wenham は、N/M/D
という話法の区分に着目している。これらは、N＝語り手、M＝独白、D＝対話だと考えら
れる。 
8 [Avishur, 1999b: 82]。 
9 [Ska, 1988: 329]。 
10 [Coats, 1973: 390-391]、[Coats, 1983: 157-158]。 
11 [Doukhan, 1993: 19]。 











 T. L. Brodie は、創世記 22 章と 23 章において、「死に直面して」というテーマのパネル
構造を見ている（資料 1－8．）18。 




 次に、これまでの諸研究において、創世記 22 章をどのように区分してきたのかを確認し
ておきたい。 
 W. H. Bennettは、1－19節を 5つの部分に分けて、各部分を要約している（資料 1－10．）
20。J. Skinner は、1－19 節を三つに分けている（資料 1－11．）21。また、Brodie は、1－
24 節を 5 つに分けている（資料 1－12．）22。G. フォン・ラートは、1－19 節を 4 つに分
けて、註解している（資料 1－13．）23。N. M. Sarna は 1－19 節を一つの単元とし、それ
を 6 つの区分に分けて註解を行っている（資料 1－14．）24。しかし、彼は、19 節について、
註解の単元としては含めているが、具体的な註解では、言及していない。大野惠正は、1－
19 節を 4 つの部分からなると述べている（資料 1－15．）25。D. W. Cotter は、1－19 節を
6 つの部分に分けている（資料 1－16．）26。 
 
２．文学単元を区分する基準 






18 [Brodie, 2001: 271]。 
19 [Towner, 2001: 185]。 
20 [Bennett, 1904: 236]。 
21 [Skinner, 1930: 328-331]。 
22 [Brodie, 2001: 271]。 
23 [フォン・ラート、1993：423－430]＝[von Rad, 1976: 189-192]。 
24 [Sarna, 1989: 150-155]。 
25 [大野、2001：53]。 







































                                                   



















また、小泉達人は 21：22－22：24 という、より広い範囲を一つの物語だと解している33。 
                                                   
28 [Jacobs, 2010: 549]。 
29 たとえば、[Holzinger, 1898: 163]、[Bennett, 1904: 236]、[Driver, 1907: 216]、[Gunkel, 
1921: 168]、[Gunkel, 1922: 236]、[Procksch, 1924: 313]、[König, 1925: 547]、[Skinner, 
1930: 327]、[松田、1957：38]、[Keil & Delitzsch, 1959: 248]、[Speiser, 1964: 163]、[木
田、1970：105]、[von Rad, 1971: 7]、[Arenhoevel, 1976: 88]、[Kuntz, 1974: 71]、[von Rad, 
1976: 188]＝[フォン・ラート、1993：420]、[Zimmerli, 1976: 108]、[Davidson, 1979: 91]
＝[デヴィドソン、1986：180]、[西村、1981：257]、[Duhaime, 1981: 139]、[Genest, 1981: 
157]、[Gibson, 1982: 107]＝[ギブソン、1995：190]、[Coats, 1983: 157]、[西村、1984：
203]、[Crenshaw, 1986: 52]、[Drewermann, 1986: 113]、[Scharbert, 1986: 165]、
[Westermann, 1986: 231]、[Roop, 1987: 144]、[Walters, 1987: 301]、[Veijola, 1988: 129]、
[Sarna, 1989: 150]、[Westermann, 1989: 429]、[ミルトス・ヘブライ文化研究所、1990：
240]、[H. Schmid, 1991: 57]、[Fass, 1992: 361]、[Tschuggnall, 1992: 304]、[Doukhan, 1993: 
17]、[Jensen, 1994: 85]、[Wenham, 1994: 96]、[Cortese, 1995: 11]、[越後屋、1996：61]、
[Alexander, 1997a: 77]、[Seebass, 1997: 197]、[Soggin, 1997: 306]、[Sussman, 1998: 183]、
[関根正雄、1999：212]、[Jasper & Prickett, 1999: 110]、[Steins, 2001: 509]、[Towner, 2001: 
184]、[Waltke, 2001: 301]、[Whybray, 2001: 53]、[Ruppert, 2002: 505]、[Mathews, 2005: 




30 [Ryle, 1914: 233]、[越後屋、1996：62]。中沢の翻訳も同様（一部省略有）。 
31 [Bader, 1991: 49]、[関根正雄、1980a：24]、[左近、1982：31]、[Kittel, Hoffer & Wright, 
1989: 232-244]、[Reiser, 1990: 178]、[Winzeler, 1999: 15]、[小友、2012：91－92]。 
32 [Jacob, 1934: 491]、[Brueggemann, 1982: 185]＝[ブルッグマン、1986：318]、[Mann, 





さらには、上の区分のうち、2 つの区分を併用する研究者も存在する。たとえば、V. P. 
Hamilton は、1－24 節を「イサクの縛り」とした上で、これを、「アブラハムが神によっ
て試された」（1－19 節）と「ナホルの家族」（20－24 節）という二つに分けている34。ま
た、J. H. Sailhamer は、創世記 22 章を「アブラハムの子孫」という一つの単元にし、そ
れを、1．「イサクの縛り」、2．「アブラハムと主の天使」、3．「アブラハムの関係」という
三つの区分に分けている35。ここでは、創世記 22 章 1 節から始まる記事がどこまでで一つ
の物語をなしているのか、検討を行いたい。 
 創世記 22 章は、まず、「これらの後のことである。あの神がアブラハムを試した」とい
う表現で始まる（1 節）。これは、物語を始める典型的な表現の一つであり36、20 節に 1 節
前半と全く同じ表現が見られる。そして、20 節の同じ表現の以降の記事には、創世記 24
章に描かれる「イサクの結婚」を準備するためのナホルの系図が置かれている。このこと
から、20 節以降では、1－19 節を踏まえて、新たな記述が始まっていると考えられる。 
 また、21：34 では、アブラハムはペリシテ人の地に寄留している。これを受けて、創世










分した J. Jacobs の研究をもとにして、他の研究との比較・検討を行っていくことにする。 
まず、この Jacobs の区分について確認しておきたい37。彼は、創世記 22 章 1－19 節を、
上述の基準に従って、9 つの場面（scene）に区分している。 
 
場面 節 登場人物 
 １ 1－2 アブラハム 神 
 ２ 3 アブラハム  イサク  従者 ロバ 
 ３ 4－6 アブラハム  イサク  従者 ロバ 
 ４ 7－8 アブラハム  イサク   
                                                   
34 [Hamilton, 1995: 97]および[Hamilton, 1995: 117]。[Jacob, 1934: 491]および[Jacob, 
1934: 503]、[Turner, 2000: 97]および[Turner, 2000: 100]も同様。 
35 [Sailhamer, 1992: 177]および[Sailhamer, 1992: 179]。 
36 本論文第一部第 2 章２．（59 頁以下）で詳論する。 




 ５ 9－10 アブラハム  （イサク）  
 ６ 11－12 アブラハム 天使    
 ７ 13－14 アブラハム     羊 
 ８ 15－18 アブラハム 天使 
 ９ 19 アブラハム    従者 
 
Jacobs の区分のうち、他の研究との比較・検討において、考察を必要とするのは、1－2





 この部分は、創世記 22 章冒頭（1 節前半）の語り手による説明と、続く 1 節後半から 2
節の神とアブラハムとの対話が語られている。この部分について、上述の Jacobs の研究を
はじめ、Brodie、Doukhan、Sarna、Towner、フォン・ラートは同一の単元だとしている
38。他方、Coats、Crotty、Ska、Wenham は、この部分をさらに 2 つの単元に分けている
39。 












することわざ（14 節）が語られている。この部分について、上述した Jacobs の研究は、「こ
れらの節は、天使に言葉に対する、行動（13 節）と言葉（14 節）によるアブラハムの応答
                                                   
38 [フォン・ラート、1993：423]＝[von Rad, 1976: 189]、[Sarna, 1989: 150]。 
39 [Wenham, 1994: 100]。 
40 [ヴェスターマン、1993：366]＝[Westermann, 1986: 233]。 
41 [Jacobs, 2010: 550]。 





だと見做している44。他方、Sarna や Crotty、Towner などの研究では、13 節と 14 節を区
別している45。あるいは、研究者でも採用する者はいないが、14 節をさらに二つに区分す
ることも考えられる。つまり、14 節を、前半のアブラハムの命名と、後半の語り手によっ
て挿入される「今日における」ことわざ、という 2 つ（13－14 節全体を 3 つ）に分割する
ものである。これらの可能性のうち、13－14 節の区分としては、いずれの選択肢がより適
切となるだろうか。 









 以上から、Jacobs が主張しているように、13－14 節で一つの単元ではなく、Sarna や









手による物語についての情報提供がなされており、1 節 a－b と 1 節 c－2 節という別個の文
学単元に分ける方が適切であると考えられた。また、後者の 13－14 節については、①同一
の文学単元、②13 節と 14 節という 2 つの文学単元、③13 節と 14 節前半、14 節後半とい
う 3 つの文学単元という可能性を検討した。その結果、13 節と 14 節は別個の文学単元を
なしており、かつ、14 節の前半と後半は関係詞によって密接に結びつけられているので、
同一の文学単元にすることが適切であることを示した。 
                                                   
43 [Jacobs, 2010: 550]。 
44 [Jacobs, 2010: 551]。[Westermann, 1986: 236]＝[ヴェスターマン、1993：369]も同様。 
45 [Sarna, 1989: 153-154]、[Towner, 2001: 185]、[Crotty, 2005: 33]。 




 以上の議論を踏まえて、創世記 22 章を文学単元に分けると次のようになる。 
 
場面 節 登場人物（語り手を除く） 
  １ 1 前半  なし（語り手のみ） 
  ２ 1 前半－2 アブラハム 神 
  ３ 3  アブラハム  イサク  従者 ロバ 
  ４ 4－6 アブラハム  イサク  従者 ロバ 
  ５ 7－8 アブラハム  イサク   
  ６ 9－10 アブラハム  （イサク）  
  ７ 11－12 アブラハム 天使    
  ８ 13 アブラハム     羊 
  ９ 14  なし（語り手のみ）   
 １０ 15－18 アブラハム 天使 
 １１ 19 アブラハム    従者 
 












 ３．では、まず、物語としての創世記 22 章の範囲を検討した。その結果、1 節と同じ表
現が 20 節に見られ、また、アブラハムは、21：34 ではペリシテ人の地に寄留したと語ら
れる一方、19 節ではベエル･シェバに住んだと語られている。この 2 点から、創世記 22 章
は 1－19 節で一つのまとまりをなしていると考えることが適切であることを示した。続い
て創世記 22 章内の文学単位を、Jacobs による区分に基づき、1－2 節と 13－14 節につい
て、他の研究者の区分と比較・検討を行った。その結果、両者はともに 2 つの区分するこ
とを示した。以上の考察を踏まえて、本論文で用いる場面である文学単元として創世記 22





資料 1－1．Skaによる構造分析[Ska, 1988: 329] 
 A．導入（1a）沈黙の叙法 
  B．場面 1（1b－2）神が語る  
   C．場面 2（3）沈黙の叙法 
 D．場面 3（4－6）対話（アブラハムとその従者） 
    D’場面 4（7－8）対話（アブラハムとイサク） 
   C’場面 5（9－11）沈黙の叙法 
  B’場面（12－14、15－18）ヤハウェの天使が語る 
 A’エピローグ（19）沈黙の叙法 
 
資料 1－2．Coats（FOTL）による構造分析[Coat, 1983: 157-158] 
 Ⅰ．説明     1a 
 Ⅱ．アブラハムの美徳の描写   1b－18 
  A．対話     1b－2 
   １．注意喚起のヤハウェの呼びかけ   
   ２．アブラハムの返事 
   ３．ヤハウェの指示 
  B．指示の実行    3－10 
   １．犠牲の準備    3－4 
   ２．従者へのアブラハムの指示  5 
   ３．犠牲の準備    6－8 
    a．ナレーション：アブラハムと息子 6 
    b．対話 
     1）注意喚起のイサクの呼びかけ  7aα 
     2）アブラハムの返事   7aβ 
     3）情報についてのイサクの要望  7b 
     4）アブラハムの返事   8a 
    c．ナレーション：アブラハムと息子 8b 
   ４．アブラハムの従順への準備  9－10 
  C．信仰のアブラハムの犠牲の確認  11－18 
   １．対話     11－12 
    a．注意喚起の天使の呼びかけ  11a 
 b．アブラハムの返事   11b 
 c．天使の指示    12 
   ２．指示の実行    13 




   ４．天使のスピーチ   15－18 
a．語りの定型    15 
    b．約束     16－18 
    １）約束の理由    16 
    ２）約束    17－18a 
    ３）約束の理由    18b 
 Ⅲ．旅程     19 
 
資料 1－3．Doukhanによる構造分析[Doukhan, 1993: 19] 
 A 1－2 エロヒームの言葉（「はい」、「あなたの唯一の息子」、「犠牲にささげなさい」） 
  B 3－6 行動（「彼は取った」、「彼は木を割った」、「私があなたに教える場所」、「彼
はナイフを取った」） 
   C 7－8 対話 
  B1 9－10 行為（「彼は取った」、「彼は木を並べた」、「彼が言われた場所」、「彼はナ
イフを取った」 
 A1 11－19 ヤハウェの言葉（「はい」、「あなたの唯一の息子」、「彼はそれを犠牲にささ
げた」 
 
資料 1－4．Crottyによる構造分析[Crotty, 2005: 33] 
 タイトル：アブラハムへの神の試練（ニッサー） 
  A エロヒームがアブラハムを聖なる山に行かせる。 
    （1b－2節）（’eres hammoriyah） 
   B アブラハムの祭儀的作業の実行 
    C 試練を通過したという YHWH’s mal’akの宣告 
   B1 解決：新しい祭儀的作業 
 A1 聖なる場所の命名：YHWH-yir’eh （14節） 
 
資料 1－5．森彬による構造分析（その 1）[森彬、1991：64－65] 
 A ベエルシバ出立（「立って……行った」） 
 B 目を上げて見るアブラハム 
 C 若者たちの所に帰る、とのアブラハムの約束 
 D 「神、備え給う」 
 E わが子を燔祭としてささげる準備をするアブラハム 
 F わが子に手をのばすアブラハム 
 G イサクをほふろうとするアブラハム（核） 




 E’ わが子の代りに雄羊を燔祭としてささげるアブラハム 
 D’ 「アドナイ・イルエ」（主、備え給う） 
 C’ 若者たちの所に帰ったアブラハム 
 B’ 目を上げて見るアブラハム 
 A’ ベエルシバへの帰還（「立って……行った」） 
 
資料 1－6．森彬による構造分析（その２）[森彬、1991：66－67] 
 A 神の試み（アブラハムの信仰の吟味） 
 B 呼びかける神と答えるアブラハム 
 C 「汝の子、汝の愛するひとり子」 
 D 「汝の子を燔祭としてささげよ」（神の命令） 
 E イサクに薪を負わせ、刃物をとるアブラハム 
 F 父と子の同行 
 G 「父よ」（イサクの呼びかけ） 
 H 「神みずから小羊を備えたまわん」（核） 
 G’ 「子よ」 
 F’ 父と子の同行 
 E’ 薪の上にイサクを載せ、刃物をとるアブラハム 
 D’ わが子をほふろうとするアブラハム 
 C’ 「汝の子、汝のひとり子」 
 B’ 呼びかける天子と答えるアブラハム 
 A’ 試みの結果（アブラハムの信仰の確認） 
 
資料 1－7．左近による構造分析[左近、1982：38参照] 
 1イ  第一部    
 1ロ～2ハ Ａ（神の命令）  11ロ～12ハ Ａ’（神の命令） 
 3イ～ヘ Ｂ（服従 1）   
 4イ～6ハ Ｂ’（服従 2）  13イ～ヘ Ｂ’（服従） 
 6ニ～8ハ Ｃ（信仰）  14イ～ロ Ｃ’（摂理） 






























 VI．新しい準備：雄羊 13 
  VII．「ヤハウェが備える」14 
   IX．行為の静まり 15－18 
    X．試練の完了 19 
 









                                                   







 19  アブラハムとイサクがベエル・シェバへ戻る 
 
資料 1－11．Skinnerによる文学単元[Skinner, 1930: 328-331] 
 1－8 アブラハムの犠牲をもいとわない準備 
 9－14 犠牲の回避 
 15－19 約束の更新 
 













資料 1－14．Sarnaによる文学単位[Sarna, 1989: 150-154] 
アケーダー：イサクの縛り 
 神がアブラハムを試す（1－2） 
















資料 1－16．Cotterによる文学単位[Cotter, 2003: 146] 
 主題提示 1a 
 扇動する瞬間 1b－2 
 進展  3－10 
 転機  11 
 決定  12－14 



























C. Westermannは、この部分全体を 1節 aとして註解を行っており2、1つの文だと考えて






                                                   
1 [Westermann, 1989: 435]。本章２－２．（60頁以下）を参照。 
2 [Westermann, 1989: 435]。 
3 [Gunkel, 1922: 236]。さらに、[Coats, 1973: 390]、[Coats, 1983: 157]、[Crenshaw, 1984b: 
18-19]、[Roop, 1987: 145-146]、[森彬、1991：66]、[Deurloo, 1994a: 116]、[Crotty, 2005: 
33]も同様。 
4 [左近、1982：31]。さらに、[勝村、1981：21]、[Bader, 1991: 64]なども同じ見解。また、
J. P. Fokkelmanは、“colometric presentation”において、左近と同様、この部分を 2つに






























 N. M. Sarnaは「この表現は、それ以前の出来事と漠然とした関係を示す。イシュマエル
が追放されたとき、イサクは三歳であった。今や彼は薪の重荷を運べ、経験と観察に基づ
いて聡明な質問を尋ねるほど、大人びている」と述べている7。 
 西村俊昭は、1節 a については、21：32－33 に述べられている事柄（複数）を指すと指
摘している8。T. J. Schneiderは、「『これらのこと』とは何なのか？」と問うた上で、イサ
クの誕生、イシュマエルの追放、ハガルの放逐、イシュマエルの近くに移住したこととい
                                                   
5 本章３－２．（64頁以下）を参照。 
6 [GKC§§111f, g]、[Weingreen§49f]、Holladay等を参照。 






























という変化形は、S. Amsler によれば、ヘブライ語聖書中に 782 例あり、創世記には 122
例見られるものであるが、他方、多くの預言書16や韻文の多く17にはこの語形の用例は全く
                                                   
9 [Schneider, 2008: 101]。 
10 [Ryle, 1914: 235]。 
11 [松田、1957：38]。 




14 バビロニア・タルムード「サンヘドリン」89b[Freedman, 1959: 596]、創世記ラッバー
55：4[Freedman, 1983: 484-485]＝[竹内、2012：52、註 1]。 







2、17：1、サム上 14：1、王上 21：1、ヨナ 1：1などである20。 
 
ｂ）事柄／言葉（ר ָּב ָּד） 





（２）「これらのことの後である（םיִר ָּבְדַה רַחַא יִהְיַו）」 
 この文は、資料 2－1．の下線部で示したように、しばしば 1節 bと続けて訳されること
が多い24一方で、一文として訳すものもある25。ここと全く同一の表現は、ヘブライ語聖書
中に 7 例26、ほぼ同一の文27は 1 例28見られる29。このため、ヨセフ物語で典型的な表現で






                                                                                                                                                     
17 箴言、雅歌、コヘレトの言葉、哀歌。 
18 [Amsler, 1997: 359-360]（TLOT）。 
19 [Kittel, Hoffer & Wright, 1989: 232]、[勝村、1989：27]、[Wenham, 1994: 98]、[関根
清三、2013：125、註 10]。[GKC§§111f, g]参照。 
20 [勝村、1989：27]。 
21 Even-Shoshanを参照。Holladayによれば、1430回。DCHによれば、1442回。 
22 [Gerleman, 1997: 327]（TLOT）。 







26 本箇所の他、創 22：20、39：7、40：1、王上 17：17、21：1。 
27 רַחַאという語が、יֵרֲחַאという語形になっている。 
28 ヨシュ 24：29。 
29 Even-Shoshanを参照。 
30 [Westermann, 1989: 435]。 


























さらに 1節 bの文学的機能を明らかにしたい。 
 
３－１．研究史 
 まず、1 節 b の研究史を確認しておきたい。これまでの諸研究では、「試みた」という表
現に基づいた資料批判が展開され、あるいは、「試みた」という表現により読みにどのよう
な影響があるのかについて議論がなされてきた。 
 創世記 22 章は、古典的な資料批判において、しばしば、エロヒスト（E）に帰せられて
きた33。特に、√הסנ（「試す」）とםיִהלֱֹא ארי（「神のおそれ34」）という、二つの Eに特徴的と
                                                   
32 本節は、拙論[岩嵜、2012b]をもとにして、構成を変更し、さらに議論を展開したもので
ある。 
33 加筆・編集部分についての見解の相違はあるが、創世記 22章を Eと考える研究には、
[Holzinger, 1898: xxvi]、[Holzinger, 1898: 163]、[Bennett, 1904: 236]、[Driver, 1907: 216]、
[Ryle, 1914: 233]、[Gunkel, 1922: 236]、[Procksch, 1924: 314]、[Skinner, 1930: 328]、














 このような資料批判についての研究の他に、「試みる」という表現が創世記 22 章の主題
だとされることも多い。たとえば、ヴェスターマンは、ここに、創世記 22章が「一つの神
                                                                                                                                                     
1970: 58 et passim]、[中沢、1971：10]＝[中沢、1979a：21－22]＝[中沢、1997b：238]、
[フォン・ラート、1993：422]＝[von Rad, 1976: 189]、[Wolff, 1972: 163-164]、[Jenks, 1977: 
24-26 et passim]、[Klein, 1977: 254]、[Vawter, 1977: 254]、[並木、1979a：358－359]、
[Davidson, 1979: 92]＝[デヴィドソン、1986：181]、[Jaroš, 1982: 196-210]、[Seebass, 1982: 
521]、[野本、1984：152－153]および[野本、1984：214]、[McEvenue, 1984: 316]、[山我、
1988b：35]、[Friedman, 1987: 245]＝[フリードマン、1989：353]、[Campbell & O’Brien, 
1993: 169－170]および[Campbell & O’Brien, 1993: 170, n. 20]、[木田、1995：129－130]、
[左近、1995：192－195]＝[左近、1999：192－195]、[越後屋、1996：61]、[Schmidt, 1996: 
211 et passim]、[関根清三、1998：63]＝[関根清三、2005：90]、[Helfmeyer, 1998: 449]
（TDOT）、[関根正雄、1999：212]および[関根正雄、1999：269]、[大野、2001：53]、[Ruppert, 
2002: 508-509]、[鈴木、2003：33]、[Friedman, 2003: 64-65]、[関根正雄、2004：294－





（後期 J）に帰した[van Seters, 1975: 230]。また、D. Carrは創世記 22章を「非祭司資料
（Non-P）」としており[Carr, 1996: 196 et passim]、さらに、近年では、「俗人資料（Lay 











































 1 節 b は、「神」という語によって、きわめて特徴的な語順・語法がなされている。ここ
では、この点を議論していきたい。まず、資料 2－1．二重線部で示した通り、多くの諸訳
                                                   





41 [月本、1997：63、註 7]＝[月本、2004：49、註 5]。 
42 [左近、1995：193]＝[左近、1999：193]。 
43 [フォン・ラート、1993：423]＝[von Rad, 1976: 189]。 
44 [ブルッグマン、1986：326－327]＝[Brueggemann, 1982: 190]。 












たとおり、1 節 a のというיִהְיַו語によって、時間の区切りが設定されており、新たな文学単
元を導入する直後の名詞としては、稀有な例だといえる50。 
























51 [GKC§126e]を参照。また、[Speiser, 1964: 162]、[Zimmerli, 1976: 108, n. 65]、[大住、
1998：9－11]、[Japser & Prickett, 1999: 111]、[Warner, 2005: 25, n. 45]、[水野、2006：
330、注 1]。G. フォン・ラートも、「統語法上、『神』の語が著しく強調されている！」と

















 神を「試す」用例は 10 例あり62、詩編に集中している。また、この神を「試す」用例の
うち、申 6：16、詩 95：9、106：14 の 3 例は出 17：1－7 の記事に言及したものである。









 これに対し、神が「試す」用例は、創世記 22 章以外で、13 例存在する65。このうち、8
                                                   
54 Even-Shoshanを参照。DCH、[Gerleman, 1997: 741]（TLOT）、[Brensinger, 1997: 11]
（NIDOTTE）、[Wilson, 1980: 581]（TWOT）も同様。 
55 [Brensinger, 1997: 111]（NIDOTTE）。 
56 [Brensinger, 1997: 111]（NIDOTTE）。 
57 Holzingerは、Dに典型的に見られるとする[Holzinger, 1898: 163]。ヴェスターマンも、
この動詞について、「申命記における歴史理解で典型的な言葉である」と指摘している[ヴェ
スターマン、1993：366]＝[Westermann, 1986: 234]。[Westermann, 1989: 436]も同様。 
58 [関根清三、2012b：17、註 3]。 
59 [Skinner, 1930: 328]。 
60 [Gunkel, 1922: 236]。 
61 この両者の用例については、拙論[岩嵜、2012b]において、議論したものをもとにして、
分類を再構成し、修正を加えたものである。 
62 出 17：2、7、民 14：22、申 6：16、詩 78：18、41、56、95：9、106：14、イザ 7：
12の各箇所である[Gerleman, 1997: 742]（TLOT）。 
63 出 17：2、7、民 14：22、申 6：16 
64 出 17：2以外の 3か所は、出 17：2について言及したもの（出 17：7、申 6：16）や、
これを誇張したもの（民 14：22）であった。 























                                                                                                                                                     
士 2：22、3：1、4、代下 32：21、詩 26：2。[Helfmeyer, 1998: 449]（TDOT）を参照。
これについて、Westermannと Tribleはそれぞれ用例を挙げている。まずWestermannに
よれば、創 22：1以外に、出 15：25、16：4、申 8：2、16、13：4、士 2：22、3：1、4、
詩 26：2、代下 32：31である[Westermann, 1989: 435]。また、Tribleによれば、創 22：
1のほかに、出 15：25、16：4、20：20、申 8：2、16、13：3、代下 32：31である[Trible, 
1991: 250, n. 7]＝[Trible, 1999: 288, n. 7]。 
66 [Helfmeyer, 1998: 449]（TDOT）を参照。 
67 [水野、1995：9]。 
68 出 15：25、16：4、申 8：2、16、士 2：22、3：1、4。 
69 [フォン・ラート、1993：425]＝[von Rad, 1976: 190]。 
70 出 15：25、王上 8：31－32、詩 7、詩 26。 










































73 [Westermann, 1989: 436]。フォン・ラートは、神が個人を「試す」行為を、究極的には
祭儀の領域に遡るとし、神殿で「神明裁判」が行われたことを想定する[フォン・ラート、
1993：425]＝[von Rad, 1976: 190]。しかし、このような祭儀が、実際にイスラエルでなさ
れたか否かについては明らかとは言えないだろう。 




































                                                   
78 創世記 22章では、1節 bの表現「あの神」に見られるように、同一視ないし混同がされ
ている。[水野、1995：9]も併照。 
79 [水野、2006：335]。 
80 [Gunkel, 1922: 236]。英訳ではこの語は“omniscience”と訳されている[Gunkel, 1997: 
233]。また、これについて Gunkelは、「語り手自身はこのことに気づいていない」とする
[Gunkel, 1922: 236]。 
81 [Skinner, 1930: 328]、[Gunkel, 1922: 236]。 
82 たとえば、次のような研究者が防壁を築く読みを展開している。[フォン・ラート、1993：
423]＝[von Rad, 1976: 189]、[Levine, 1989: 259]、[シュミット、1994：100]、[シュミッ
ト、2004：108]。 
83 [小泉、1992：168]。 



























ラハムに物語の焦点を移動させる機能を 1 節 b は有しているだろう。では、読者は、イサ
                                                   
85 [Schneider, 2008: 101]。 
86 [Schneider, 2008: 101]。 










92 [Holbert, 1991: 115]、[Wenham, 1994: 103]。 
93 [Wenham, 1994: 103]、[Sarna, 1989: 151]、[Sarna, 1989: 393]。 






































                                                   
95 [Skinner, 1930: 328]。 

























































CEB After these events, God tested Abraham 
JB、NJB It happened some time later that God put Abraham to the test. 
JPS、RV And it came to pass after these things, that God did prove 
Abraham, 
KJV And it came to pass after these things, that God did tempt 
Abraham, 
NAB Some time after these events, God put Abraham to the test. 
NEB The time came when God put Abraham to test. 
NIV、Hamilton Some time later God tested Abraham. 







After these things God tested Abraham. 
REB Some time later God put Abraham to the test. 
Alter And it happened after these things that God tested Abraham. 
Bader And it was after the things, and the God tested Abraham, 
Crenshaw Afterward God tested Abraham. 
Fox Now after these events it was that God tested Abraham 
Friedman And it was afterthese things, and God tested Abraham. 
Speiser Some time afterwards, God put Abraham to the test. 
Walters After these things, he tested Abraham, this God did. 
ZB Nach diesen Begebenheiten stellte Gott Abraham auf die 
Probe. 



























 まず、1 節 c－2 節についての先行研究のうち、この部分全体を扱っている諸研究・諸解
釈について、検討しておきたい。多くの研究・解釈では、1 節 c－2 節の各部については詳
論することが多いが、この部分全体を通観するものは比較的少数である。 
 この部分は、「モリヤ」などを除く大部分をエロヒストと解する研究者がほとんどである
3。L. Ruppertは、この部分に 3つの層を認めている。1節 c－2節のうち、モリヤを除く 2








3 [Holzinger, 1898: 163]、[Driver, 1907: 216]、[Gunkel, 1922: 236]など。 
































 この名前は、ヘブライ語聖書中に 175例使用されている7。創世記 22章では、18例使用
されている。 
 11 節では、呼びかけの「アブラハム」は 2 回繰り返されている。そのため、古代語訳で
は、この呼びかけも 2 回繰り返しているものが存在する。たとえば、七十人訳、ウルガタ
                                                   
5 [フォン・ラート、1993：423－424]＝[von Rad, 1976: 189]。 













 資料 3－1．で示したように、この表現はさまざまな訳がされている。 








                                                   





9 ヨベル書 18：1[村岡、1975b：75]。 
10 [Prochsch, 1924: 313-314]。 
11 [de Vaux, 1953: 104-105]。 
12 B. Jacobによれば、Dillmannも同様[Jacob, 1934: 493]。 
13 名前を繰り返すことは、緊急性を表現すると考えられる。後述する本論文第一部第 8章
２．（174頁）参照。 





16 Even-Shoshanを参照。DCH、[Vetter, 1997: 379]（TLOT）も同様。Holladayによれ
ば、436例である。 
17 Even-Shoshanを参照。 
18 [Fox, 1997: 93]。 
19 [Fox, 1997: 93]。 
20 [Hamilton, 1995: 97, n. 1]。 
21 [Sarna, 1989: 151]。 

























 このדיִחָיという語は、ヘブライ語聖書中に 9例見られるものであり31、資料 3－2．の波線
部で示したように、表記は異なるものの、「ひとり子」と訳されることが多い32。これに対
                                                   
23 [関根清三、2012b：17、註 17]。 
24 Even-Shoshanを参照。DCHも同様。 
25 2節 b、3節 c、6節 a、6節 c、10節 b、13節 eの各文。 





30 [Hamilton, 1995: 101]。V. P. Hamiltonは、その用例として、創 13：14、15：5、22：













one）」ではなく、「あなたの大切なもの（your precious one）」と訳すべきだと主張し、箴 4：






















                                                   
33 [Sarna, 1989: 151]。 
34 [Hamilton, 1995: 97, n. 3]。 
35 [西村、1981：263]、[西村、1984：206]。 
36 [デヴィドソン、1986：184]＝[Davidson, 1979: 95-96]。 
37 [Ryle, 1914: 234]。 
38 [高橋、1967：62]。 
39 [Pope, 1977: 570]。 
40 Even-Shoshanを参照。DCHも同様。E. Jenri によれば 251例である[Jenri, 1997: 46]
（TLOT）。 
41 [Sarna, 1989: 151]。 
42 [Sarna, 1989: 151]。 
































                                                   
44 Even-Shoshanを参照。DCHでは、112例である。また、イサクの異なる綴り（קָחְשִי）
は、4例存在する（Even-Shoshanを参照）。 
45 「私の子」という表現は 7節 e、8節 bの 2回。「この若者（ナアル）」という表現は 4
節 cの 1回。 
46 [西村、1984：206]。 
47 [ヴェスターマン、1993：367]＝[Westermann, 1986: 234]。[Westermann, 1989: 436]。 
48 [Sarna, 1989: 151]。 
49 [ミルトス・ヘブライ文化研究所、1990：189]。 












犠牲」という語は、創世記 22章に 6回も言及されている58。 
 また、ヘブライ語聖書中で、人身犠牲を指して「全焼の犠牲（הָֹלע）」といわれているの











                                                   
51 Even-Shoshanを参照。[Wehmeier, 1997: 885]（TLOT）も同様。DCHでは、894回。 
52 HALOTを参照。DCHも同様。 
53 Even-Shoshanを参照。DCHも同様。Holladayによれば 280例。HALOT では 287例。 













































                                                   
63 [デヴィドソン、1986：184]＝[Davidson, 1979: 95-96]。 
64 [関根正雄、1980a：26]。 
65 [フォン・ラート、1993：424]＝[von Rad, 1976: 190]。 




















は「ハモリ人の地」すなわちシェヘム72だと推測した73。また、H. Holzinger や Ryle によ
れば、F. Tuchと F. Bleekは「モレの地」（創 7：6）と推定した74。J. Skinnerは、オリジ
ナルの名称を復元するなら「もっともシンプルなものがアモリ人の土地である」と述べて




だと解釈している80。S. J. DeVriesは、「有名なエブスの社」だとし、サム下 24：18を参
                                                   
69 創世記 22章と歴代誌下 3章でのモリヤの綴りの違いは、正書法の違いによると考えられ
る。[フォン・ラート、1993：425]＝[von Rad, 1976: 190]も同じ見解。 
70 本章３－２．（86頁以下）を参照。 
71 [Quarry, 1866: 210]、[Herzberg, 1986: 1136]、[Westermann, 1989: 437]、[ヴェスター
マン、1993：367]＝[Westermann, 1986: 234]、[Cortese, 1995: 12]、[ソッジン、2012：
198]＝[Soggin, 1997: 310]。この見解は、聖書学者がしばしば採用しているものであるが、
その根拠が提示されることは皆無である。 
72 創 34、士 9：28。 
73 [Wellhausen, 1963: 19]。[Holzinger, 1898: 234]、[Ryle, 1914: 234]も併せて参照。 
74 [Holzinger, 1898: 234]、[Ryle, 1914: 234]を参照。 
75 [Skinner, 1930: 329]。Holzingerや Ryleによれば、A. Dillmannと C. I. Ballも同様。










76 [Gunkel, 1922: 237]。 
77 [Gunkel, 1922: 241]。[Gunkel, 1922: 239]も併せて参照。 
78 [Prochsch, 1924: 313]。 
79 [Procksch, 1924: 315]。[松田、1957：38]も併せて参照。 



















名称86（言語）   音写  意味 
マソラ本文（ヘブライ語）  hammôrîyāh モリヤ 
サマリア五書（ヘブライ語）  hmwr’h  恐れの／見ることの 
七十人訳（ギリシア語）  tēn hypsēlēn 高い87 
                                                                                                                                                     
師は声（mu-rí-gúki）」からの類推で、モリヤについてこのような意味だと解釈している。
この場合、「ヤー」はヤハウェの短縮形だと考えられる。J. P. Fokkelman、H. Schuld も、
同様に「私の教師はヤー」だと解釈している。[Fokkelman, 1989: 52]、[Schuld, 1999: 87-88]。
[Diebner, 2002: 1503]＝[Diebner, 2010: 553]も参照。 
81 [DeVries, 1975: 155, n. 53]。 
82 [Brodie, 2001: 272]。 
83 [関根正雄、1993：39、註 1]＝[関根正雄、1997：39、註 1]。 
84 以下の古代語訳における訳語および、その意味については、BHSのクリティカル・アパ
レイタスの他に、主として、以下の文献をまとめたものである。[Holzinger, 1898: 164]、
[Driver, 1900: 437]、[Bennett, 1904: 238]、[Ryle, 1914: 234]、[Gunkel, 1922: 237]、
[Procksch, 1924: 314-315]、[Skinner, 1930: 328-329]、[Beuron, 1952: 231]、[Speiser, 1964: 
163]、[フォン・ラート、1993：426]＝[von Rad, 1976: 190]、[デヴィドソン、1986: 182]
＝[Davidson, 1979: 94]、[西村、1981：259]、[Walters, 1987: 303]、[勝村、1989：27]、
[Sarna, 1989: 391]、[Hamilton, 1995: 103, n. 24]、[Hayward, 1995: 177]、[Wenham, 1994: 
98]、[Seebass, 1997: 199]、[関根正雄、1999：212]、[Ruppert, 2002: 509]、[関根清三、










アクィラ訳（ギリシア語）  tēs kataphanē 明らかに見える 
シュンマコス訳（ギリシア語） tēs optasias 顕現の／幻の 
古ラテン語訳88（ラテン語）  execelsam89 高い 
ウルガタ（ラテン語）  visionis  顕現の／幻の 
タルグム・オンケロス（アラム語） pūlḥānā  礼拝の 
断片タルグム（アラム語）  mwryh  モリヤ（山） 
タルグム・ネオフィティ（アラム語） mwryh  モリヤ（山） 
タルグム・偽ヨナタン（アラム語） pwlḥn’  礼拝の 
サマリア・タルグム（アラム語） ḥzyth  顕現の 

















                                                                                                                                                     
87 七十人訳では、創 12：6のモレの樫の木でも同じ訳を採用している[Speiser, 1964: 163]。 
88 [Beuron, 1952: 231]を参照した。 





91 ただ、前者は正書法の違いだと考えられる。MTの代下 3：1を参照。 
92 [Mathews, 2005: 291]。 
93 C. T. Haywardは、アクィラ訳は’ōrに基づく訳だと主張している[Hayward, 1995: 177]。 
94 [Waltke, 2001: 305]。 
















これまで、創世記 22 章のモリヤについて、伝説的にエルサレムとしたり98、代下 3：1
をもとにしたり99、あるいは、1 世紀のユダヤ教著作家である F. ヨセフスの見解100をもと
                                                                                                                                                     
[Mathews, 2005: 291]。 
96 多くの研究者が、これらの古代語訳の一部に言及している。たとえば、H. Holzingerは
G、TO、TJ、Sに言及している[Holzinger, 1898: 164]。W. H. Bennettは、G、V、Sに言
及している[Bennett, 1904: 238]。H. E. Ryleは、G、α’、σ’、Vに言及している[Ryle, 1914: 
234]。Gunkelは、Sに言及している[Gunkel, 1922: 237]。O. Prockschは、G、σ’、TO、S
に言及している[Procksch, 1924: 314-315]。J. Skinnerは、G、TO、Sに言及している[Skinner, 
1930: 328-329]。Speiserは、G、Sを参照している[Speiser, 1964: 163]。フォン・ラート
は、Sに言及している[フォン・ラート、1993：426]＝[von Rad, 1976: 190]。R. デヴィド
ソンは、G、Sに言及するのみである[デヴィドソン、1986: 182]＝[Davidson, 1979: 94]。
西村俊昭は、G、S、Vに言及している[西村、1981：259]。[西村、1984：204]も同様。C. 
Westermannは、Gのみを言及し、BHKを参照するように指示している[Westermann, 
1989: 432]。S. D. Waltersは、Smr、G、α’、σ’、V、TO、TJ、Sに言及している[Walters, 1987: 
303]。勝村弘也は、Smr、σ’、V、G、Sに言及している[勝村、1989：27]。Sauer＋守屋は、
G、S、Vに言及している[Sauer＋守屋、1989：1196]。Sarnaは、G、α’、σ’、V、TSmr、S
に言及している[Sarna, 1989: 391]。G. J. Wenhamは、G、σ’、Vに言及している[Wenham, 
1994: 98]。E. Corteseは、Smr、α’、σ’、Sに言及している[Cortese, 1995: 11]。V. P. Hamilton
は、Smr、G、σ’、V、Sに言及している[Hamilton, 1995: 103, n. 24]。Haywardは、G、α’、
σ’、V、TO、TJに言及している[Hayward, 1995: 177]。H. Seebass は Smr、G、σ’、TSmr、
Sに言及している[Seebass, 1997: 199]。関根正雄は、G、Sに言及している[関根正雄、1999：






98 [中沢、2004：68、註 2]。 
99 たとえば、E. Foxは、「ここの山が後代にソロモンの神殿と同一視される」と述べている








おり、創世記 22 章をエルサレムだと考えているのであろう。トーマス・C. レーマーは、
創世記 22 章について、エルサレムを暗示していると述べている103。J. Unterman は、創
















                                                                                                                                                     
と同一視される」として、代下 3：1を挙げている。[月本、1997：63、註 9]＝[月本、2004：
49、註 7]。 
100 『ユダヤ古代誌』I. 226[ヨセフス、1999：92]＝[ヨセフス、1982：126]。 




102 たとえば、[Quarry, 1866: 210]、[Vermes, 1961: 193]や[Wagner, 1975: 175]（TDOT）、
[Edgerton, 1992: 92]、[Chilton, 1995: 122]、[Fraknel, 1996: 30]、[Reno, 2010: 206]。 
103 [レーマー、2008：245]＝[Römer, 2007: 181]。 
104 [Unterman, 1980: 163-164]。 
105 [ヴォーター、1980：224]＝[Vawter, 1969: 195]。 
106 [フォン・ラート、1993：425－426]＝[von Rad, 1976: 190]。[水野、2006：351、註 39]
も同じ見解。 
107 [Westermann, 1989: 437]。 
108 [Waltke, 2001: 305]。 
109 代下 3：1参照。 
110 [左近、1995：193]＝[左近、1999：193]。 


























                                                   
112 [Bennett, 1904: 239]。 
113 たとえば、B. T. Arnoldは、「聖書において唯一モリヤについての他の例はエルサレムで
あり、そこにソロモンが神殿を建てた」と述べつつも、「われわれはこれがアブラハムのモ
リヤと同一の場所だとみなす理由はない」と主張している[Arnold, 2009: 204]。同様に、[中
沢、2004：68、註 2]、[Plaut, 2006: 135]なども位置が不明であるとしている。 
114 [Arnold, 2009: 204]、[Westermann, 1989: 437]。 
115 代下 3：1。 
116 [Hamilton, 1995: 102]。Mathewsも、歴代誌がアブラハムの出来事を言及しないこと
を指摘している[Mathews, 2005: 290]。 
117 [Hamilton, 1995: 107]。 
118 [Bennett, 1904: 239]。 































                                                   




124 たとえば、C. F. Keil & F. Delitzschは√הארのホフアル形の分詞にヤハウェの短縮形ヤ
ーが付けられた形であるとし、意味を「イェホヴァ
〔 マ マ 〕
が見られること（the shown of Jehovah）」
つまり「イェホヴァ
〔 マ マ 〕
の顕現（the manifestation of Jehovah）」であるとする[Keil & Delitzsch, 
1959: 249]。同様に√הארから説明する説を採用する研究者は[Mathews, 2005: 291]などがい
る。この場合、14節のアブラハムによる地名の命名と関連させている[Mathews, 2005: 291]。
他方、W. S. Townerはこの両者に加え、√הרי（「教える」）という語からも導けると主張し




































                                                   




神を「おそれる」ものである[Hamilton, 1995: 113]。 
128 [水野、2006：351－352]。 
129 [Driver, 1907: 216]、[Sarna, 1989: 150]。 
130 B. J. Diebnerは、モリヤを「おそらくフィクションの名前」だと述べている[Diebner, 
2010: 553]＝[Diebner, 2002: 1502]。 





































                                                   
132 [Gunkel, 1922: 236]、[松田、1957：38]、[ヴェスターマン、1993：366]＝[Westermann, 
1986: 234]などが、アブラハムの受けた命令の過酷さ・重大さを指摘している。 





















































Here I am 
JPS、RSV、RV Here am I 
KJV Behold, here I am. 




Friedman I’m here. 
Speiser Ready 
Walters Yes, Lord? 
ZB Hier bin ich. 








































CEB Take your son, your only son whom you love, Isaac 
JB Take your son, ……your only child Isaac, whom you love 
JPS Take now thy son, thine only son, whom thou lovest, even 
Isaac, 
KJV Take now thy son, thine only son Isaac, whom thou lovest, 
NAB、NRSV、RSV Take your son Isaac, your only one, whom you love, 
NIV Take your son, your only son, whom you love—Isaac— 
NJB Take your son, your only son, your beloved Isaac, 




NRSV、RSV Take your son, your only son Isaac, whom you love, 
RV Take now thy son, thine only son, whom thou lovest, even 
Isaac, 
Alter Take, pray, your son, your only one, whom you love, Isaac, 
Bader Take yeah your son. your only! whom you love. Isaac. 
Crenshaw Take, I beg you, your only son, Isaac, whom you love,  
Fox Pray take your son, your only-one, whom you love, Yitzhak, 
Friedman Take your son, your only one, whom you love, Isaac 
Hamilton Take, please, your son, your precious one whom you love, Isaac, 
Speiser Take your son, your beloved one, Isaac whom you hold so dear, 
Stern Take your son, your only one, the one you love, Isaac, 
Walters Now take your son, your only one, whom you love, yes Isaac. 
Wenham Please take your son, your only child, whom you love, Isaac. 
ZB Nimm deinen Sohn, deinen Einzingen, den du lieb hast, 
TOB Prends ton fils, ton unique, Isaac, que tu aimes. 
 
































JPS and get thee into the land of Moriah; 
KJV and get thee into the land of Moriah; 
NIV and go to the region of Moriah. 
RV and get thee into the land of Moriah; 
Alter、Stern and go forth to the land of Moriah 
Bader and go for you to the land of Moriah! 
Crenshaw and go to the land of Amorites 
Fox and go-you-forth to the land of Moriyya / Seeing, 
Walters Set out for the land of Moriah, 
Wenham Go by yourself to the district of Moriah, 
ZB und geh in Land Morija  














































CEB Offer him up as an entirely burned offering there on one of the 
mountains that I will show you. 
JPS and offer him there for a burnt-offering upon one of the 
mountains which I will tell thee of. 
KJV and offer him there for a burnt offering upon one of the 
mountains which I will tell thee of. 
NAB There offer him up as a burnt offering on one of the heights 
that I will point out to you. 
NIV Sacrifice him there as a burnt offering on a mountain I will 
show you. 
NJB where you are to offer him as a burnt offering on one of the 
mountains which I shall point out to you. 
NJPS and offer him there as a burnt offering on one of the heights 
that I will point out to you. 
NRSV and offer him there as a burnt offering on one of the mountains 
that I shall show you. 
REB There you shall offer him as a sacrifice on one of the heights 
which I shall show you. 
RSV and offer him there as a burnt offering upon one of the 
mountains of which I shall tell you. 
RV and offer him there for a burnt offering upon one of the 




Alter and offer him up as a burnt offering on one of the mountains 
which I shall say to you. 
Bader and let him ascend there as a burnt offeing upon one of the 
mountains! which I shall tell to you. 
Crenshaw and sacrifece him there as a burnt offering on one of the 
mountains of which I shall tell you. 
Fox and offer him up there as an offering-up upon one of the 
mountains that I will tell you of. 
Friedman and make him a bunrt offering there on one of the mountains 
that I’ll say to you. 
Hamilton where you shall offer him up as a bunrt offering on the place 
of on one of the peaks that I will identify for you. 
Speiser where you shall offer him up as a burnt offering on one of the 
heights that I will point out to you. 
Stern Offer him there as a burnt-pffering, on one of the mountains 
that I will show you. 
Walters and offer him there as a burnt offering on one of the mountains 
which I will point out to you. 
Wenham and offer him there as a burnt offering on one of the mountains 
which I shall tell you. 
ZB und bring ihn dort als Brandopfer der auf einem der Berge, 
den ich dir nennen werde. 




































                                                   
1 [Jacobs, 2010: 549]。 
2 [Wenham, 1994: 106]＝[ウェンハム、2012：188]。[水野、2006：340]も参照。 
3 [Sarna, 1989: 151]。さらに、サラが隠された例として、Sarna は、ヨセフスの『ユダヤ
古代史』1．12．2 を挙げている[Sarna, 1989: 361, n. ４]。同様に、アブラハムが旅の意図
を家族に秘密にするという読みは、フィロンにも見られるものである（フィロン「アブラ

































                                                   
4 [大野、2001：53]。 
5 [高橋、1967：62]。 
6 [フォン・ラート、1993：426]＝[von Rad, 1976: 190]。 
7 [水野、2006：339－340]。 
8 [Wenham, 1994: 106]。 
9 [Wenham, 1994: 106]。 
10 [Gunkel, 1922: 237]。 




























 動詞√שׁבחは、ヘブライ語聖書中に 33 例用いられている20。また、「ロバ（רוֹמֲח）」という
                                                   
12 Even-Shoshan を参照。Holladay も同様。DCHによれば、65 例。 
13 Even-Shoshan を参照。Holladay では、約 200 例。 
14 [Hamilton, 1995: 106]。 
15 [Mathews, 2005: 291]。 
16 [Mathews, 2005: 291]。 
17 [Schneider, 2008: 102]を参照。 
18 [Schneider, 2008: 99]。 
19 ヘブライ語聖書テクストには夢において伝えたという表現は存在しないが、3 節で「次
の朝早く」と記されることから、神ヤハウェからの命令は夜の間に、夢ないし幻の中で行
われたことを示唆する。[Driver, 1907: 217]、[Gunkel, 1922: 236]、[Skinner, 1930: 328]、 
[Sarna, 1989: 151]。また、古典的な資料批判では、夜に夢ないし幻で啓示を受けることは、
エロヒストの特徴であるとされてきた。[野本、1984：151]、[木田、1995：130]を参照。 




語は、ヘブライ語聖書中に 96 例使用されている21。 






















 この動詞は、ヘブライ語聖書中に 1549 例用いられ31、カル語幹では 1412 例使用されて
いる32。この語は、「行く」ことに関連する多様な意味を有しており、創世記 22 章では 7
例使用されている。そのうち、神からアブラハムへの命令である 2 節とアブラハムが雄羊
を捕まえる 13 節を除いて、複数形で使用されている点で特徴的である。 
 
                                                   
21 Even-Shoshan を参照。DCH も同様。Holladay によれば、97 例。 
22 DCH を参照。 
23 サム下 17：23、王上 2：40、13：13、13：23、13：27。 
24 Even-Shoshan を参照。DCH によれば、51 例。 
25 Even-Shoshan を参照。Holladay によれば、325 回。 
26 DCH を参照。 
27 Holladay を参照。 
28 Even-Shoshan を参照。DCH も同様。 
29 Holladay を参照。 
30 新共同訳、フランシスコ会訳〔分冊・合本〕、中沢、NEB、NJPS、Hamilton、Speiser、
Walters の諸訳。 
31 Even-Shoshan を参照。DCH も同様。 





 この語は、ヘブライ語聖書中に 401 例用いられている33。ここでは、定冠詞を伴う形で用
いられており、この語が定冠詞を有するとき、しばしば「聖所」を表現する。実際、Holladay
は、「聖所」の用例として本箇所を挙げている34。また、この語に定冠詞を伴う形は「異教











る J. Macdonald のもと、創世記 22 章における「ナアル」についての研究について、順に
確認していきたい。 
 






 次に、創世記 22 章のナアルについての先行研究を確認しておきたい。創世記 22 章のナ
アルの先行研究として、関根清三、S. D. Walters、V. P. Hamilton の見解を順に見ていきた
い。 
 関根清三は、3 節のナアルを「若い従者」と訳し40、「原語ナアルは基本的には『若者』
                                                   
33 Even-Shoshan を参照。DCH も同様。Hollady や J. Gamberoni によれば、約 400 回
（Holladay および[Gamberoni, 1997: 534]（TDOT）を参照）。 
34 Holladay を参照。 
35 申 12：2。Holladay を参照。 
36 [Ryle, 1914: 235]。 
37 [Macdonald, 1976]。 
38 [Macdonald, 1976: 147-157]。 


















３－２．「ナアル（ר ַּע ַּנ）」の意味 
 この語ר ַּע ַּנは、ヘブライ語聖書中に 240 例使用されている47。この語の用例のうち、3 分








                                                   
41 [関根清三、2012b：18、註 13]。 
42 [Walters, 1987: 303]。 
43 [Walters, 1987: 304]。 
44 [Hamilton, 1995: 108]。 
45 [Hamilton, 1995: 108]。 
46 [Hamilton, 1995: 108]。 
47 Even-Shoshan を参照。DHC も同様。V. P. Hamilton、H. F. Fuhs によれば、239 例で
ある[Hamilton, 1997: 124]（NIDOTTE）、[Fuhs, 1998: 479]（TDOT）。Holladayは、約
230 回とする。HALOT によれば、約 239 回。 
48 [Fuhs, 1998: 479]（TDOT）、[Hamilton, 1997:124]（NIDOTTE）。 
49 [Fuhs, 1998: 479]（TDOT）、[Hamilton, 1997: 124]（NIDOTTE）。 
50 [Fuhs, 1998: 479]（TDOT）。BDB も、「従者（retainer）」の意味では、P 以外（not in 
P）だとする。 
51 BDB、HALOT、Hollday、DCH、[Fuhs, 1998: 480-483]（TDOT）を参照。 
52 BDB、HALOT、Holladay、DCH、[Fuhs, 1998: 483]（TDOT）を参照。 





 特異な用法として、サム下 18：5 において、ダヴィデが「アブサロム」について述べて
いる箇所を挙げることができる。この場合、すでにアブサロムはすでに子どもがおり（サ


























                                                   
54 [Fuhs, 1998: 483]（TDOT）。 
55 [Sarna, 1989: 151]。 
56 創 18：7 において、単数形で用いられている。 
57 [ヴェスターマン、1993：368]＝[Westermann, 1986: 235]。 
58 「アブラハムについて」170 節[フィロン、2012：32]＝[Philo, 1935: 87]。 
59 [ミルトス・ヘブライ文化研究所、1990：190、註]。 
































                                                   
61 あるいは、テクストでは「木」がどのように運ばれたのか記述されていないが、イサク
以外が運んでいたと思われる（6 節 b 参照）ので、ロバに運ばせた可能性もある。また、3
節の動詞はすべてアブラハムを主語にして、3 人称男性単数形で示されているが、旅の準備
をしたイサクと従者に手伝わせた可能性もある。 
62 [Sarna, 1989: 151]。Sarna は「まだ正確な場所は知らされていない」ことをこの理由に
挙げている。しかし、2 節 d では「私が言う」と未完了形で語られていたが、3 節 f では「神
が言った」と完了形になっており、正確な行き先は明確には語られていないが、すでにア
ブラハムに伝えられていると考えられる。本論文第一部第 3 章２－１．（80 頁）も参照。 














ったが、3 節 f では「神が彼に言ったところの」というように「言う」という動詞が完了形
に変わっており、いつのまにか、「モリヤの地」の具体的な場所が伝えられている65。つま
り、この 3 節 f の表現によって、1 節 c から 2 節に描写される神とアブラハムの会話が、こ
の両者の会話のすべてを記録したものではなく、語り手の関心によって、取捨選択が行わ
れていることが明らかになる。 
















































CEB Abraham got up early in the morning, 
JPS、RV、Alter And Abraham rose early in the morning, 
KJV And Abraham rose up early in the morning, 
NAB、Walters Early the next morning 
NEB、NRSV、RSV So Abraham rose early in the morning 
NIV Early the next morning Abraham got up 
NJB、Speiser Early next morning, 
NJPS So early morning 
REB Early in the morning 
Crenshaw Arising early in the morning 
Fox Avraham started-early in the morning, 
Friedman And Abraham got up early in the morning 
Hamilton Arising early that morning 
Stern Abraham rose early, 
Walters Early the next morning 




ZB Am andern Morgen früh 
TOB Abraham se leva bon mantin, 
 

























CEB harnessed his donkey, 
JPS、KJV、NEB、
RV 
and saddled his ass, 
NAB、NJB、REB、
Hamilton、Wenham 
Abraham saddled his donkey, 
NIV and loaded his donkey. 
NJPS Abraham saddled his ass 
NRSV、 Stern saddled his donkey, 
RSV saddled his ass, 
Alter and saddled his donkey 
Crenshaw、Speiser、
Walters 




Fox he saddled his donkey, 
Friedman and harnessed his ass  
ZB sattlte Abraham seinen Esel 



























CEB and took two of his young men with him, together with his son 
Isaac. 
JPS and took two of his young men with him, and Isaac his son; 
KJV and took two of his young men with him, and Isaac his son, 
NAB took with him two of his servants and his son Isaac, 
NIV He took with him two of his servants and his son Isaac. 
NJB、NJPS and took with him two of his servants and his son Isaac. 




REB and took with him two of his men and his son Isaac; 
RSV and took two of his young men with him, and his son Isaac; 
RV and took two of his young men with him, and Isaac his son; 
Alter and took his two lads with him, and Isaac his son, 
Crenshaw and took his lad with him, together with Isaac his son. 
Fox he took his two servaing-lads with him and Yiztzhak his son, 
Friedman and took his two with him and Isaac his son. 
Hamilton took two of his servants with him, along with Isaac his son. 
Speiser took two of his servant boys along with his son Isaac, 
Stern took Isaac his son and his two lads, 
Walters He took two of his squires with him, and, yes, Isaac his son. 
Wenham took two of his lads with him, and his son Isaac, 
ZB und nahm mit sich seinen beiden Knechte und seinen Sohn 
Isaak. 
TOB prit avec lui deux de ses jeunes gens et son fils Isaac.  
 




















CEB He split the wood for the entirely burned offering, 




KJV and clave the wood for the burnt offering, 
NAB and after cutting the wood for the burnt offering, 
NIV When he had cut enough wood for the burnt offering, 
NJB He chopped wood for the burnt offering and 
NJPS He split the wood for the burnt offering,  
NRSV he cut the wood for the burnt offering, 
REB and having split firewood for the sacrifice, 
RSV、Friedman and he cut the wood for the burnt offering, 
RV and he clave the wood for the burnt offering, 
Alter and he split wood for burnt offering, 
Crenshaw Having split wood for the sacrificial fire, 
Fox he split wood for the offering-up 
Hamilton He split kindling wood for a burnt offering, 
Speiser having first split some wood for the burnt offering, 
Stern chopped wood for the burnt-offering, 
Walters He split kindling for a burnt offering 
Wenham He split kindling for a burnt offering  
ZB Er spaltete Holz für das Brandopfer 
TOB Il dendit les bûches pour l’holocauste. 
 

























CEB set out, 
JPS、KJV、RV and rose up, 
NRSV and set out 
RSV and arose 
Alter and rose, 
Bader and he arose 
Crenshaw he arose, 
Fox and arose 
Friedman and he got up 
Troble and-arose 
Wenham He set out 
ZB machte sich auf, 
 






















CEB and went to the place God had described to him. 




NAB set out for the place of which God had told him. 
NIV he set out for the place God had told him about. 
NJB and started on his journey to the place which God had 
indicated to him. 
NJPS and he set out for the place of which God had told him. 
NRSV and went to the place in the distance that God had shown 
him. 
REB he set out for the place of which God had spoken. 
RSV and went to the place of which God had told him. 
Alter and went to that place that God had said to him. 
Crenshaw and journeyed to the place of which God spoke. 
Fox and went to the place that God had told him of. 
Friedman and went to the place that God had said to him. 
Hamilton and went to the place about which God had spoken to him. 
Speiser and started out for the place that God had indicated to him. 
Stern and set out for the place that God had spoken of to him. 
Walters and departed for the place his God had mentioned to him. 
Wenham and went to the place which God had told him about. 
ZB und ging an die Stätte, die Gott ihm genannt hatte. 




































                                                   
1 あるいは、「とどまっていなさい」。 
2 [Jacobs, 2010: 549]。 




 G. Wenham は、4 節から6節 b









アブラハムは目を上げた（וי ָּׂניֵע־תֶא ם ָּׂה ָּׂרְבַא א ָּׂש ִּיַו） 
 動詞√אשׂנは、ヘブライ語聖書中に 650例使用されている7。カル語幹では、600例用いら




H. F. Fuhsによれば、nś’ ‛ayin＋wer’hというイディオムは、創 13：10、14、18：2、22：
4、13、24：63、64、31：10、12、33：1、5、37：25、39：7、43：29、出 14：10、民
24：2、申 3：27、ヨシュ 5：13、士 19：17、サム上 6：13、サム下 13：34、18：24、イ
ザ 40：26、49：18、51：6、エレ 3：2、13：20、エゼ 8：5（2回）、ゼカ 2：1、5、5：1、
5、9、ヨブ 2：12、ダニ 8：3、10：5、代上 21：16に見られ、さらに、wehinnēhに続く
ものとして、創 39：7、申 4：19、王下 19：22＝イザ 37：23、エゼ 18：6、12、15、23：
27、33：25、詩 121：1、123：1という用例がある11。 
 
遠くからその場所を見た（ֹקח ָּׂרֵמ םוֹק ָּׂמַה־תֶא אְרַיו） 
 「遠くから」と訳した語ֹקח ָּׂרֵמは、形容詞קוֹח ָּׂרに前置詞ן ִּמが合成した形である。この「遠い」




                                                   
4 本論文での 6節 cに相当する。どのような区分に基づいて、6節 bなのか、Wenhamは
説明していない。 
5 [Wenham, 1994: 106]。 













 W. H. Bennettは、「イサクがその場所から全焼の犠牲のための木を運んでいるので、あ
まりにも遠い場所、あるいは、あまりにも高いところではなかっただろう」と述べている15。 



















                                                   
13 [左近、1982：36]。 
14 [Skinner, 1930: 329]。 
15 [Bennett, 1904: 238]。 
16 [Sarna, 1989: 152]。 
17 [Sarna, 1989: 361, n. 6]。 
18 DCHを参照。Even-Shoshanによれば 815例、Holladayによれば 1080例。 
19 DCHを参照。 
20 [Waltke, 2001: 307]。 
21 ただ、註には「礼拝する（worship）」と記されている[Fox, 1997: 94, n.]。Speiserは Fox
と反対に、「礼拝する（worship）」と訳し、「文字通りには『お辞儀をする（bow down）』」
と註記している[Speiser, 1964: 163]。 
22 参考書類では、Holladay、[H.-H. Stähli, 1997]（TLOT）、[Yamauchi, 1980]（TWOT）。






























                                                   
25 Even-Shoshanを参照。HALOT、Holladay、[Preuss, 1980: 249]（TDOT）、[Stähli, 1997: 
398]（TLOT）、[Fretheim, 1997: 42]（NIDOTTE）も同様。 
26 [Stähli, 1997: 398]（TLOT）、[Fretheim, 1997: 42]（NIDOTTE）。[Mathews, 2005: 292]
も併せて参照。 
27 [Fretheim, 1997: 43]（NIDOTTE）。 
28 [Fretheim, 1997: 43]（NIDOTTE）。 
29 [関根正雄、1980a：28]。 
30 Even-Shoshanを参照。DCHも同様。F. Stolzによれば、378例である[Stolz,1997: 187]
（TLOT）。Holladayは 380例とする。 



























 このתֶלֶכֲאַמという単語は、ヘブライ語聖書中で、創世記 22章の 2例（6、10節）を含め、









                                                   
36 [松田、1957：38]。 
37 [Sarna, 1989: 152]。Ryleも「火（すなわち火桶）」と述べている[Ryle, 1914: 235]。 
38 [越後屋、1996：61]。 
39 [Fox, 1997: 94, n.]。 
40 [宮田、2009：107]。 













 さらに、Sarnaは、「死の道具（[t]he instrument of death）」がこのma’akheletという
単語であり、「救命の代理人（the rescuing agent）」が「使い（a mal’akh）」であるとし、
この両者に、「言葉遊び（word play）」を見ている49。 
 
彼ら二人は一緒に歩いた（ו ָּׂדְחַי םֶהיֵנְשׁ וּכְלֵיו） 
















                                                   
46 [Sarna, 1989: 152]。 
47 [Speiser, 1964: 163]、[Walters, 1987: 304]。 
48 創世記 22章の 2例を一つと見做した。 
49 [Sarna, 1989: 152]。 
50 本節は、2012年 3月に大阪：大阪キリスト教短期大学において行われた日本基督教学会
近畿支部会で行った口頭発表をもとに、補筆・修正を加えたものである。 
51 C. Westermannや G. J. Wenhamなどは、それぞれの注解書で「三日」について論じて
いるが、彼らはともにこの二つの語句を区別していない[Westermann, 1989: 439]、
[Wenham, 1994: 106-107]。また、Sarnaも、「三日」について用例を挙げているが、両者





































 さらに、西村俊昭は、フランスのユダヤ人思想家 A. ネエルの研究をもとに、「三日」と
いう期間に緊張を読み取って解釈を行っている56。このように、「三日」にアブラハムの心
                                                   
53 古典的な研究者である S. R. Driverや J. Skinner、H. Gunkelなどは、彼らの註解書に
おいて、この箇所の註解を省略している[Driver, 1907: 218]、[Gunkel, 1922: 238]、[Skinner, 
1930: 329]。[西村、1981：264]、[ブルッグマン、1986：318－333]＝[Brueggemann, 1982: 
185-195]なども同様である。 
54 [関根正雄、1980a：27－28]。 




























                                                   
57 たとえば、カルヴァンが、このように解釈している[カルヴァン、1984：393]。[Wenham, 
1994: 107]も併せて参照。 
58 [Sarna, 1989: 151]。 
59 このような読みは、中世ユダヤ教にしばしば見られるものである。たとえば、ラシ[勝村、
1987：76]＝[ラッシー、2012：59]、ラムバン（ナフマニデス）[ナフマニデス、2012：70
－71]。また、現代の聖書学者でも、たとえば、[フォン・ラート、1993：426]＝[von Rad, 1976: 
191]、[Waltke, 2001: 307]などが同様である。 
60 [Sarna, 1989: 151]。Sarnaは、註として三日の区切りとして、創 31：22、42：18、出
3：18、15：22、19：11、15、16、民 10：33、19：12、19、31：19、33：8、ホセ 6：2、
ヨナ 3：3、エス 5：1というヘブライ語聖書での用例を挙げ、さらにギルガメシュ叙事詩（標
準版第一石版第 3欄 48行）も同様の特徴を有すると指摘している[Sarna, 1989: 361, n. 5]。
ギルガメシュ叙事詩の当該箇所については、[月本、1996：13]を参照。 
61 [越後屋、1996：61]。 
62 [Hamilton, 1995: 107]。 
63 当該箇所に付けられた註記は、三日のモチーフに関する文献を提示するものであり、こ
の根拠については何も言及していない[Hamilton, 1995: 107]。 
64 [関根清三、2013：103]。K. A. Deurlooも、「三日」を新しい時代を切り開く、重要な出

































に関するもの（5 例）、5）浄・不浄に関するもの（9 例）、6）ヤハウェの「臨在」（2 例）
が複数例あり、また、7）ヤハウェの山に関するもの、8）契約の箱に関するもの、9）先見
                                                   
65 [Westermann, 1989: 439]。 
66 [左近、1982：36]。 
67 [Waltke, 2001: 307]。 
68 Even-Shoshanを参照。 








 時間の区切りを示すものは 40 例あり、それらを細分化した場合、1）物語が動きはじめ




 その他の用例としては、1）不吉な出来事の前兆として用いられるものが 12 例あり、2）
飲まず食わずの期間を示すものが 3例71、3）距離や規模を示すものが 6例、4）長い時間を
























71 このうち、出 15：22は、「水を得ることができない」期間。 













































































                                                   
73 創 21：33、34を参照。 
74 [松田、1957：38]。 

































                                                   
76 [Waltke, 2001: 307]。 
77 [Skinner, 1930: 329]。 
78 [Sarna, 1989: 152]。 
79 [フォン・ラート、1993：426]＝[von Rad, 1976: 191]。 
80 [関根清三、2013：103]。 
81 [左近、1982：36]。 
82 [Schneider, 2008: 102]。 




































                                                   
84 [松田、1957：38]。 
85 [Gunkel, 1922: 237]。 
86 [Towner, 2001: 187]。 































                                                   
88 [Ryle, 1914: 235]、[Gunkel, 1922: 237]、[Skinner, 1930: 329]、[越後屋、1996：61]、[関
根清三、2013：96]。 
89 [Ryle, 1914: 235]、[Skinner, 1930: 329]、[Gunkel, 1922: 237]。 
90 [フォン・ラート、1993：427]＝[von Rad, 1976: 191]、[関根正雄、1980a：29]、[越後
屋、1996：61]、[宮田、2009：107]、[関根清三、2013：96]。 
91 [Gunkel, 1922: 237]、[フォン・ラート、1993：427]＝[von Rad, 1976: 191]、 [Sarna, 1989: 
152]、[宮田、2009：107]。 
92 アブラハムが刃物を持ったという記述について、Waltkeは、「この詳細な描写は、アブ
ラハムの負担の重さを伝えている」と主張している。[Waltke, 2001: 307]。 
93 [フォン・ラート、1993：426]＝[von Rad, 1976: 191]。 




















































On the third day Abraham lifted up his eyes, 
KJV Then on the third day Abraham lifted up his eyes, 
NAB、Hamilton、
Speiser 
On the third day, ……. 
NIV On the third day Abraham looked up 
Alter on the third day Abraham raised his eyes 
Fox On the third day Avraham lifted up his eyes 
Friedman On the third day: Abraham raised his eyes 
Walters On the third day Abraham look ahead 
ZB Am dritten Tag blickte Abraham auf 
































CEB、Friedman and saw the place at a distance. 
JPS、KJV、RSV、
RV 
and saw the place afar off. 
NAB Abraham caught sight of the place from a distance. 





and saw the place from afar. 
NRSV and saw the place far away. 
REB and saw the shrine in the distance. 
Hamilton Abraham saw the place from a distance. 
Speiser Abraham sighted the place from afar. 
Walters、Wenham and saw the place in the distance. 




TOB et vit de loin ce lieu. 
 




























CEB、NAB、NIV Stay here with the donkey. 
JPS、KJV Abide ye here with the ass, 
NJB、NRSV、
REB、Stern 
Stay here with the donkey. 
NJPS、Speiser You stay here with the ass. 
RSV、Crenshaw Stay here with the ass; 
RV Abide ye here with ass  
Alter Sit you here with the donkey  
Fox You stay here with the donkey, 
Friedman Sit here with the ass; 




Walters Stay right here with the ass. 
Wenham You stay by yourselves here with the donkey, 
ZB Bleibt ihr hier mit dem Esel,  
TOB Demeurez ici, vous, avec l’âne. 
 




























CEB The boy and I will walk up there, 
JPS、KJV and I and the lad will go yonder 
NAB while the boy and I go on over there. 
NIV while I and the boy go over there. 
NJB The boy and I are going over there; 
NJPS The boy and I will go up there; 
NRSV the boy and I will go over there; 




RSV I and the lad will go yonder 
RV、Crenshaw and I and the lad will go yonder 
Alter and let me and the lad walk ahead 
Fox and I and the lad wish to go yonder, 
Friedman and I and the boy: we’ll go over there, 
Hamilton、Walters I and the lad will go over there; 
Speiser while the boy and I go on yonder; 
Stern the lad and I will go yonder. 
Walters I and the lad will go over there; 
Wenham while I and the lad will go on there, 
ZB ich aber und der Knabe, wir wollen dorthin gehen, 
TOB moi et le jeune homme,  
 

































NEB and when we have worshipped 
NJB、Crenshaw We shall worship 
REB We shall worship there, 
RSV and worship, 
Alter and let us worship 
Bader and we will drop down/prostate 
Fox We wish to bow down 
Friedman and we’ll bow 
Wenham so that we can worship 
ZB und wenn wir angebetet habe, 
TOB nous irons là-bas pour nous prosterner ;  
 































CEB、REB and then come back to you. 
JPS and come back to you. 
KJV、RSV、RV and come again to you. 
NAB、NJB、
Speiser、Walters 
and then come back to you. 
NIV and then we will come back to you. 
NJPS We will return to you. 
NRSV and then we will come back to you. 
Alter、Crenshaw、
Stern、Wenham 
and return to you 
Fox and then return to you. 
Friedman and we’ll come back to you. 
Hamilton then return to you. 
ZB wollen wir zu euch zurückkommen. 
TOB puis nous reviendrons vers vous. 
 






























CEB Abraham took the wood for the entirely burned offering 
JPS、KJV And Abraham took the wood of the burnt-offering, 
NAB So Abraham took the wood for the burnt offering 
NIV、NJB、NJPS、
Crenshaw 
Abraham took the wood for the burnt offering  
NRSV Abraham took the wood of the burnt offering 
REB Abraham took the wood for the sacrifice  
RSV And Abraham took the wood of the burnt offering, 
RV、Friedman And Abraham took the wood for the burnt offering, 
Alter And Abraham took wood for the burnt offering 
Fox Avraham took the wood for the offering-up, 
Hamilton Thereupon Abraham took the wood for the burnt offering 
Speiser Abraham then took the wood for the burnt offering  
Stern Abraham then took the wood for the burnt-offering 
Walters 訳なし 
Wenham Then Abraham took the firewood  
ZB Dann nahm Abraham das Holz für Brandopfer 
TOB Abraham prit les bûches pour l’holocauste  
 





























CEB and laid it on his son Isaac. 
JPS、KJV and laid it upon Isaac his son; 
NAB and laid it on his son Isaac, 
NIV and placed it on his son Isaac, 
NJB loaded it on Isaac, 
NJPS、Alter、
Wenham 
and put it on Isaac his son 
NRSV and laid it on his son Isaac, 
REB and put it on his son Isaac’s shoulder 
RSV and laid it on Isaac his son; 
RV and laid it upon Isaac his son; 
Crenshaw、Stern and laid it on Isaac his son, 
Fox he placed them upon Yitzhak his son, 
Friedman and put it on Isaac, his son, 
Hamilton and placed it on Isaac his son. 
Speiser and put it on Isaac his son; 
Walters Abraham loaded on Isaac his son the kindling for the burnt 
offering, 
ZB und lud es seinem Sohn Isaak auf. 
TOB et en chargea son fils Isaac ; 
 































CEB He took the fire and the knife in his hand, 
JPS he took in his hand the fire and the knife; 
KJV and he took the fire in his hand, and a knife 
NAB while he himself carried the fire and the knife. 
NIV and he himself carried the fire and the knife. 
NJB and carried in his own hands the fire and the knife. 
NJPS He himself took the firestone and the knife; 
NRSV and he himself carried the fire and the knife. 
REB while he himself carried the fire and the knife 
RSV and he took in his hand the fire and the knife. 
RV and he took in his hand the fire and the knife; 
Alter he took in his hand the fire and the cleaver, 
Crenshaw but he took in his own hand the fire and the knife, 
Fox in his hand he took the fire and the knife. 
Friedman and took the fire and the knife in his hand. 
Hamilton He himself carried the tinder and the knife. 
Speiser the firestone and the cleaver he carried in his own hand. 
Stern in his own hand he held the firestone and the knife. 




Wenham and in his hand he took the fire and the knife. 
ZB Er selbst nahm das Feuer und das Messer in die Hand. 
TOB il prit en main la pierre à feu et le couteu, 
 



























水野 彼ら 2人は行った、一緒に。 
CEB and the two of them walked on together. 
JPS、KJV and they went both of them together. 
NAB As the two walked on together, 
NIV As the two of them went on together, 
NJB Then the two of them set out together. 
NJPS and the two walked off together. 
NRSV So the two of them walked on together. 
REB As the two of them went on together. 




RV and they went both of them together. 
Alter and the two of them went together. 
Crenshaw and the two of them journeyed together. 
Fox Thus the two of them went together. 
Friedman And the two of them wnet together 
Hamilton The two of them walked together. 
Speiser And the two walked off together. 
Stern And the two of them went on thgether. 
Walters Two of them went along together. 
Wenham So the two of them went together. 
ZB So gingen die beiden miteinander. 
TOB et tous deux s’en allèrent ensemble. 
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１）犠牲をささげる旅 出 3：18、5：3、8：23 
２）軍事的な旅 ヨシュ 1：11、3：2、9：17、サム下 1：2 
３）エジプト脱出後、荒野
での旅 
出 15：22、民 10：33、33：8、ヨシュ 1：11 


















３）夢の解釈 創 40：12、40：13、40：18、40：19 
４）ヤハウェの裁きに関す
るもの 
出 10：22、10：23、サム下 24：13、代上 21：12、ヨナ 2：1 
５）浄・不浄に関するもの 出 19：11、19：15、レビ 7：17、7：18、19：6、19：7、民
19：12、19：19、31：19 
６）ヤハウェの「臨在」 出 19：11、19：16 
８）その他 民 10：33（ヤハウェの山を出発）、10：33（契約の箱）、サム











創 31：22、34：25、40：20、42：18、出 19：16、サム上 30：




1：11、2：16、サム下 20：4、王上 12：5、12：12、王下 20：
5、20：8、代下 10：5、10：12、エス 4：16 
３）順序（1 日目、2 日
目・・・） 
創 1：13、民 7：24、29：20、士 20：30 
４）滞在期間 ヨシュ 2：22、士 19：4、代上 12：40、エズ 8：15、8：32、
ネヘ 2：11 





１）不吉な出来事の前兆 創 34：25、40：18、40：19、40：20、42：17、42：18、出 10：
22、10：23、15：22、サム上 30：13、サム下 24：13、ヨナ
2：1 
２）飲まず食わずの期間 出 15：22、サム上 30：12、エス 4：16 
３）距離・規模を示すもの 創 30：36、出 3：18、5：3、8：23、民 10：33、ヨナ 3：3 
４）長い時間 士 14：14、王下 2：17、代下 20：25 
５）軍事に関連するもの 創 34：25、ヨシュ 1：11、2：16、2：22、3：2、9：17、士
20：30、サム上 30：1、サム下 1：2、20：4、代下 20：25 
凡例） 
































                                                   
1 1、7節で繰り返されるヒンネンニーから人称接尾辞を取ったヒンネーという語が、間投
詞として使われている[関根清三、2012b：18、註 16]。 
2 この語は、「羊（sheep）」のみならず「山羊（goats）」をも指す語である[Walters, 1987: 305]。
この語については、本論文第一部第 9章３－２．（197頁以下）で詳論することにする。 
3 [Skinner, 1930: 330]。[松田、1957：38]や[ヴォーター、1980：224]＝[Vawter, 1969: 195]
も、この Skinnerの解釈をそれぞれの註解において引用している。 




















彼は言った・・・彼は言った（רֶמאֹּ יַו……רֶמאֹּ יַו） 
 7節では、aと bに「彼は言った（רֶמאֹּ יַו）」というまったく同じ表現が繰り返されている。
近代諸訳では、資料 6－1．に示したように、前者の「言った」という部分を訳出しないこ






 「父（בָא）」というは、ヘブライ語聖書に 1215 例用いられる10。この「父よ」は、字義
的には「私の父」である。創世記 22章では、「父」をいう語は、2回使用されており、1つ
は 7節 cで 1人称男性単数の人称接尾辞を有する形（「私の父」）で、もう 1つは 7節 aで 3
人称男性単数を有する形（「彼の父」）で使用されている。この呼びかけがヘブライ語聖書
                                                   
5 [関根清三、2012b：18、註 15]。 
6 [Fox, 1997: 94, n.]。 
7 [小泉、1992：167]。 
8 [高橋、1967：63]。 
9 [Speiser, 1964: 163]。 
10 Even-Shoshanを参照。DCHも同様。E. Jenri によれば、ヘブライ語で 1211回、アラ







 「息子（ן ֵּב）」という語は、ヘブライ語聖書に 4891 例使用されている12。Waltke は「息
子」という語を創世記 22章の鍵語として挙げ、この語の「しつこい繰り返しは、この試練
の苛烈さに念を押す」ものであるとする13。創世記 22章を通して、「息子」という語は、10















                                                   
11 [Schneider, 2008: 102]。 
12 Even-Shoshanを参照。H. Haagによれば、4850回である[Haag, 1975: 147](TDOT)。
Holladayも同様に、4850回とする。J. Kühleweinによれば、4929回である[Kühlewein, 
1997: 239]（TLOT）。DCHは、4889例とする。 
13 [Waltke, 2001: 302]。 
14 7節 e、8節 b。すべて話者はアブラハムである。 
15 2節 b、12節 e、16節 d。すべて話者は神的存在である。 
16 3節 c、6節 b、9節 d、10節 b、13節 f。すべて話者は語り手である。 
17 Even-Shoshanを参照。DCHによれば、1304例。 
18 DCHを参照。 
19 この訳について、W. ブルッグマンも「これは rā’āhという語の珍しい訳である」と述べ
ている[Brueggemann, 1982: 191]＝[ブルッグマン、1986：329]。 
20 たとえば、新共同訳、口語訳、新改訳、フランシスコ会訳〔合本〕、文語訳、関根正雄〔教
文館〕、RV、Hamilton、Wenhamなど。 
21 [Fox, 1997: 94, n.]。 
22 [松田、1957：39]、[西村、1981：264]、[左近、1982：37]、[西村、1984：207]。 
23 [K. バルト、1985：2]。バルトは、この中で、「摂理」の語源として創世記 22：14、18
節〔後者は 8節の誤りか〕を挙げている。また、1924－1925年に行ったキリスト教講義に































                                                   
24 [水野、2006：351－352]も参照。 




26 [Driver, 1907: 218]。 
27 [山我、1988b：35]。 
28 [中沢、1998：240]。 





























 B. K. Waltkeは、犠牲のために用いる十分な木を運ぶことができることをもとに、「イサ
クは十代後半であったにちがいない」と主張する37。 
 関根清三は、G. J. Wenham、ルター、ヨセフス、内村鑑三、創世記ラッバーを参照した
上で、「それぞれの説に確たる根拠があるわけではない」とする38。これらの諸説に基づけ
ば、いかなるイサク像が読み取れるのかを順に提示している39。 
 V. P. Hamiltonは、年齢については、明確にしないが、6節のイサクとアブラハムの会話
についての註解で、「イサクは木を運ぶほど、大きく強いが、子どもらしい（childlike）質
                                                   
31 [内村、1982c：110]。 
32 [Freedman, 1983: 485]。 
33 同様に、ユダヤ教においてイサクを 37歳とする解釈には次のようなものがある。ピル
ケ・デ・ラビ・エリエゼル（PRE）31。 
34 [Vos, 1982: 100]。 
35 [高橋、1967：63]。 
36 [ルター、2012：86]。[関根清三、2013：99]も併照。 




































究者が指摘するように、創世記 21 章と 22 章には、多くの並行が見られる。そのため、前
者のイシュマエルと後者のイサクとが並行であるとも読むことができる。この場合、創 21
                                                   
40 [Hamilton, 1995: 109]。 
41 [Freedman, 1983: 485, n. 1]。 































                                                   









































クの年齢が大きな影響を及ぼすだろう。イサクの年齢は 10 歳程度の子どもから 37 歳の青
                                                   
45 [関根正雄、1980a：29－30]。 
46 [Ryle, 1914: 236]。 
47 [デヴィドソン、1986：185]＝[Davidson, 1979: 96]。 
48 [松田、1957：38]。 
49 [Fox, 1997: 94, n.]。 




















































































































CEB、NRSV Isaac said to his father Abraham, 
JPS、KJV And Isaac spoke unto Abraham his father, and said 
NAB Isaac spoke to his father Abraham. 
NIV Isaac spoke up and said to his father Abraham, 
NJB Isaac spoke to his father Abraham. 
NJPS Then Isaac said to his father Abraham, 
REB Isaac spoke 
RSV And Isaac said to his father Abraham, 
RV And Isaac spake unto Abraham his father, and said, 
Alter And Isaac said to Abraham his father, 
Crenshaw Now Isaac said to Abraham his father, 
Fox Yitzhak said to Avraham his father, he said: 
Friedman And Isaac said Abraham, his father 




Speiser Isaac broke the silence and said to his father Abraham, 
Stern Isaac then said to Abraham his father, 
Walters Then Isaac spoke to Abraham his father. 
Wenham Then Isaac spoke to Abraham his father to said, 
ZB Da sprac Isaak zu sienem vater Abraham 
TOB Isaac parla á son père Abraham 
 



























CEB Here is the fire and the wood, 
JPS、KJV、RSV、
RV 
Behold, the fire and the wood: 
NAB、Fox、
Friedman 
Here are the fire and the wood, 




NJB here are the fire and the wood, 
NJPS Here are the firestone and the wood; 
NRSV The fire and the wood are here, 
REB Here are the fire and the wood, 
Alter、Wenham Here is the fire and the wood  
Crenshaw Look, here are the fire and the wood, 
Hamilton Here are the tinder and the wood, 
Speiser There is the wood, ...... and the firestone 
Stern Here is the firestone and the wood 
Walters I see the fire ……. and the kindling, 
ZB hier ist das Feuer und das Holz 
TOB Voici le feu et les bûches ; 
 































JPS、KJV、Stern but where is the lamb for a burnt-offering? 
NAB but where is the sheep for the burnt offering? 
NIV、NJB but where is the lamb for the burnt offering? 
NJPS、Speiser but where is the sleep for the burnt offering? 
NRSV、RSV、RV but where is the lamb for a burnt offering? 
REB but where is the sheep for a sacrifice? 
Alter but where is the sheep for the offering? 
Crenshaw but where is the sacrifice victim? 
Fox but where is the lamb for the offering-up? 
Friedman but where is the sheep for the burnt offering? 
Hamilton but where is the sheep for a burnt offering? 
Walters but where is the animal for a bunrt offering? 
Wenham but where is the sheep for the burnt offering? 
ZB Wo aber ist das lamm für das Brandopfer? 
TOB où est l’agneau pour l’holocauste ? 
 




































CEB The lamb for the entirely burned offering? God will see to it, 
my son. 
JPS God will provide Himself the lamb for a burnt-offering, my son. 
KJV My son, God will provide himself a lamb for a burnt offering: 
NAB God will provide the sheep for the burnt offering. 
NIV God himself will provide the lamb for the burnt offering, my 
son. 
NJB My son, God himself will provide the lamb for the burnt 
offering. 
NJPS God will see to the sheep for His burnt offering, my son. 
NRSV、RSV、RV God himself will provide the lamb for a burnt offering, my son. 
REB God will provide himself with a sheep for a sacrifice, my son. 
Alter God will see to the sheep for the offering, my son. 
Crenshaw God will see to the sacrificial animal, my son. 
Fox God will see-for-himself to the lamb for the offering-up, my son. 
Friedman God will see to the sheep for the bunrt offering, my son. 
Hamilton God will provide for himself the sheep for a burnt offering. my 
son. 
Speiser God will see to the sheep for the burnt offering, my son. 
Stern God will see to the lamb for the burnt-oofering my son. 
Walters Go will see to his own animal for a burnt offering, my son. 
Wenham God will provide himself a sheep for the burnt offering, my son. 
ZB Gott selbst wird sich das Lamm für das Brandopfer 
ausersehen, mein Sohn.  


























 9－10節でのアブラハムの準備の様子について、T. J. Schneiderは、「アブラハムは、彼
がイシュマエルを失ったとき（21：11）とは異なり、伝えられた言葉や感情はなく、方法
的に彼の行動を行っている。イサクもまた、沈黙している」と述べている2。 








                                                   
1 建てた：「再建した」の可能性もある。後述する本章２．（162頁以下）での議論を参照。 
2 [Schneider, 2008: 102]。 
3 [Sarna, 1989: 153]。 











祭壇を築く（√הנב；カル語幹＋ַ  ח ֵּבְזִמ） 
 ヘブライ語聖書において「築く」という動詞√הנבは、373 例存在する5。この動詞は、基
本的な意味としては「建設する、建てる（to build, erect）」であるが、時として「築く（to 
fortify）」や「再建する（to rebuild）」も意味する6。目的語としては、家、王宮、井戸、町、
祭壇、神殿などが主に用いられる7。 










ロン、ベエル・シェバ、エル・エロヘ・イスラエル、ベテルのいずれも、「祭壇（ַ  ח ֵּבְזִמ）」は
定冠詞なしで用いられている。他方、ここでは、定冠詞を有する形で、使用されている。
このため、よく知られた場所の祭壇を指す可能性が存在する14。そして、「その場所（םוֹק ָּמ  ה）」
は聖所として知られた場所であり、過去にあった祭壇を「再び築く必要があった」と解す
                                                   
5 Even-Shoshanを参照。DCHも同様。Holladayによれば、370例。A. R. Hulstによれ
ば、カル語幹で 346回[Hulst, 1997: 245]（TLOT）。S. Wagnerによれば、聖書アラム語の
bnhの用例を含めて、合計 390回使用されている[Wagner, 1975: 166]（TDOT）。 
6 [Hulst, 1997: 246]（TLOT）。 
7 [Hulst, 1997: 246]（TLOT）。 




































                                                   
15 [Ryle, 1914: 236]。 
16 Even-Shoshanを参照。DCH、Holladay、[Driver, 1907: 219]、[Walters, 1987: 305]、
[Sarna, 1989: 153]も併照。 
17 Holladayを参照。 
18 [Sarna, 1989: 153]を参照。 








27 Even-Shoshanを参照。R. E. Averbeckは、78ないし 79例とする[Averbeck, 1997: 78]

















殺に使用されている 3例として、サム上 1：25、イザ 66：3とともに、創 22：10を挙げて
いる37。 
 他方、この動詞は、非祭儀的な文脈で38、人を殺害するのにも使用されている。戦争での
殺害（士 12：6）や「異教」での人身犠牲（イザ 57：5、エゼ 16：20－21、同 23：39）に







世記 22章を挙げている41。また、上述したように、創世記 22章には、「全焼の犠牲（ה ָֹּלע）」
という語が、繰り返し使用されているが、この祭儀はレビ記 1 章に詳述されているもので
ある。これに対し、創世記 22 章 9－10 節でも、「全焼の犠牲」の準備について詳述されて
おり、祭儀に強い関心を払うレビ記とは異なる記述もある。本節では、まず、創世記 22章
                                                   
29 [Fox, 1997: 94, n.]。[Ryle, 1914: 236]も併せて参照。 
30 [Ryle, 1914: 236]、[Fox, 1997: 94, n.]、[ゼーバス、2012：203]＝[Seebass, 1997: 209]。 
31 [Hamilton, 1995: 111]。 
32 [Hamilton, 1995: 111]。 
33 [Ryle, 1914: 236]、[Soggin, 1997: 308]、[Clements, 2004: 564]（TDOT）。 
34 [Averbeck,1997: 78]（NIDOTTE）。 
35 [Snaith, 1975: 244]。 
36 [Snaith, 1975: 244]。 
37 [Snaith, 1975: 244]。 
38 [Clement, 2004: 565]（TDOT）。 
39 [Averbeck, 1997: 79]（NIDOTTE）。 























３－２．創世記 22章とレビ記 1章との比較 
 上述したように、「全焼の犠牲」という語を繰り返すことは、読者にレビ記を参照させる
機能を有するだろう。ここでは、ヘブライ語聖書において、「全焼の犠牲」についての公式
の祭儀を規定するレビ記 1章と創世記 22章について比較・検討を行いたい。 














                                                   








































                                                   


































































CEB they arrived at the place God had described to him. 
JPS、KJV And they came to the place which God had told him of; 
NAB When they came to the place of which God had told him, 
NIV When they reached the place God had told him about, 
NJB When they arrived at the place which God had indicated to 
him, 
NJPS They arrived at the place of which God had told him. 
NRSV When they came to the place that God had shown him, 
REB until they came to the place of which God had spoken. 
RSV When they came to the place of which God had told him, 
RV And they came to the place which God had told him of; 
Alter And they came to the place that God had said to him, 




Crenshaw When they arrived at the place of which God told him, 
Friedman And they came to the place that God had said to him. 
Hamilton When they reached the place abour which God had spoken to 
him, 
Speiser They came to the place that God had spoken of to him. 
Stern They came to the place that God had shown him. 
Walters They reached the place his God had mentioned to him. 
Wenham then they came to the place which God had told him about. 
ZB Und sie kamen an die Stätte, die God ihm genannt hatte, 
TOB Lorsqu’ils furent arrivés au lieu que Dieu lui avait indiqué, 
 




















CEB Abraham built an altar there 
JPS、Friedman and Abraham built the altar there, 
KJV、Bader、
Friedman 






Abraham built an altar there 





RSV Abraham built an altar there, 
Alter and Abraham built there an altar 
Fox there Avraham built the slaughter-site 
Stern There Abraham built the alter 
Walters There Abraham built the alter, 
ZB und Abraham baute dort den Altar 
TOB Abraham y éleva un autel  
 























CEB and took the knife to kill his son as a sacrifice. 
JPS、KJV、NIV and took the knife to slay his son. 
NAB、Friedman、
Hamilton、Wenham 
and took the knife to slaughter his son. 
NJB、NRSV and took the knife to kill his son. 
NJPS And Abraham pick up the knife to slay his son. 




RSV、Stern and took the knife to slay his son. 
RV and took knife to slay his son. 
Alter and took the cleaver to slaughter his son. 
Crenshaw Abraham took the knife to slay his son. 
Friedman and took the knife to slaughter his son. 
Speiser and picked up the cleaver to slay his son. 
Walters grasped the blade, to slaghter his son. 
ZB und ergriff das Messer, um seinen Sohn zu schlachten. 

























らず、通常、E に帰される。たとえば、J. Skinner は、この箇所の記述について、「確かに
E からである」とした上で、「それゆえ、הוהיは、15 節への編集上の適応である」と主張し
ている3。H. Gunkel は J. Wellhausen の見解を参照して、モリヤがהארי הוהיだと解釈され
ているので、その結果ヤハウェが 11 節と 14 節に挿入されたとしている4。 
 これに対し、11－12 節の全部または一部を付加とする見解も存在する。たとえば、独自
の立場から、付加についての議論を行っている O. Boehm は、通常付加とされる 15－18 節
とともに 11－12 節を付加とし、1－10、13、19 の各節で元来の物語が構成されていたと主
張している5。また T. L. Yoreh は、創世記 22 章の主要な部分をエロヒストの手によるとし
た上で、12 節 b、c および d 冒頭のי ִּכおよび 13－18 節を付加とする独自の主張を展開して
                                                   
1 シリア語訳では、「神（’lhym）」となっている。[Gunkel, 1922: 238]、[フランシスコ会聖
書研究所、1958：119、註 3]、[Soggin, 1997: 308]、[Ruppert, 2002: 509]を参照。 
2 あるいは「唯一のもの」。この語については、本論文第一部第 3 章２－１．（78－79 頁）
を参照。 
3 [Skinner, 1930: 330]。[Bennett, 1904: 240]も同様。 
4 [Gunkel, 1922: 240]。 




いる6。L. Ruppertは 11節 aをイェホヴィストに帰し、他の部分をエロヒストとしている7。 














ヤハウェの使いが天から彼に向って呼んだ（  ךְַאְלַמ ויָלֵא אָרְק ִּיַויהוה ם ִּיַמָשַה־ן ִּמ ） 
 「呼ぶ」を意味する動詞√ארקは、ヘブライ語聖書中に 738 例使用されており12、ここと
同様にカル語幹では 661 例使用されている13。 
 「天」を意味するם ִּיַמָשは、ヘブライ語聖書中に 421 例使用されている14。天から呼ぶこと
は、続くことがらが、緊急で重要であることを示す15。同時に、話者である使いと聞き手で
あるアブラハムとの間に距離を生じさせる。 
 「使い（ךְַאְלַמ）」は、ヘブライ語聖書に 212 回使用されている16。そのうち、「ヤハウェの
使い（הוהי ךְַאְלַמ）」という表現は 53 例使用されている17。この「使い（ךְַאְלַמ）」は、メッセ
ージを伝達する者を意味するもので、神的存在のみならず、人間の伝令をも含意する18。ま
                                                   
6 [Yoreh, 2010: 65]、[Yoreh, 2010: 66-69]。 
7 [Ruppert, 2002: 508]。 
8 [松田、1957：39]。 
9 [Skinner, 1930: 330]。 
10 [ヴォーター、1980：224]＝[Vawter, 1969: 195]。 
11 [デヴィドソン、1986：185]＝[Davidson, 1979: 96]。 
12 Even-Shoshan を参照。C. J. Labuschagne によれば、730 例である[Labuschagna, 1997: 
1159]（TLOT）。DCH によれば、735 例である。 
13 [Labuschagne, 1997: 159]（TLOT）を参照。 
14 Even-Shoshan を参照。DCH も同様。Holladay によれば 420 例。 
15 [Wenham, 1994: 110]。 
16 Even-Shoshan を参照。Freedman & Willoughby、R. Ficker によれば、213 例である
[Freedman & Willoughby, 1997: 308]（TDOT）、[Ficker, 1997: 668]（TLOT）。 
17 [Ficker, 1997: 667]（TLOT）。 








記 21 章は創世記 22 章と並んで、古典的な資料批判でエロヒストに帰されているが、創世




する他の神的存在とともに、第 13 章で詳論することにしたい。 
 
「アブラハム、アブラハム（םָהָרְבַא םָהָרְבַא）」 
 ここでの繰り返しでの呼びかけは、1 節のただ 1 回の「アブラハム」と比較される23。 
 呼びかけの繰り返しは、緊急であることと、「呼びかけられた者（the one who addressed）
と呼びかける者（the One who calls）の間の特別な関係」の両者を意味する24。ヘブライ語
聖書では創 46：2（ヤコブ）、出 3：4（モーセ）、サム上 3：1025（サムエル）のみである26。 
 
その若者に手を伸ばすな（רַעַנַה־לֶא ךְָדָי חַלְש ִּת־לַא） 
 動詞√חלשは、ヘブライ語聖書中に 846 例使用される27。そのうち、ここと同様にカル語
                                                   
19 [Sarna, 1989: 383]を参照。 
20 創 16：7、9、10、11（4 回）。Even-Shoshan を参照。 
21 創 21：17。Even-Shoshan を参照。 
22 「神の使い」が 9 例、「神の使いたち」が 2 例に対して、「ヤハウェの使い」が 59 例であ
る。Even-Shoshan を参照。 
23 [Wenham, 1994: 110]。 
24 [Sarna, 1989: 153]。関根清三は、この呼びかけを「強い召喚」だとする[関根清三、2012b：
17、註 4]。Gunkel は「繰り返しは要求は緊迫さを描写する」と述べている[Gunkel, 1922: 








26 [Skinner, 1930: 330]。N. M. Sarna は、出エジプト記ラッバー2：12 を挙げ、創 46：2、
出 3：4、サム上 3：10 を参照するように示している[Sarna, 1989: 361, n. 10]。G. J. Wenham
は、創 46：2 と出 3：4 を参照するように指示している[Wenham, 1994: 110]。また、V. P. 
Hamilton は、創 46：2 のヤコブを除き、使 9：4 のサウルへの呼びかけを加えている
[Hamilton, 1995: 111-112]。 









彼に何もするな（הָמוּאְמ וֹל שַׂעַת־לַאְו） 
 √השׂעはヘブライ語聖書で 2627 例使用され31、そのうち、ここと同様にカル語幹では 2527
例使用されている32。資料 8－3．下線部で示した「彼に」を訳さない諸訳もある33。また、
中沢は「指一本ふれてはならぬ」と特徴的な意訳をしている。この文に一語加えて同一の













                                                   
28 Holladay を参照。DCH によれば、564 例。 
29 新共同訳、フランシスコ会訳〔分冊・合本〕、新改訳、関根正雄〔岩波〕。 
30 新共同訳、フランシスコ会訳〔分冊・合本〕、新改訳、関根清三〔訳註〕。 
31 Even-Shoshan を参照。Holladay によれば、2600 例。J. Vollmer によれば、2862 例
[Vollmer, 1997: 945]（TLOT）。 
32 [Vollmer, 1997: 945]（TLOT）。 
33 新共同訳、フランシスコ会訳〔分冊・合本〕。 
34 Even-Shoshan を参照。 
35 Even-Shoshan を参照。DCH および R. E. Clements によれば、28 例である[Clements, 
1986: 224]（TDOT）。 
36 [Clements, 1986: 224]（TDOT）。 







































                                                   
40 [Wolff, 1972: 164]、[左近、1995：425]。 
41 [Fuhs, 1990: 297]（TDOT）。 
42 [Pfeiffer, 1955: 41]。 
43 [関根正雄、1980a：32]。 
44 [フォン・ラート、1993：428－429]。傍点省略。[von Rad, 1976: 192]も併照。 

























 ①恐怖と結びつく場合、動物やものを恐れたり（アモ 3：8、箴 31：21 など）、死を恐れ




                                                   
47 [ヴェスターマン、1993：369]＝[Westermann, 1986: 236]。 
48 [越後屋、1996：62]。 
49 [Fewell & Gunn, 1993: 54]。〔〕内は引用者による補足。[Gunn & Fewell, 1993: 99]も
同様。 
50 ヘブライ語聖書における動詞√אריの意味と用法については、[Pfeiffer, 1955]、[Fuhs, 
1990]（TDOT）、[van Pelt & Kaiser, 1997]（NIDOTTE）、[フォン・ラート、1993：428
－429]＝[von Rad,1976: 191-192]をもとにしたものである。 
51 [Fuhs, 1990: 292]（TDOT）、[van Pelt & Kaiser, 1997: 527]（NIDOTTE）。H.-P. Stähli
によれば 436 回である[Stähli, 1997: 570]（TLOT）。 
52 [Fuhs, 1990: 292]（TDOT）。DCH では、378 例である。Holladay によれば、約 320 例。 
53 Even-Shoshan を参照。 
54 [van Pelt & Kaiser, 1997: 528-530]（NIDOTTE）。 

















 アブラハム物語では、創世記 22 章を除いて、6 回、「おそれる」を意味する√אריが使用さ
れている63。それらは次の通りである。 
 
 箇所 話者  内容 
 15：1 ヤハウェ おそれるな 
18：15 語り手  サラが恐ろしくなり 
19：30 語り手  ロトがツォアルに住むのを恐れたから 
20：8 語り手  一同が恐れた 
20：11 アブラハム 神をおそれることがない 





 また 20：11 では、アブラハムがサラを妹だと偽った理由にゲラルの人々が「神をおそれ
                                                   
56 [van Pelt & Kaiser, 1997: 529]（NIDOTTE）。 
57 [van Pelt & Kaiser, 1997: 529]（NIDOTTE）。 
58 [van Pelt & Kaiser, 1997: 529]（NIDOTTE）。 
59 王下 17：35 など。 
60 [van Pelt & Kaiser, 1997: 529]（NIDOTTE）。 
61 [van Pelt & Kaiser, 1997: 530]（NIDOTTE）。 
62 [水野、1995：21、註 29]。 
63 Even-Shoshan を参照。 




























 最後に、創世記 22 章において「神をおそれること」がどのような文学的機能を有してい
るのか考えていきたい。先に述べた「神をおそれること」の用例の分類では、「従順として
                                                   
65 以下の「神をおそれること」のヘブライ語聖書における用例の議論は、以下の諸文献を
参照にして、検討したものである。[Pfeiffer, 1955]、[Wolff, 1972]、[フォン・ラート、1993：
428－429]＝[von Rad,1976: 191-192]、[Westermann, 1989: 443]、[Fuhs, 1990: 300-314]
（TDOT）、[van Pelt & Kaiser, 1997]（NIDOTTE）、[Harvey, 2011: 226-227]。 
66 [GKC§116g]。 
67 םי ִּהלֱֹאに人称接尾辞や定冠詞を有するものを含む。ただし、他の語を含むものは除いた。 
68 内訳は、定冠詞、人称接尾辞を有さないものが 11 例、定冠詞を有するものが 9 例、2 人
称男性単数の人称接尾辞を有するものが 5 例である。[Harvey, 2011: 226-227]参照。 
69 [Fuhs, 1990: 309]（TDOT）。 









 まず、創世記 22 章において重要な役割を果たす二つの動詞「見る（√האר）」と「おそれ
る（√ארי）」が類似した発音であり、語呂合わせになっていることは、しばしば指摘される73。
























                                                   
72 これまでの多くの研究者が、「神をおそれること」という言葉をもとに、アブラハムの服
従・従順を読み取っている。たとえば、[Wolff, 1972: 163-164]、[フォン・ラート、1993：
428－429]＝[von Rad, 1976: 192]、[関根正雄、1980a：32]、[野本、1984：160]、[Fuhs, 1990: 
310]（TDOT）、など。 
73 [Towner, 2001: 188]。 
74 [左近、1995：194]。[関根正雄、1980b：68]や[野本、1984：160]も同様。 
75 [Hamilton, 1995: 113]。 
76 [Gunkel, 1922: 237]。もちろん、この読みは複数の可能性の一つにほかならない。この
点については、本論文第二部第 16 章２．（313 頁以下）で詳論する。 
77 [Turner, 2000: 97]。 




































この語は、ヘブライ語聖書中に 433 例使用されている81。この語は、「現在の瞬間（present 
                                                   
79 [水野、2006：358]。 
80 [Sarna, 1989: 153]。 































 本章での議論を踏まえて、11－12 節の場面が有する文学的機能について論じたい。 
 まず、この 11－12 節のヤハウェの使いの命令で印象的であるのは、11 節 c の「アブラハ
ム、アブラハム」という呼びかけと、12 節 b－c の二つの「～するな」という命令である。
                                                   
82 Holladay を参照。 
83 Even-Shoshan を参照。Fretheim によれば、948 例[Fretheim, 1997: 409]（NIDOTTE）。 
84 Holladay を参照。 
85 Holladay、[Botterweck, 1986: 461-481]（TDOT）、[Fretheim, 1997: 409-414]
（NIDOTTE）、[Schottroff, 1997: 508-521]（DLOT）を参照。 
86 [Kugel, 1997: 172]。[水野、2006：339]も併照。 
























ると解する一方で、Fewell & Gunn のようにアブラハム物語でのアブラハムの言動をもと
に、「神への恐怖」だと解するのかで異なる読みをもたらすであろう。 































































CEB But the LORD's messenger called out to Abraham from 
heaven, 
JPS、KJV And the angel of the LORD called unto him out of heaven, 
NAB、NRSV、RSV But the angel of the LORD called to him from heaven, 
NIV But the angel of the LORD called out to him from heaven, 
NJB But the angel of Yahweh called to him from heaven. 
NJPS Then an angel of the LORD called to him from heaven: 
REB but angel of the LORD called to him from heaven, 
RV And the angel of the LORD called unto him out of heaven, 
Alter And the LORD’s messenger called out to him from the heavens  
Crenshaw The angel of the Lord called to him from heaven, 
Fox But YHWH’s messenger called to him from heaven 




Hamilton But Yahweh’s messenger called to him from heaven: 
Speiser But an angel of Yahweh called to him from heaven, 
Stern but out of heaven an angel of הוהי called to him, 
Walters Then YHWH’s messenger called to him from the sky, 
Wenham Then the angel of the LORD called to him from the heaven 
ZB Da rief ihm der Bote des HERRN von Himmel her zu  
TOB Alors l’ange du SEIGNEUR l’appela du ciel  
 


























CEB Don’t stretch out your hand against the young man, 
JPS Lay not thy hand upon the lad, 
KJV Lay not thine hand upon the lad, 
NAB、NRSV Do not lay your hand on the boy, 
NIV Do not lay a hand on the boy, 






Do not lay your hand on the lad 
RV Lay not thine hand upon the lad, 
Alter、Fox Do not reach out your hand against the lad, 
Crenshaw Do not stretch forth your hand against the lad  
Friedman Don’t put your hand out toward the boy, 
Hamilton Do not lay a hand on the lad.  
Speiser lay not your hand upon the boy,  
Walters Do not lift your hand against the lad, 
ZB Strecke deine Hand nicht aus gegen den Knaben, 
TOB N’étends pas la main sur le junne homme. 
 























CEB and don’t do anything to him. 
JPS、KJV neither do thou any thing unto him; 
NAB Do not do the least thing to him. 




NJB Do not harm him, 
NJPS、NRSV、RSV or do anything to him. 
REB do not touch him. 
RV neither do thou any thing unto him: 
Alter and do nothing to him, 
Fox do not do anything to him! 
Crenshaw or do anything to him 
Friedman and don’t do anything to him, 
Hamilton or ever do the least thing to him, 
Speiser nor do the least thing to him! 
Stern do nothing to him, 
Walters Do not do a thing to him. 
Wenham and do not anything to him, 
ZB und tu ihm nichts, 
































CEB I now know that you revere God 
JPS for now I know that thou art a God-fearing man, 
KJV、RV for now I know that thou fearest God, 
NAB、NJPS、NRSV、
RSV、Alter 
for now I know that you fear God, 
NIV Now I know that you fear God, 
NJB for now I know you fear God. 
REB Now I know that you are a godfearing man. 
Crenshaw for now I know that you fear God  
Fox For now I know that you are in awe of God— 
Friedman because now I know that you fear God,  
Hamilton for I now know you fear God, 
Speiser Now I know had dedicated you are to God, 
Stern for now I know that you are one who fears God, 
Walters For I am now convinced that you are one who fear God, 
Wenham because now I know that you do fear God, 
ZB dass du gottesfürchtig bist, denn nun weiss ich, 








































CEB and didn’t hold back your son, your only son, from me. 
JPS seeing thou hast not withheld thy son, thine only son, from Me. 
KJV seeing thou hast not withheld thy son, thine only son from me. 
NAB since you did not withhold from me your son, your only one. 
NIV because you have not withheld from me your son, your only 
son. 
NJB You have not refused me your own beloved son. 
NJPS since you have not withheld your son, your favored one,  
NRSV since you have not withheld your son, your only son, from me. 
REB You have not withhold from me your son, your only son. 
RSV seeing you have not withheld your son, your only son, from me. 
RV seeing thou hast not withheld thy son, thine only son, from me. 
Alter you have not held back your son, your only one, from Me. 
Crenshaw since you did not withhold your son—your only one—from me. 




Friedman  and you didn’t withhold your son, your only one, from me. 
Hamilton since you have not withheld your son, your precious one, from 
me. 
Speiser since you did not withhold from me your own beloved son. 
Stern as you did not withhold your son, your only one, from Me. 
Walters Since you do not hold back your son, your only one, from me. 
Wenham for you have not withheld your son, your only child from me. 
ZB da du mir deinen Sohn, deinen Einzingen, nicht vorenthalten 
hast. 



































                                                   
1 「4節と同じ表現が用いられて」おり、8節と同じ間投詞ヒンネーが用いられている[関根
清三、2012b：19、註 24]。 
2 [Boehm, 2007: 23]＝[ボエーム、2012：142]。 













ではそのような図像が 2 体見つかっている6。Pope によれば、この像の発見者である














                                                   
4 [大野、2001：53]。 
5 [Plaut, 2006: 136]。M. Popeは、ウルで発見されたやぶに捕まった山羊
〔ママ〕
の写真を載せて
いる[Pope, 1986: 14]。 
6 [Plaut, 2006: 136]。 
7 [Pope, 1986: 114]。 
8 創 13：10、14、18：2、22：4、13、24：63、64、31：10、12、33：1、5、37：25、
39：7、43：29、出 14：10、民 24：2、申 3：27、ヨシュ 5：13、士 19：17、サム上 6：
13、サム下 13：34、18：24、イザ 40：26、49：18、51：6、エレ 3：2、13：20、エゼ 8：
5（2回）、ゼカ 2：1、5、5：1、5、9、ヨブ 2：12、ダニ 8：3、10：5、代上 21：16を挙
げ、さらに wehinnēhに続くものとして、創 39：7、申 4：19、王下 19：22＝イザ 37：23、
エゼ 18：6、12、15、23：27、33：25、詩 121：1、123：1を挙げている[Fuhs, 2004: 214]
（TDOT）。 
9 創 19：28、22：13、26：8、29：2、33：1、申 9：16、ヨシュ 8：20、士 9：43、サム




























詞として用いられている。そのため、この Wenham の主張は、支持できないと思われる。 
また、関根清三は、「エレ二五 26、ルツ一 15、コヘ一二 21等やウガリットの用法を参看
                                                   
10 この語（および読み替え）を含む「雄羊」の部分の訳語については、資料 9－6．を参照。 
11 Even-Shoshanを参照。DCHも同様。 
12 古代語訳による異読について、S. D. Driverによれば、マソラ本文、シュンマコス、ウ
ルガタは「後ろに（רחא）」を、複数のヘブライ語写本、サマリア五書、諸タルグム、ペシ
ッタ、ヨベル書は「一つの（ אדח ）」を取っている。[Driver, 1907: 219]。 
13 「七十人訳、サマリア五書、シリア語、タルグムによる；MTでは背後に小羊（a ram 
behind）」だと註に記している。 
14 他に、勝村、木田、関根正雄〔岩波・教文館〕、中沢、Alter、Speiser、von Radの諸訳。 
15 [de Vaux, 1953: 106]、[デヴィドソン、1986：185]＝[Davidson, 1979: 96-97]、[Crenshaw, 
1984b: 24, n. 43]、[Westermann, 1989: 431]。 
16 [越後屋、1996：62]。 
17 [ミルトス・ヘブライ文化研究所、1990：194]。 
18 [Wenham, 1994: 99]。 
19 原文ママ。正しくは 12：2と思われる。 


















 動詞√חקלは、ヘブライ語聖書中に、966 例使用されている27。この語は、創世記 22 章註












                                                   
21 [関根清三、2012b：19、註 23]。 
22 Even-Shoshanを参照。 
23 Even-Shoshanを参照。本箇所の他に、コヘ 9：12。Holladayによれば 3例であり、本











































                                                   
31 [水野、2006：339]、[水野、2006：353]。[Hamilton, 1995: 113]も同様（後述参照）。 
32 [ヴェスターマン、1993：369－370]＝[Westermann, 1986: 236]。 
33 [Gunkel, 1922: 238-239]。 
34 [高橋、1967：63]。 
35 [デヴィドソン、1986：186]＝[Davidson, 1979: 96]。 
































                                                   
37 [フォン・ラート、1993：429]＝[von Rad, 1976: 192]。 
38 [関根正雄、1980a：34]。 
39 Even-Shoshanを参照。DCH、[Waschke, 2004: 46]（TDOT）も同様。E. -J. Waschke
によれば、そのうち、出エジプト記が 13例、エゼキエル書 7例、レビ記、申命記それぞれ
5例、創世記、サムエル記上、イザヤ書が各 4例、民数記、ヨシュア記、士師記、エレミヤ
書、詩編が各 1例である[Waschke, 2004: 46]（TDOT）。 
40 Holladayを参照。 
41 [Walschke, 2004: 46]（TDOT）。 
42 DCHを参照。 



































 以上、8 節のアブラハムの発言が 13 節で実現したのかについて、研究史を確認し、両節
で用いられる動物の差異について確認してきた。これまでの議論を踏まえて、13 節でアブ
                                                   
44 Even-Shoshanを参照。DCHも同様。 






 これについて、N. M. Sarnaは、「アブラハムは、雄羊の思いがけない（fortuitous）登場
を、イサクの代わりとなる代替の動物犠牲が要求されていると解釈している」と述べてい
































                                                   
47 [Sarna, 1989: 153]。 
48 [Trible, 1991: 180]＝[Trible, 1999: 278-279]。 
49 [Trible, 1991: 180]＝[Trible, 1999: 278-279]。 



































































CEB Abraham looked up 
JPS、KJV、RSV、
RV、Bader 
And Abraham lifted up his eyes, 
NAB、NIV Abraham looked up 
NJB Then looking up, 
NJPS his eyes fell upon  
NRSV And Abraham looked up 
REB Abraham looked round,  
Alter、Friedman And Abraham raised his eyes, 
Crenshaw Lifting up his eyes, 
Hamilton As Abraham looked around, 
Fox Avraham lifted up his eyes 
Speiser As Abraham looked up, 
Walters Abraham looked around, 
Wenham Abraham then looked up 
ZB Und Abraham blickte auf  


































NJB Abraham saw 
NJPS When Abraham looked up, 
Bader and he saw 
Crenshaw Abraham spied 
Hamilton what should he see 
Speiser his eye fell upon  
Walters and there he saw  
ZB und sah hin, 
TOB il regarda, 
 





























CEB a single ram caught by its horns in the dense underbrush. 
JPS and behold behind him a ram caught in the thicket by his 
horns. 
KJV and behold behind him a ram caught in a thicket by his horns: 
NAB a single ram caught by its horns in the thicket. 
NIV and there in a thicket …… a ram caught by its horns. 
NJB a ram caught by its horns in a bush. 
NJPS a ram, caught in thicket by its horns. 
NRSV a ram, caught in a thicket by its horns. 
REB and there is a thicket he saw a ram caught by its horns. 
RSV and behold, behind him was a ram, caught in a thicket by his 
horns; 
RV and behold, behind him a ram caught in the thicket by his 
horns: 
Alter look, a ram was caught in the thicket by its horns, 




Fox there, a ram caght behind in the thicket by its horn! 
Friedman and here was a ram behind, caught in the thicket by its horns. 
Hamilton but another ram snagged in a thecket by its horns! 
Speiser a ram sangged in the thicket by its horns. 
Walters a ram, just then caught by his horns in the bush. 
Wenham a ram, just then caught in a bush by its horns, 
ZB sieh, ein Widder hatte sich hinter ihm mit sinen Hörnern im 
Gestrüpp verfangen. 
TOB et voici qu’un bélier était pris par les cornes dans un fourré. 
 



















CEB Abraham went over, 
JPS、KJV、
Friedman 
And Abraham went 
NAB、NJPS、
Hamilton、Wenham 
So Abraham went  




REB He went 
RSV、RV、Alter、
Bader 




Crenshaw He went (there), 
Fox Avraham went, 
Walters 訳なし 
 






































and took the ram 




REB seized the ram 
Walters At once Abraham took the ram 
ZB nahm den Widder  
 

























CEB and offered it as an entirely burned offering instead of his son. 
JPS、KJV and offered him up for a burnt-offering in the stead of his son. 
NAB、NJPS、
Hamilton、Speiser 
and offered it up as a burnt offering in place of his son. 
NIV and sacrificed it as a burnt offering instead of his son. 
NJB and offered it as a burnt offering in place of his son. 
NRSV、Alter、
Wenham 
and offered it up as a burnt offering instead of his son. 
REB and offered it as a sacrifice instead of his son. 
RSV and offered it up as a burnt offering instead of his son. 




Crenshaw and offered it as a burnt offering insetad of his son. 
Fox and offered it up as an offering-up in place of his son. 
Friedman and made it a burnt offering instead of his son. 
Stern and offered it as a burnt-pffering in place of his son. 
Walters and offered it as a burnt offering in place of his son. 
ZB und brachte ihn als Brandopfer dar an Stelle seines Sohns. 














（14 節）a アブラハムはその場所の名を呼んだ。b「ヤハウェ・イルエ2」と。c そ
の結果3、今日でもこのように言われる。d「ヤハウェの山で、イェラエ」と。 
 
 この異なる話者の発言のうち、前半（14 節 a－b）に関して、研究者たちは、しばしば創
世記 22 章の元来の原因譚の結末となる場所の命名であったと主張している。また、後半（14
節 c－d）は、これを踏まえた「ことわざ」であるされてきた4。さらに、特に 14 節後半に
関しては、「悪名高き困難な箇所（notoriously difficult）」と言われてきた5。 
                                                   
1 本章のうち、14 節後半に関する議論は、拙論[岩嵜、2013a]をもとにして、さらに議論を
展開したものである。 
2 J. R. Davila によれば、サマリア五書、七十人訳、ペシッタ、ウルガタ、コプト語ボハイ
ラ方言では、マソラ本文同様に、14 節での神名をヤハウェとしているが、コプト語サヒド
方言は 14 節の両者の神名を「神」（pnoute）としている[Davila, 1991: 578]、[Davila、1991: 
578, n. 3]。そして、「コプト語の背景にあるギリシア語の前の段階（Vorlage）のヘブライ
語では Elohim と読んでいた可能性がある。しかし、この二次的な古代語訳におけるこのよ
うな異読はほとんど重きをなさない」としている[Davila, 1991: 578, n. 3]。しかし、クム
ラン写本 4Q1＝4QGenExoda, frg. 1（ca. 125-100 BCE）において、現在確認できる文字か
ら復元した結果「エロヒーム（ ל]א[םי]ה ]）」となり[Davila, 1991: 577]、14 節前半の神名の











3 [IBHS§38. 3b]。 
4 [Sarna, 1989: 154]。 























M. ノートは 14 節に現れる神名ヤハウェについて「E のテキストであっても、地名の説
明という例外的場合であるため、異議を唱えるべきではない」と主張している6。 




 N. M. Sarna は 14 節後半について、「一般的なことわざがこのエピソードをもとに生じ
た。これは物語の部分ではなく編集上の註記（editional note）だ」と述べている8。また、
西村俊昭は、14 節の少なくとも後半は、付加であることを示唆する9。中沢も、14 節後半
を括弧に囲っており10、付加と考えているようである。F. J. Helfmeyer も Kilian の研究を
参照し、14 節前半を元来の物語とする11。また、L. Ruppert は 14 節前半をエロヒストと
                                                   
6 [ノート、1986：72、註 70]＝[Noth, 1948: 38, n. 132]。 
7 [越後屋、1996：61]。 
8 [Sarna, 1989: 154]。 
9 [西村、1981：260]。 
10 [中沢、2004：67]。 













前のドイツの古典的な創世記註解である H. Gunkel や O. Procksch は、古代語訳等の支持
もなく、14 節について、神名を主として、本文の改変を行っている15。 




















                                                   
12 [Ruppert, 2002: 509]。[Ruppert, 2002: 529]も併せて参照。 
13 [Bennett, 1904: 236]および[Bennett, 1904: 240]。 
14 [大野、2001：53]。 
15 [Gunkel, 1922: 239]、[Procksch, 1924: 314]。[Kilian, 1970: 50]も同様。 
16 [関根清三、2012b：19、註 26]。 




































                                                   
18 [フォン・ラート、1993：429－430]＝[von Rad, 1976: 192]。 
19 [ヴェスターマン、1993：370]＝[Westermann, 1986: 236]。 
20 [鈴木、2003：48]。 
21 [小泉、1992：170]。 




























 この動詞は、ヘブライ語聖書中に 738 例使用され25、そのうち、カル語幹は 661 例であ
る26。また、「名前（ם ֵׁש）」という語は、ヘブライ語聖書中に 864 例使用されている27。 
 14 節でのこの表現は、資料 10－1．の下線部で示した通り、「名づける」と訳されること
が多い28。一方、口語訳などの諸訳は、「名を……呼んだ」としている29。 
                                                   
23 [関根清三、2008b：39－40]。[関根清三、1998：72]＝[関根清三、2005：101]も参照。 
24 [関根清三、2008b：39－40]。[関根清三、1998：72]＝[関根清三、2005：101]も参照。 
25 Even-Shoshan を参照。C. J. Labuschagne によれば、730 例である[Labuschagna, 1997: 
1159]（TLOT）。DCH によれば、735 例である。 
26 [Labuschagne, 1997: 159]（TLOT）。 









「ヤハウェ・イルエ（ הוהי הֶאְרִי ）」 
 「イルエ」という語は、動詞√הארのカル語幹である。この動詞は、ヘブライ語聖書中に





 この「イルエ」という言葉は、「見るだろう」ないし「見ている」を意味するが、W. G. Plaut
は「目的語は言われていない」と指摘し、「もしかしたら『心』を意味する」と述べている
34。 











この部分は、L. A. Berman も指摘する37ように、さまざまな訳がなされてきた（図表 10
                                                                                                                                                     
Friedman、Trible の諸訳。 
30 Even-Shoshanを参照。DCHによれば、1304例。Fuhsによれば1303例[Fuhs, 2004: 212]
（TDOT）。 
31 Holladay を参照。 




33 [中沢、2004：68、註 3]。 

































 「日」を現すヘブライ語（םוֹי）は、聖書中、ヘブライ語で 2304 例、アラム語として 16
例使用されている45。ここで用いられる「今日（םוֹיַּה）」が意味するものは、不確かである46。 
                                                                                                                                                     
37 [Berman, 1997: 18]。 
38 [Mathews, 2005: 297]、[Hamilton, 1995: 114]、[西村、1981：260]、[西村、1984：205]
を参照。しかし、この訳を取るためには、マソラ本文の前置詞 ְבの母音を変更する必要があ
る。[勝村、1989：28]、[Hamilton, 1995: 114]、[Skinner, 1930: 331]、などを参照。 
39 JB、NJB、NAB。さらに、個人訳では、勝村、関根正雄〔岩波・教文館〕、中沢、Crenshaw。 
40 [Sarna, 1989: 154]。 
41 [Westermann, 1989: 445]。 
42 Even-Shoshan を参照。DCH によれば、5495 回。 
43 HALOT や Holladay は、この用法を接続詞とする。Joüon-Muraoka は関係接続詞
（relative conjunction）とする[Joüon-Muraoka§104a]。 
44 [IBHS§38. 3b]。 
45 [Sœbø, 1990: 13]（TDOT）、[Jenri, 1997: 527]（TLOT）。Even-Shoshan では、2291
例。DCH によれば、2268 回。Holladay によれば、2225 例。 




 P. A. Verhoef によれば、「今日」を意味する hayyom ないし hayyom hazzeh は、44 例以













「ヤハウェの山（  רַההוהי ）」の用例 
 「ヤハウェの山」という表現は、ヘブライ語聖書における「山（רַה）」の用例 547 回48の
うち、創 22：14 を除けば、6 回現れるものである49。これら、創 22：14 以外の箇所のう
ち、1 例を除いては50、エルサレムの神殿の丘を指している。このため、研究者の多くも、











                                                   
47 [Verhoef, 1997: 422]（NIDOTTE）。 
48 Even-Shoshan を参照。Holladay によれば、約 520 回。S. Talmon によれば、約 550 回
[Talmon, 1978: 430]（TDOT）。DCH によれば、559 回。 
49 民 10：33、詩 24：3、イザ 2：3、30：29、ミカ 4：2、ゼカ 8：3。Even-Shoshan を参
照。前置詞を伴う形を含み、「主の神殿の山（הָוהְי־תי ֵׁב רַה）」（イザ 2：2 など）等、他の名詞
を伴う表現は除いた。 
50 詩 24：3、イザ 2：3、30：29、ミカ 4：2、ゼカ 8：3 の各箇所。 








 この 14 節後半の√הארについては、上述のように、主語が不明瞭である54。これについて、
関根清三は、（1）ヤハウェという可能性のほかに、（2）アブラハム、（3）「死に瀕する苦境
に陥ったイサクないし総じて人間」という可能性を提示している55。また、イギリスの古典













                                                   
52 [Vetter, 1997: 1178-1179]（TLOT）を参照。Fuhs も同様[Fuhs, 2004: 212]（TDOT）。




同様。[Arnold, 2009: 208, n. 230]も同様。近代諸訳でも、岩波訳〔分冊・合本〕、勝村、中
沢、水野が「現われる」と、関根清三〔断章・哲学・訳註・真髄〕、CEB、KJV、NRSV margin、
RV margin、Crenshaw、Fox、Friedman、Hamilton、Stern、Trible、Wenham が「見
られる（is seen/be seen）」と、それぞれ訳している。 
54 [Sarna, 1989: 154]。 
55 [関根清三、2013：118]。また、[ミルトス・ヘブライ文化研究所、1990：195]も、「主」
と「人」という 2 つの可能性を提示している。 
56 ‘In the mount of Yahwe he (it) is seen’。 
57 ‘In the mount of Y. men appear’。[ミルトス・ヘブライ文化研究所、1990：195]も、こ
の可能性を挙げる。 
58 ‘In the mount where Y. is seen’。 
59 [Skinner, 1930: 330-331]。 
60 創 35：1。 






























                                                   
62 詩 84：8。 
63 創 48：3、出 6：3。 
64 出 3：2、士 6：12、13：3。 
65 出 16：10、レビ 9：23、民 14：10 等。 
66 Even-Shoshan を参照。 
67 創 12：7、17：1、18：1、26：2、26：24、出 5：21、王上 3：5、9：2、代下 7：12。
Even-Shoshan を参照。 
68 創 12：7、17：1、18：1、26：2、26：24、王上 3：5、9：2、代下 7：12。 
















 √רמאは、ヘブライ語聖書で 5298 例使用され72、そのうち、この 14 節 c で用いられてい
るニフアル語幹は、21 例である73。ニフアル語幹の√רמאは、非人称の主語で用いられ、「こ
とわざ的表現（proverbal syaing）」を導入するのに用いられる74。 
 創 22：14 で使用されている「言われる」と同じ動詞・語幹・活用形である√רמאのニフア











                                                   
71 [Sarna, 1989: 361, n. 13]。 
72 Even-Shoshan を参照。Holladay によれば、5280 例。H. H. Schmid によれば 5282 例
である[H. H. Schmid, 1997: 160]（TLOT）。DCH によれば、5299 回。 
73 Even-Shoshan を参照。H. H. Schmid も同様[H. H. Schmid, 1997: 160]（TLOT）。 
74 [Lund, 1997: 446]（NIDOTTE）。 
75 この形には母音符号の違いから、ר ֵׁמָא ֵׁי（創 32：29 など）、רֶמָא ֵׁי（イザ 4：3）、רַמָא ֵׁי（創
10：9 など）という三つの形が存在するが、すべてニフアル形の 3 人称未完了男性単数とさ
れるので、ここでは区別しなかった。Even-Shoshan、Holladay を参照。 
76 Even-Shoshan を参照。 
77 創 10：9、詩 87：5 等。 
78 民 23：23 等。 
79 民 21：14 等。 
80 創 32：29、ホセ 2：1 等。 
81 Holladay を参照。 


















 14 節前半では、アブラハムは場所の名前を命名している。この表現は 8 節でのアブラハ
ムがイサクに行った返答を受けたものである83。確かに、イサクに代わる新たな動物が現わ































































                                                   




22 章が安定感を欠いたものへと変化してしまう。その結果、現代の読者は 14 節後半を含む
創世記 22 章に「ぎこちなさ」を感じ、この物語において 14 節が「異物」であることによ
り、創世記 22 章全体に「不協和音85」をもたらすことになる。 
 
４－３．まとめ―14節全体の文学的機能― 





















































かし、この 11－12 節と 15－18 節のヤハウェの使いの言葉に、13 節のアブラハムによる供

























































CEB、Walters Abraham named that place “the LORD sees.” 
CEB margin Abraham named that place “theLORD is seen.” 
CEB margin Abraham named that place “the LORD provides.” 
JB、NJB Abraham called this place ‘Yahweh provides’, 




KJV And Abraham called the name of that place Jehovahjireh: 
NAB Abraham named the site Yahweh-yireh; 
NEB Abraham named that place Jehovah-jireh; 
NIV So Abraham named that place The LORD Will Provide. 
NJPS And Abraham named that site Adonai-yireh, 
NRSV、Wenham So Abraham called tha place, “The LORD will provide”; 
NRSV margin So Abraham called that place, “The LORD will see”; 
REB Abraham named that shrine ‘The LORD will provide’ 
RSV So Abraham called the name of that place The LORD will 
provide; 
RV And Abraham called the name of that place Jehovah-jireh:  
Alter And Abraham called the name of that place YHWH-yireh, 
Bader and Abrham called the name of that place: YHWH looks for 
/provides. 
Crenshaw Abraham called the name of that place “The Lord sees,” 
Fox Avraham called the name of that place: YHWH sees. 
Friedman And Abraham called the name of that place “YHWH Yi’eh”, 
Hamilton So Abraham named that place Yahweh-yireh; 
Speiser And Abraham named that site Yahweh-yireh, 
Stern Abraham named that place YHVH Yir’eh; 
ZB Und Abraham nannte jene Stätte: Der-HERR-sieht, 







































イ ェ ー ラ ー エ
」と。 
CEB That is the reason people today say, “On this mountain the 
LORD is seen.” 
CEB margin That is the reason people today say, “On this mountain the 
LORD sees.” 
CEB margin  That is the reason people today say, “On the LORD’s mountain, 
it will be provided. 
JB、NJB and hence the saying today: On the mountain Yahweh 
provides. 
JPS as it is said to this day: 'In the mount where the LORD is seen. 
KJV as it is said to this day, In the mount of the LORD it shall be 
seen. 
NAB hence people now say, “On the mountain the LORD will see.” 
NEB and to this day the saying in: ‘In the mountain of the LORD it 
was provided.’ 
NIV And to this day it is said, “On the mountain of the LORD it will 
be provided.” 





NRSV as it is said to this day, “On the mount of the LORD it shall be 
provided.” 
NRSV margin as it is said to this day, “On the mount of the LORD he shall be 
seen.” 
REB and to this day the saying is: ‘In the mountain of the LORD it 
was provided. 
RSV、RV as it is said to this day, In the mount of the LORD it shall be 
provided. 
RV margin as it is said to this day, In the mount of the LORD he shall be 
seen. 
Alter as is said to this day, “On the mount of the LORD there is 
sight.” 
Crenshaw for it is said (even) today, “On the mountain the Lord is seen.” 
Fox As the saying is today: On YHWH’s mountain (it) is seen. 
Friedman as is said today: “In YHWH’s Mountain it will be seen.” 
Hamilton and even today it is said: “In Yahweh’s mountain he is seen.” 
Speiser hence the present saying, “On the Yahweh’s mountain there is 
vision.” 
Stern to this day people say: “On the mount of הוהי, [God] will be 
seen.” 
Walters as it is still said today, ‘On YHWH’s mountain, he is seen.’ 
Wenham as it said today, “In the mountain of the LORD he may be 
seen.” 
ZB wie man noch heute sagt: Auf dem Berg, wo der HERR sich 
sehen lässt 
TOB aussi dit-on aujourd’hui ; « C’est sur la montagne que le 




























































物語であるとする説、特徴的な主張を展開している T. D. Alexanderの研究、独自の資料批
判を行っている R. E. Friedmanの説を、順に確認していきたい。また、後述するように、











                                                   
6 [フォン・ラート、1993：430]＝[von Rad, 1976: 192]。 
7 たとえば、[Holzinger, 1898: 163]、[Bennett, 1904: 58]、[Bennett, 1904: 240-241]、[Driver, 
1907: 220]、[Ryle, 1914: 233]、[Ryle, 1914: 238]、[Gunkel, 1922: 236]、[Gunkel, 1922: 239]、
[ノート、1986：72、注 70]＝[Noth, 1948: 38, n. 132]、[ファイファー、1956：75、註 3]、
[城崎、1970：192]、[Vawter, 1977: 259]、[フォン・ラート、1993：430]＝[von Rad, 1976: 
192]、[デヴィドソン、1986：186]＝[Davidson, 1979: 97]、[西村、1981：260]、[Seebass, 
1982: 521]、[西村、1984：205]、[野本、1984：153]、[ヴェスターマン、1993：366]＝
[Westermann, 1986: 236]、[ヴェスターマン、1993：370]＝[Westermann, 1986: 236]、[森
彬、1991：66]、[Campbell & O’Brien, 1993: 170]、[左近、1995：426]＝[左近、1999：426]、 
[Prolow & Vladimir, 1996: 84]、[関根正雄、1999：212]、[Jasper & Prickett, 1999: 112]、
[大野、2001：53]、[Whybray, 2001: 54]、[Crotty, 2005: 33]、[関根清三、2008b：5]およ
び[関根清三、2008b：249、註 16]、[Yoreh, 2010: 65]など。 











つの立場が存在する。第一に、15－18 節を J の並行記事から取られたものである14とする
ものである。しかし、この立場は「一般的な見解ではない」といえる15。第二に、J. Skinner
に代表されるように、イェホウィスト的編集者（RJE）に帰す立場である16。このように、
RJE ないし JE に帰する研究として、野本真也17、越後屋朗18などが挙げられる。第三に、
族長物語の成立について独自の主張をしているE. Blumの説である。L. Kundertによれば、











まず、創世記 22章を 1－19 節で一つの文学単位をなすと主張する Coats は、15－18節
                                                   
9 [Ryle, 1914: 238]。 
10 [ヴォーター、1980：224]＝[Vawter, 1969: 195]。 
11 [山我、1989：88、註 54]＝[山我、2012b：138、註 54]。 
12 [大野、2001：53－54]。 
13 [越後屋、1996：62]など。 
14 たとえば、[Speiser, 1964: 161]、[高橋、1967：64]がこの部分を Jに帰している。 
15 [ヴォーター、1980：224]＝[Vawter, 1969: 195]。Skinnerは、14－18節が 1－14節の
Jの並行記事からとられたとするDelitzchと Strackによる両者の見解について紹介した後、
「擁護できない（untenable）」としている[Skinner, 1930: 331]。 
16 [Driver, 1907: 216]、[Skinner, 1930: 327]、[Skinner, 1930: 331]。 
17 野本真也は、資料分析表において、R. Smend, jr.の研究などをもとに、15－18節を JE
に帰している[野本、1984：214]。 
18 [越後屋、1996：61]。 
19 [Kundert, 1998: 42-43]。 







物語において不可欠だと論じている22。しかし、このように 15－18 節の創世記 22 章にお
ける重要性は強調するが、15－18 節の具体的な内容については立ち入った議論を行ってい
ない。 






















                                                   
22 [Coats, 1973: 395]。 
23 [Hamilton, 1995: 115]。 
24 [Hamilton, 1995: 115]。 



















































































 この語は、ヘブライ語聖書中に 157 例使用されている37。本箇所や創 41：5 のファラオ
の夢、ハガ 2：20でのヤハウェの言葉のように、「二度の神的な出現や啓示、夢がなされる
ことは啓示の重要性や実現の確実性を強調する」ものである38。 
                                                   
34 [フリードマン、1989：353]＝[Friedman, 1987: 247]、[フリードマン、1989：346]＝
[Friedman, 1987: 256-257]。 
35 [フリードマン、1989：346]＝[Friedman, 1987: 257]。 
36 [フリードマン、1989：346]＝[Friedman, 1987: 257]。 
37 Holladayを参照。 






 この√עבשという動詞は、ヘブライ語聖書に 185 回使用され39、そのうち、ニフアル語幹
は 154 回である40。ここでの表現とまったく同じ言葉づかいは、他に 3 例あり（イザ 45：





ヤハウェの託宣（הוהי־םֻא  נ） 
 この表現は、挿入句として用いられている43が、翻訳では、訳の順番を変更し44、また、
文のように訳されることが多い45（図表11－2．波線部参照）。 





                                                   
39 Even-Shoshanを参照。DCHでは、187例。[Keller, 1997: 1293]（TLOT）では、216
例である。 
40 [Keller, 1997: 1293]（TLOT）。Holladayによれば、150例。 
41 [Driver, 1907: 220]。類似の表現として、Sarnaは、アモ 6：8を[Sarna, 1989: 361, n. 15]、
Wenhamは、アモ 4：2、6：8を[Wenham, 1994: 111]、それぞれ加えている。 
42 [大野、2001：53]。 






46 [Eising, 1998: 110]（TDOT）。Even-Shoshanによれば 363例。DCHおよび Vetterに
よれば、376例[Vetter, 1997: 693]（TLOT）。Holladayによれば、約 360例。 
47 [Eising, 1998: 110]（TDOT）。 
48 Even-Shoshanを参照。「主なる万軍のヤハウェの託宣（תוֹאָב  צְּהִוה  יְּיָֹנדֲא־םֻא  נ）」や「万軍
のヤハウェの託宣（תוֹאָב  צְּהָוה  יְּםֻא  נ）」などの用例は除外した。これらを含めると、365例あ
る[Vetter, 1997: 693]（TLOT）。G. J. Wenhamは、このフレーズが 364例使用されている
と述べている[Wenham, 1994: 111]。 
49 [デヴィドソン、1986：186]＝[Davidson, 1979: 97]、[越後屋、1996：62]。 
50 Even-Shoshanを参照。五書では、他に民 14：28のみで使用される。 
51 [Ryle, 1914: 238] 









 理由・などを表すヘブライ語ןַעַיは、ヘブライ語聖書中に 96 例使用されており55、本箇所
と同様の表現（ר ֶׁשֲאְּ ןַעַי）は、32 例存在する56。この表現は、創世記中にここのみで用いら
れている57。 
 












ヒフイル語幹は 160 例使用されている62。「子孫（עַר ֶׁז）を数多くする」という表現63は、他
に 16：10（ハガルに対して）、26：4（イサクに対して）、出 32：13（モーセが族長たちへ
                                                   
53 [ミルトス・ヘブライ文化研究所、1990：195]、[越後屋、1996：62]、[月本、1997：65、
註 6]＝[月本、2004：51、註 13]。 
54 Even-Shoshanを参照。デヴィドソンも、この表現がエレミヤ書に多くみられることを
指摘している[デヴィドソン、1986：186]＝[Davidson, 1979: 97]。また、「託宣（םֻא  נ）」と
いう語も、約 3分の 1に当たる約 20 例がエレミヤ書に集中している（Holladayを参照）。 
55 Even-Shoshanを参照。DCHも同様。Holladayによれば約 90例。 
56 Even-Shoshanを参照。Holladayによれば約 30例。 
57 Even-Shoshanを参照。[Wenham, 1994: 111]も同様。 
58 Even-Shoshanを参照。DCHでは、2628例。Holladayによれば 2600例。 

























天の星々のように（םִיַמָשַהְּי ֵׁב  כוֹכ  כ） 
 星（בָכוֹכ）という語は、ヘブライ語聖書中、37回使用されている74。このうち、「天の星々」





海の岸辺の上の砂（םָיַהְּתַפ  ש־לַעְּר ֶׁשֲאְּלוֹחַכ  ו） 




67 [Collins, 1997]。 
68 [Collins, 1997: 144]。 
69 [Alexander, 1997b]。 
70 [Alexander, 1997b: 367]。 
71 [Hamilton, 1995: 98, n. 11]。 
72 [Hamilton, 1997: 1152]（NIDOTTE）。 
73 [Hamilton, 1997: 1152]（NIDOTTE）。 
74 Even-Shoshanを参照。 
75 Even-Shoshanを参照。創 22：17、26：4、出 32：13、申 1：10、10：22、28：62、




























敵たちの城門（ויָב  יֹאְּרַעַש） 
                                                   
78 Even-Shoshanを参照。DCH、[Kedar-Kopfstein, 2004: 175]（TDOT）も同様。 
79 [Kedar-Kopfsten, 2004: 177]（TDOT）。 
80 Even-Shoshanを参照。DCHも同様。 
81 [Kapelrud, 1980: 264]（TDOT）。 
82 [Sarna, 1989: 154]。 
83 [Kedar-Kopfsten, 2004: 177]（TDOT）。 
84 [H. H. Schmid, 1997: 579]（TLOT）および[H. H. Schmid, 1997: 580]（TLOT）参照。 
85 [H. H. Schmid, 1997: 579]（TLOT）。Even-Shoshanでは、全体で 231例。DCHでは
230例。Holladayによれば約 230例。 
86 [H. H. Schmid, 1997: 579]（TLOT）。Even-Shoshan では、カル語幹は 160例である。
DCHでは、160例である。また、Ch. J. H. Wrightによれば、161回である[Wright, 1997: 
547]（NIDOTTE）。 





























                                                   
91 [Williams, 1997: 365]（NIDOTTE）。DCHでも同様。Even-Shoshanでは動詞が 2 例、
名詞が 279例である。 
92 [Williams, 1997: 365]（NIDOTTE）。 
93 [Jenri, 1997: 89]（TLOT）。 
94 [Jenri, 1997: 89]（TLOT）。 
95 Even-Shoshanを参照。DCHでは、374例。Holladayによれば、370例。 
96 [Speiser, 1964: 164]、[Reicke＋山我、1989b：1197]、[Otto, 2006: 392-403]（TDOT）
を参照。 
97 [フランシスコ会聖書研究所、1958：119、註 5]。 
98 [越後屋、1996：62]。 
99 [フランシスコ会聖書研究所、1958：119、註 5]。[Plaut, 2006: 136]を参照。 
100 [Coats, 1973: 395]。 
101 [Arnold, 2009: 209]。[Ryle, 1914: 239]も併せて参照。 
102 [Wenham, 1994: 112]。 
103 [Plaut, 2006: 136]。 









～のゆえである（ヘブライ語ר ֶׁשֲאְּב ֶׁק ֵׁע） 
 この表現について、関根清三は、「『からである』と訳されることが一般的だが、12、16
節などの理由のキーと訳し分けた」として108、「褒賞である」と特徴的な訳を行っている109。 




















                                                   
106 [山我、2012d：94]。 
107 [山我、2012d：95]。 








































 また、11－12 節と 16－18 節という 2 つのヤハウェの使いの言葉では、ヘブライ語聖書
で広く一般的に用いられるワウ接続法は、17 節 c と 18 節 a を結び付ける 1 度しか用いら
                                                   









































 ヘブライ語聖書において、√ךרבは、動詞として 256 例使用されている119。そのうち、ア
                                                   
118 動詞√ךרבの議論は、本書で参照している諸翻訳および、以下の諸文献をもとにしている。
DCH、HALOT、Holladay、[Noonan, 2010]、[山我、2012d]。 
119 Even-Shoshanを参照。C. A. Kellerによれば、327回であり、語幹別には、カル語幹




























                                                                                                                                                     
ある[Keller, 1997: 267]（TLOT）。DCHおよび[Brown, 1997: 757]（NIDOTTE）によれば、
327例。 
120 Even-Shoshanを参照。 
121 [Keller, 1997: 273]（TLOT）。Holladayによれば、235例である。 
122 Even-Shoshanを参照。HALOT、Holladay、[Keller, 1997: 267]（TLOT）も、併せて
参照。さらに、[Skinner, 1930: 331]。 
123 参考書類では BDB。創 12：3の訳語にこの意味を取る諸訳には、水野、JB、NJB、NJPS、
RSV、CEB margin、NRSV margin。 











この動詞のヒトパエル語幹は、ヘブライ語聖書中、創 22：18 以外に、26：4、申 29：18、
















 これまでの議論を踏まえて、創世記 22 章における√ךרבについて議論を行っていきたい。 
 まず、創世記 22章において特徴的なのは、この動詞が一度目の使いの言葉には使用され
ておらず、二度目の使いの言葉のみに使用されていることである。この二度目の使いの言
葉では、この動詞はピエル語幹 1回とヒトパエル語幹 2回の、あわせて三度繰り返される。 
また、創 22：17での動詞√ךרבは、申命記における多くの箇所と同様に、人間の行為と神














133 [Noonan, 2010: 93]。 








か、エレ 4：2 のみである137。この 18 節の記述は、しばしば指摘されるように、12：3 に
類似している138。ここでは、12：3と 18節の両者での相違点を確認していきたい。 
 第一に、動詞の語幹である。前者では、ニフアル語幹であったが、後者ではヒトパエル
語幹となっている。第二に、前置詞ְּ בに続く表現である。前者では「あなたで（ךָ  ב）」と 2
人称男性単数の人称接尾辞となっていたが、後者では「あなたの子孫で（ךֲָע  רַז  ב）」と子孫と
いう語に 2 人称男性単数の人称接尾辞を伴っている。第三の点は、主語である。前者では


















                                                   
136 [Keller, 1997: 273]（TLOT）を参照。 
137 DCHを参照。 
138 [Sailhamer, 1992: 179]。 













 では、15－18節は、創世記 22章においていかなる文学的機能を有しているのだろうか。 
まず、15－18節は、ヤハウェの使いによって語られる、アブラハムの行動（16節）およ






















                                                   
140 [Trible, 1990: 10]、[Trible, 1991: 181]＝[Trible, 1999: 279]、[Coats, 1973: 391]、[Coats, 
1983: 157-158]を参照。 
141 [Moberly, 1988: 322]を参照。デヴィドソンも、「神（God）が彼に語った最後の機会」
と指摘している[Davidson, 1979: 98]＝[デヴィドソン、1986：186]。[Jasper & Prickett, 
1999: 112]も同様。ただし、テクストでは「神」ではなく「ヤハウェの使い」であり、デヴ
ィドソンによるこのコメントは厳密には正しくない。 
142 [西村、1981：266]、[西村、1984：207]、[Brodie, 2001: 274]。U. Cassutoは、以下の
7つを「アブラハムへの祝福と約束（benison and promise to Abraham）」として挙げてい
る。①創 12：2－3、②12：7、③13：14－17、④15章、⑤17章、⑥18章、⑦22：16－18
である[Cassuto, 1964: 296-297]。このような見解に対して、Bennettは、この箇所の「祝
福」をアブラハムへの第 6番目のものだとしている[Bennett, 1904: 239]。 


































                                                   
144 創 26：3、28：4、出 6：8、32：13、33：1、申 1：8、6：10など。 
145 たとえば、中沢洽樹は、（通常、Eに帰される）創世記 22章の他の部分の「簡潔さ」を
高く評価している[中沢、2004：68、註 1]。[Ryle, 1914: 233]なども同様。 
146 本章２．（232頁以下）を参照。また、後述する本論文第一部第 14章（283頁以下）お
よび資料 14－1（293頁以下）も併せて参照。 
147 申 9：7－29を参照。 
















  １：あなたを祝福する。〔創 12：2、12：3、14：19、24：1、24：35〕 
  ２：あなたの子孫を数多くする。〔創 16：10、26：4、出 32：13〕 
  ３：あなたの子孫が敵の門を所有する。〔創 24：60〕 
  ４：地のすべての国民があなたの子孫で祝福を願う。〔創 26：4〕 
 理由／動機：わたしの声を聞いた。〔創 26：5〕 
 









                                                   
149 [ツィンマリ、1990：74]＝[Zimmerli, 1971: 42]。 






[Sarna, 1989: 150]、[小泉、1992：165]など。しかし、このような読みは、この 15－18節
のアブラハムへの最終確認の祝福から初めて可能になる読みであり、そのためにも、15－
18節は、現在のアブラハム物語において、不可欠である。T. L. Brodieも 15－18節を「偉

























CEB The LORD's messenger called out to Abraham from heaven a 
second time 
JPS And the angel of the LORD called unto Abraham a second 
time out of heaven, 
KJV and the angel of the LORD called unto Abraham out of heaven 
the second time, 
NAB A second time the angel of the LORD called to Abraham from 
heaven 
NEB Then angel of the LORD called from heaven a second time to 
Abraham, 
NIV The angel of the LORD called to Abraham from heaven a 
second time 
NJB The angel of Yahweh called Abraham a second time from 
heaven. 
NJPS Then angel of the LORD called to Abraham a second time 
from heaven, 





REB Then the angel of the LORD called from heaven a second time 
to Abraham 
RSV And the angel of the LORD called to Abraham a second time 
from heaven, 
RV And the angel of the LORD call unto Abraham as second time 
out of heaven, 
Alter And the LORD’s messenger called out to Abraham onece 
again from the heavens, 
Crenshaw Now the angel of the Lord called from heaven a second time, 
Fox And YHVH’s messenger called to avraham a second time from 
heaven 
Friedman and an angel of YHWH called to Abraham a second time from 
the skies, 
Hamilton Yahweh’s messenger called to Abraham a second time from 
heaven, 
Speiser Yahweh’s angel called to Abraham a second time from heaven, 
Stern Then out of heaven an angel of הוהי called to Abraham a 
second time, 
Walters Then YHWH’s messenger called to Abraham from the sky a 
second time. 
Wenham Then the angel of the LORD called to Abraham a second time 
from heaven. 
ZB Und der Bote des HERRN rief Abraham ein zweites Mal vom 
Himmel her 
TOB L’ange du SEIGNEUR appela Abraham du ciel une seconde 
fois 
 
























CEB I give my word as the LORD 
JPS、KJV By Myself have I sworn, saith the LORD, 
NAB I swear by my very self—oracle of the LORD— 
NIV I swear by myself, declares the LORD, 
NJB I swear by my own self, Yahweh declares, 
NJPS By myself I swear, the LORD declares: 
NRSV、RSV By myself I have sworn, says the LORD 
REB This is ward of the LORD: By my own self I swear  
RV By myself have I sworn, saith the LORD, 
Alter By my one Self I swear, declares the LORD, 
Crenshaw By myself I swear, it is a whisper of the Lord, 
Fox By myself I swear—YHVH’s utterance— 
Hamilton I swear by myself, says Yahweh, 
Friedman I swear by me—word of YHWH— 
Speiser ‘I swear by myself,’ declared Yahweh, 
Stern By Myself I swear, says הוהי, 
Walters This is YHWH’s oracle,…… I make this guarantee by all that 
I am. 
Wenham By myself I swear, (declares the LORD) 
ZB Ich schwöre bei mir selbst, Spruch des HERRN 
TOB Je le jure par moi-même, oracle du SEINEUR 
 
























CEB because you did this 
JPS because thou hast done this thing,  
KJV for because thou hast done this thing,  
NAB that because you acted  
NIV、NJB that because you have done this 
NJPS、NRSV、REB、
RSV 
Because you have done this 
RV because thou hast done this thing 
Alter、Crenshaw that because you have done this thing 
Fox indeed, because you have done this thing, 
Friedman that because you did his thing  
Hamilton that indeed because you have acted thus, 
Speiser that because you have acted thus, 
Stern that because you did this thing, 
Walters Because you did this 
Wenham it is because you have done this thing 
ZB Weil du das getan 



























CEB and didn’t hold back your son, your only son, 
JPS and hast not withheld thy son, thine only son, 
KJV and hast not withheld thy son, thine only son: 
NAB as you did in not withholding from me your son, your only one, 
NIV and have not withheld your son, your only son, 
NJB because you have not refused me your own beloved son, 
NJPS have not withheld your son, your favorated one, 
NRSV、REB、RSV and have not withheld your son, your only son, 
RV and hast not withheld thy son, thine only son: 
Alter have not held back your son, your only one, 
Crenshaw have not withheld your son—your only one— 
Fox have not withheld your son, your only-one, 
Friedman and didn’t withhold your son, your only one, 
Hamilton and did not withhold your son, your precious one, 




Stern and did not withhold your son, your only one, 
Walters because you did not hold back your son, your only one 
Wenham and have not withheld your son, your only child,  
ZB und deinen Sohn, deinen Eizigen, mir nicht vorenthalten 
hast, 
TOB et n’as pas épargné ton fils unique, 
 





















CEB I will bless you richly 
JPS、KJV that in blessing I will bless thee, 
NAB I will bless you 
NIV、Crenshaw I will surely bless you 
NJB I will shower blessings on you 
NJPS I will bestow My blessing upon you  
NRSV、RSV I will indeed bless you, 
REB I shall bless you a abundantly 
RV that in blessing I will blessing thee, 




Fox indeed, I will bless you, yes, many, 
Crenshaw I will surely bless you 
Friedman that I’ll bless you 
Hamilton I will certainly bless you, 
Speiser I will therefore bestow my blessing upon you 
Stern I will bless you greatly, 
Walters I am going to bless you richly. 
Wenham that I shall really bless you. 
ZB Ich will dich segnen 



































CEB and I will give you countless descendants, as many as the 
stars in the sky and as the grains of sand on the seashore. 
JPS and in multiplying I will multiply thy seed as the stars of the 
heaven, and as the sand which is upon the seashore; 
KJV and in multiplying I will multiply thy seed as the stars of the 
heaven, and as the sand which is upon the sea shore; 
NAB and make your descendants as countless as the stars of the 
sky and the sands of the seashore; 
NIV and make your descendants as numerous as the stars in the 
sky and as the sand on the seashore. 
NJB and make your descendants as numerous as the stars of 
heaven and the grains of sand on the seashore. 
NJPS and make your descendents as numerous as the stars of 
heaven and the sands on the seashore; 
NRSV and I will make your offspring as numerous as the stars of 
heaven and as the sand that is on the seashore. 
REB and make your descandants as numerous as the stars in the 
sky or the grains of sand on the seashore. 
RSV and I will multiply your descendants as the stars of heaven 
and as the sand which is on the seashore. 
RV and in multipying I will multiply thy seed as the stars of the 
heaven, and as the sand which is upon the sea shore; 
Alter will greatly multiply your seed, as the stars in the heavens 
and as the sand on the shore of the sea, 
Crenshaw multiply your progeny like the stars of heaven and like the 
sand on the seashore; 
Fox I will make your seed many, yes, many, like the stars of the 
heavens and like the sand that is on the shore of the sea; 
Friedman and multiply your seed like the stars of the skies and like the 
sand that’s on the seashore, 
Hamilton and greatly multiply your descendants as the stars of heaven 




Speiser and make your offspring as numerous as the stars in heaven 
and the sand on the seashore; 
Stern and make your descendants as numerous as the stars of 
heaven and the sands of the seashore, 
Walters I am going to give you descendants without number, as the 
stars of the sky and as the sand on the seashore,  
Wenham I shall really multiply your descemdants as the stars of 
heaven and like the sand which Is on the seashore, 
ZB und deine Nachkommen mehren wie die Strne des Himmels 
und wie den Sand am Ufer des Meeres, 
TOB et à faire proliférer ta descendance autant que les étoiles du 
ciel et le sable au bord de la mer. 
 





















CEB They will conquer their enemies’ cities. 
JPS、KJV and thy seed shall possess the gate of his enemies; 





NIV Your descendants will take possession of the cities of their 
enemies, 
NJB Your descendants will gain possession of the gates of their 
enemies. 
NJPS and your descendants shall seize the gates of their foes. 
NRSV And your offspring shall possess the gate of their enemies, 
REB Your descendants will possess the citeis of their enemies. 
RSV And your descendants shall possess the gate of their enemies, 
RV and thy seed shall possess the gate of his enemies; 
Alter and your seed shall take held of its enemies’ gate. 
Crenshaw your descendants shall possess the gates if their enemies 
Fox your seed shall inherit the gate of their enemies, 
Friedman and your seed will possess its enemies’ gate. 
Hamilton your descendants shall take possession of their enemies’ 
gates. 
Speiser and your descendants shall take over the gates of their 
enemies. 
Stern and your descendants shall take possession of the gates of 
their foes. 
Walters and your descendants will possess their enemies’ gates. 
Wenham so that you possess the gate of your enemies. 
ZB und deine Nachkommen werden das Tor ihrer Feinde in 
Beisitz nehmen. 

































CEB All the nations of the earth will be blessed because of your 
descendants, 
JPS、KJV and in thy seed shall all the nations of the earth be blessed; 
NAB and in your descendants all the nations of the earth will find 
blessing, 
NIV and through your offspring all nations on earth will be 
blessed, 
NJB All nations on earth will bless themselves by your 
descendants, 
NJPS All the nations of the earth shall bless themselves by your 
descendants,  
NRSV and by your offspring shall all the nations of the earth gain 
blessing for themselves, 
REB All nations on earth will wish to blessed as your descendants 
are blessed, 
RSV and by your descendants shall all the nations of the earth 
bless themselves, 
RV and in thy seed shall all the nations of the earth be blessd 





Alter And all the nations of the earth will be blessed through your 
seed 
Fox all the nations of the earth shall enjoy blessing through your 
seed, 
Friedman And all the nations of the earth will be blessed through your 
seed 
Hamilton And all nations of the earth shall be blessed in your 
descendants, 
Speiser All the nations of the earth shall bless themselves by your 
descendants  
Stern And through your descendants the nations of the earth shall 
be blessed,  
Walters All earth’ nations will wish to be as blessed as your 
descendants, 
Wenham And all the nations of the world will find blessing in your 
descendants  
ZB Mit deinen Nachkommen werden sich Segen wünschen all 
Völker der Erde, 
TOB c’est en elle que se béniront toutes les nations de la terre parce 
 





















CEB because you obeyed me. 
JPS because thou hast hearkened to My voice. 
KJV because thou hast obeyed my voice. 
NAB because you obeyed my command. 
NIV because you have obeyed me. 
NJB because you have obeyed my command. 
NJPS because you have obeyed My comand. 
NRSV、RSV because you have obeyed my voice. 
REB because you have been obedient to me. 
RV because thou hast obeyed my voice. 
Alter because you have listened to my voice. 
Crenshaw because you obeyed my voice. 
Fox in consequence of your heakening to my voice 
Friedman because you listened to my voice. 
Hamilton all because you obeyed me. 
Speiser all because you obeyed my command. 
Stern because you heakened to My voiced. 
Walters because you listened to what I said 
Wenham because you have obeyed me. 
ZB weil du auf meine Stimme gehört hast 



























とが多かった。たとえば、元来の物語とする研究者は、H. Gunkel3、J. Skinner4、C. ヴェ
スターマン5などを挙げることができる6。他方、近年、付加とする見解も提出されている。
この立場の研究として、関根清三による最新の見解を挙げることができる7。さらに、Y. 
                                                   
1 たとえば、N. M. Sarnaは、19節について註解部分で言及していない。[Sarna, 1989: 154]
を参照。[デヴィドソン、1986：186]＝[Davidson, 1979: 98]も同様。また、G. フォン・ラ
ートは、アブラハムが帰還した後にサラが悲鳴をあげて死んでしまったというユダヤ教の
伝承について言及するのみで、19節のテクストについては議論していない[フォン・ラート、
1993：431]＝[von Rad, 1976: 193]。 
2 このことについては、本章３．（263頁以下）で扱うことにする。 
3 [Gunkel, 1922: 236]。 
4 [Skinner, 1930: 331]。 
5 [ヴェスターマン、1993：371]＝[Westermann, 1986: 237]、[Westermann, 1989: 446]。 
6 [Ryle, 1914: 233]、[越後屋、1996：91]、[大野、2001：53]なども同様。 




Avishurは、19節 bを 14－18節とともに付加に帰している8。 







 このような通時的な議論に対して、G. J. Wenhamは、19節を「エピソードの典型的な
閉じ方」とし、創 12：9、13：18、18：33、21：34を挙げている10。 


















                                                   
8 [Avishur, 1999b: 76]。しかし、Avishurは、19節 bの範囲を明確に定義していない。だ
が、Avishurの創世記 22章の表層構造に関する議論[Avishur, 1999b: 78]に基づけば、上述
した筆者の区分による文単位では、19節 c－dが Avishurのいう 19節 bに相当すると思わ
れる。 
9 [Arenhoevel, 1976: 94]。 
10 [Wenham, 1994: 112]。そして、創 12：9、13：18、18：33、21：34を挙げている。 
11 [Ryle, 1914: 239]。 
12 [越後屋、1996：62]。 
13 Even-Shoshanを参照。HALOT、Holladayによれば 90例。 

































17 [Ryle, 1914: 239]。 
18 [西村、1981：265]、[西村、1984：208]。 
19 [関根清三、2012b：20、註 32]。 
20 Even-Shoshanを参照。DCHも同様。 
21 士 20：1、サム上 3：20、サム下 3：10、17：11、24：2、24：15、王上 5：5。[Sarna, 
1989: 413, n. 1]。 
22 [Sarna, 1989: 389]。 
23 [Sarna, 1989: 389]。 






































27 [Bennett, 1904: 242]。 
28 W. S. Townerは、イサクの不在について、古代や近代の註解者たちが当惑してきた、と
指摘している。[Towner, 2001: 189]。 
29 [ヴェスターマン、1993：371]＝[Westermann, 1986: 237]。 












更し、アンソロジー所収の創世記 22 章の翻訳では 19 節に付した訳註において、「なぜか
19 節にイサクの姿はない」と註記していた36。さらに、最新の研究では、上述したヴェス
ターマンの見解を「正確ではない」とし、「19節にイサクへの言及は一切ない」ことと「元
来の物語にベエル・シェバへの言及はな」いことを根拠にして、創世記 22 章を 21：31－
34 の後に「置いた編集者」による「いささか不注意な編集句と解するのが一番妥当」だと
述べて、19節を二次的付加だと主張する37。 
















 B. K. Waltkeは、キリスト教信仰の立場から、19節がアブラハムのみに言及することに




36 [関根清三、2012b：20、註 31]。 
37 [関根清三、2013：95]。 






とする。このことで、Waltke は 19 節における解釈上の問題を解決しようとしているので
あろう。 


























                                                   
40 [Waltke, 2001: 309]。 
41 [Hamilton, 1995: 117]。 
42 [Hamilton, 1995: 117]。 
43 [Jacob, 1934: 503]。 
44 [マゴネット、2012：67]。 



















際に、独自の立場から創世記 22 章の元来の物語を E に帰している研究者である、R. E. 




の埋葬の場面（創 23）では、イサクは登場も言及もされていない51。創世記 22 章以降で、
初めて、イサクの生存が間接的に確認できるのは、イサクの妻探しの場面においてである。
そこで、アブラハムによって「息子イサクのために（ק ָֽ ָּחְצִיְל י ִִ֥נְבִל）」と言及されて（創 24：5）、
初めて読者は間接的に知ることになる52。さらに、イサクが再登場するのは、創 24：62 で





                                                   
48 [Towner, 2001: 189]。 
49 [フリードマン、1989：346]、[Friedman, 1987: 256-257]、[Friedman, 2003: 64-65]。
フリードマンは 11－16節 aを付加にしている。これらのうち、11－14節という 4つの節
は、「人間を犠牲にすることが忌まれるようになって、後から付加された」とし、それを「恐
らく Jと Eを結合した人物」に帰している[フリードマン、1989：346]。  
50 [Yoreh, 2010: 65]および[Yoreh, 2010: 66-69]。Yorehは、12節の一部（b、cおよび d の







































 物語の終結をなす 19 節では、あまりにも多くのことが語られないままにされている55。
たとえば、山からアブラハムが従者のいる麓に戻った際の従者の反応は語られず、従者が
番をしていたロバも登場しない。また、モリヤからベエル・シェバへの旅についての描写
                                                   
54 エロヒストという観点から通時的に参照した場合については、本章３－２．で扱った
Friedmanの見解を参照。 





























                                                   


























CEB [Beer-sheba] where Abraham lived. 
JB、NJB、Stern and Abraham settled in Beersheba. 
JPS、KJV、RSV、RV and Abraham dwelt at Beer-sheba. 
NAB [Beer-sheba], where Abraham made his home. 
NEB there Abraham remained. 
NIV、Speiser And Abraham stayed in Beer-sheba. 
NJPS and Abraham stayed in Beer-sheba. 
NRSV and Abraham lived at Beer-sheba. 
REB [Beersheba;] and there Abraham remained. 
Alter and Abraham dwelled in Beer-sheba 
Crenshaw [Beersheba,] where Abraham dwelt. 
Fox And Avraham stayed in Be’er-Sheva. 
Friedman and Abraham lived in Beer-sheba. 
Hamilton Abraham remained in Beer-sheba. 
Trible And-lived Abraham in-Beersheba. 
Walters Abraham stayed in Beersheba. 
Wenham Abraham then lived in Beersheba. 
ZB und Abraham blieb in Beer-Scheba wohnen. 





















































章を Eに帰することが可能であるか議論が存在する6。たとえば、J. van Setersは、創世記
22章を彼の主張するところのヤハウィスト（後期 J）としている7。また、E. A. Speiserは、
創世記 22 章を E に帰し8つつも、物語の描写のあり方が J 的であることを踏まえて、E に
帰すことに疑問を呈している9。一方で、R. E. Friedmanは、後述するように、創世記 22
章を Eに帰しながら、付加部分について独自の主張を行っている10。 











                                                   
4 本論文第一部第 2章註 33（62頁）を参照。 




提示することなく、創世記 22章の記事を Eないし JEに帰し、さらに、その年代をもとに
議論を進めており[小友、2012：92－93]、説得性・論理性の点で大きな問題を有する。 
7 [van Seters, 1975: 229-231]。 
8 [Speiser, 1964: 161]。 
9 [Speiser, 1964: 166]。 
10 本章１－２．（272頁以下）を参照。 




























 次に、創世記 22 章における使いに関する研究を確認していく。創世記 22 章における使
いについては、これまで十分に論じられることが少なかった16。 















































                                                   
18 [Friedman, 2003: 65, n.]。強調原文。 




23 [フォン・ラート、1993：428]＝[von Rad, 1976: 191]。 
24 11および 15節参照。 































 以上、創世記 22 章における神的存在の文学的機能に関連する研究史として、1）神とヤ
ハウェの関係、2）使い、3）神／ヤハウェと使いの関係についてのそれぞれの先行研究お
                                                   
26 [関根清三、2013：19、註 22]。 
27 [Sarna, 1989: 153]。 
28 [Sarna, 1989: 383-384]。 
29 バビロニア・タルムード「サンヘドリン」89b[Freedman, 1959: 596]。 
30 創世記ラッバー55：4[Freedman, 1983: 464]。 
31 ヨベル書 17：16[村岡、1975b：74]。 






















世記 22章において、定冠詞付きで 3回、定冠詞なしで 2回の計 5回使用されている。それ
らは次の各節である33。 
 
  〈エロヒーム〉がアブラハムを試した。     （1節／語り手） 
  彼は〈エロヒーム〉が彼に言った場所へ行った    （3節／語り手） 
  エロヒームが自らのために全焼の犠牲のための子羊を見るだろう、私の子よ  
（8 節／アブラハム） 
  彼らは〈エロヒーム〉が彼に言った場所へ来た    （9節／語り手） 
  なぜなら、私はあなたがエロヒームをおそれる者であることを知ったからだ 




















除けば、次の 3度、創世記 22章に登場する。 
 
 アブラハムはその場所を名づけた。「ヤハウェ・イルエ36」と。 
          （14節／アブラハム） 
 今日でも、このように言われる。「ヤハウェの山で、彼は現れる」と。 
          （14節／語り手） 











 最後に使いについて確認したい。この「ヤハウェの使い」という語句は、次の 2 つの文
において、言及されている。 
 
 ヤハウェの使いは天から彼に呼びかけた     （11節／語り手） 
 ヤハウェの使いがアブラハムに二回目に天から呼びかけた  
                                                   
34 本論文第一部第 2章３－２．（64頁以下）参照。 
35 この点はこれまでも多くの研究者たちに指摘されてきた。たとえば、[フォン・ラート、
1993：423]＝[von Rad, 1976: 189]、[デヴィドソン、1986：184]＝[Davidson, 1979: 95]、










































さらに[Veijola, 1988: 149-157]も、創世記 22章の基層を捕囚後のものだとし、「神」と「ヤ
ハウェ」が相互交換可能とする。 



































を、人々は、しばしば受けるであろう」[フォン・ラート、1980：384]＝[von Rad, 1987: 299]。 
41 実際に、現代の研究者の中にも、物語に神／ヤハウェの顕現を見る者もいる。たとえば、
[フォン・ラート、1993：428]＝[von Rad, 1976: 191]、[ヴェスターマン、1993：370]＝
[Westermann, 1986: 370]。 
42 本論文第一部第 11章註 141（244頁）を参照。 











































                                                   





































語り手の信頼性の議論は、本論文第二部第 16章 1．でさらに詳しく扱うことにする。 
47 創世記 22章が、試練としてはあまりにも過酷であることについて、これまでも多くの解 
釈者が指摘している。たとえば、[並木、1979a：358]、[小泉、1992：166]、[関根清三、
2008b：35]など。 
48 [フォン・ラート、1980：385]＝[von Rad, 1987: 299]。 





























                                                   
50 資料批判においては、18：17－19：38は、一部を除いて、Jに属すとされ（たとえば、
[Holzinger, 1898: XXV-XXVI]、[Bennett, 1904: 57]、[Driver, 1907: 95-204]、[Ryle, 1914: 
































 これまで論じてきたように第一部では、第 1章で創世記 22章を場面に区切り、続く第 2








 まず、第 1章では、創世記 22章 1―19節について、1）時間の経過と場所を表す語句、2）
明らかな登場人物の増減という 2 点の区分の基準を示し、それに基づいて場面区分を行っ





14 節は、これらの節を一つの場面とする他に、13 節と 14 節という 2 つの場面、13 節と
14 節前半および後半という 3 つに分ける可能性が存在した。これについても他の研究者の
見解も参照しつつ議論を行った結果、13節と 14節は別個の場面であるとすることが適切で
あった。以上の考察の結果、創世記 22章は次のような 11個の場面に分けることができた。 
 
場面 節 登場人物（語り手を除く） 
  １ 1前半  なし（語り手のみ） 
  ２ 1前半－2 アブラハム 神 
  ３ 3  アブラハム  イサク  従者 ロバ 
  ４ 4－6 アブラハム  イサク  従者 ロバ 
  ５ 7－8 アブラハム  イサク   
  ６ 9－10 アブラハム  （イサク）  
  ７ 11－12 アブラハム 天使    
  ８ 13 アブラハム     羊 




 １０ 15－18 アブラハム 天使 
 １１ 19 アブラハム    従者 
 
次の第 2章以降は、この区分に従って、それぞれ文学的機能について論じることにした。 
 第 2章では、1節 abの場面が有する文学的機能について論じた。この場面は、語り手が





































































































































































































 創世記 22 章では、「息子」という語は、2 節 b、3 節 c、6 節 b、7 節 e、8 節 b、9 節 d、
10 節 b、12 節 e、13 節 f、16 節 d の 10 例使用されている。これらの用例では、1 人称共
通単数（7節 e、8節 b）、2人称男性単数（2節 b、12節 e、16節 d）や 3人称男性単数（3





 創世記 22 章において、祭儀的語彙が多用されている。まず、「全焼の犠牲／ささげる」
という語は、名詞として 2節 d、3節 d、6節 a、7節 h、8節 b、13fの 6例、動詞として 2
節 d、13 節 f の 2 例、計 8 例使用されている。これまであまり注目されてこなかったが、
創世記 22章には、この語以外にも、「祭儀」に関するさまざまな語が見られる。たとえば、
「木々」という語は、5例（3節 d、6節 a、7節 g、9節 c、9節 e）あり、そのうち、2例
（9節 c、9 節 e）は全焼の犠牲との連語形で用いられている。また、「刃物」が 2 回（6節
c、10節 b）に、「火」が 2例（6節 c、7節 g）、「祭壇」が 2例（9節 b、10節 e）に、「屠
る」という動詞が 10 節 b で用いられている。さらに、「拝をする」という動詞も 1 例見ら
れる（5 節 d）。加えて、「聖所＝その場所（םוֹק ָּמַה）」という語も 4 箇所（3 節 f、4 節 b、9















8節 bの表現は明らかに 14節 bでのアブラハムの命名に影響を及ぼしており、この 14節 b
の表現は同 d の表現へと語幹を変え繋がっているのである。さらに、4 節 b と 13 節 b は、
ともに後述する同じ表現が用いられた箇所である。このように、この動詞は、それぞれが
密接な関連を有するのである。他方、物語の中心をなすであろう 8節 bから、14節 bを経
て 14節 dは、同一の表現ではなく、細部が変更されることで、表現がずらされていく。 
 また、この動詞√הארは、動詞√אריとの間で、語呂合わせがなされており、混同／混乱が
生じていた。この動詞√אריは、創世記 20 章のアビメレクにアブラハムがサラを妻だと偽っ
た場面でも重要な語である。そのため、この語によって、創世記 22 章は 20 章とも連関を
有することになる。また、動詞√הארは、創世記 21章でのハガルとイシュマエルでも重要な




 創世記 22章では、3節 c〔複数形〕、5節 a〔複数形〕、5節 c〔単数形〕、12節 c〔単数形〕、





















                                                   


















場面 節 ①息子 ②祭儀的語彙 ③ほら ④√האר ⑤ナアル  繰り返し表現 
 １ 1前半  ―    ―  ―  ―  ―     ― 
 ２ 1前半－2  1    2   1  ―  ―     ― 
 ３ 3   1    3   ―  ―  1  ― 
 ４ 4－6  1    6   ―  1  2   １ ２ 
 ５ 7－8  2    4   2  1  ―   １ 
 ６ 9－10  2    5   ―  ―  ―   ３ 
 ７ 11－12  1    ―  1  ―  1     ４ 
８ 13  1    2   1  1  ―  ２ 
 ９ 14  ―    1   ―  2  ―  ― 
１０ 15－18  1    ―  ―  ―  ―   ３ ４ 
１１ 19  ―    ―  ―  ―  1  ― 


































































                                                   
1 主に Even-Shoshanによる。本論文第一部各章を参照。 
2 全く同じ表現：創 22：20、39：7、40：1、王上 17：17、21：1（7例）。一語を除いて
同一表現：ヨシュ 24：29（1例）。 
3 「神が･･･試した」：出 15：25、16：4、20：20、申 4：34、8：2、16：13：4、33：8、
士 2：22、3：1、4、代下 32：21、詩 26：2（13例）。 
「（個人を）試した」：（出 15：25〔彼＝モーセ／イスラエル／民〕）、王上 10：1〔ソロモン〕、
詩 26：2〔わたし〕、代下 32：31〔ヒゼキヤ〕（4／5例）。 
4 神が人に話す際に「どうか」：創 13：14、15：5、出 11：2、イザ 7：3（5例）。 
5 「自ら行きなさい（レック・レカー）」：創 12：2（2例）。 
6 「モリヤ」：代下 3：1（2例）。 
7 創世記における「全焼の犠牲」：ノアの犠牲（創 8：20）以来。 
人身犠牲としての「全焼の犠牲」：11：31、王下 3：27、エレ 19：5。 
8 緊急を表す用例（Mathewsによる）：創 19：27、20：8、21：14、28：18、32：1、出
24：4。 
9 「ロバに鞍を置く」：サム下 17：23、19：27、王上 2：40、13：13、13：23、13：27（7
例）。 
10 「木を切った」：サム上 6：14。 
11 創世記における「火」の用例：創 15：17、19：24、22：7（4例）。 




てた。c 彼は木々を並べた。d 彼は彼の息子イサクを縛った13。e 彼は彼をその祭壇の木々の
上に置いた。（10節）aアブラハムは手を伸ばした。b彼は彼の息子を屠るための刃物14を取

















                                                   
13 「縛った」：本箇所のみ。 
14 「刃物」：創 22：6、士 19：29、箴 30：14（4例）。 
15 呼びかけで、名前が 2回繰り返される：創 46：2〔ヤコブ〕、出 3：4〔モーセ〕、サム上
3：10〔サムエル〕（4例）。 
16 「惜しまなかった」：創 22：16、39：9、ヨブ 7：11、16：6、30：10、詩 78：50、箴
21：26、エレ 14：10（9例）。 
17 「茂み」：イザ 9：17、10：34（3例）。 
18 「取った」（同動詞・同語幹）：コヘ 9：12（2例）。 
19 「ヤハウェの山」：民 10：33〔シナイ〕、詩 24：3〔神殿の丘〕、イザ 2：3〔神殿の丘〕、
30：29〔神殿の丘〕、ミカ 4：2〔神殿の丘〕、ゼカ 8：3〔神殿の丘〕（7例）。 
20 「私のゆえに誓う」：イザ 45：23、エレ 22：5、49：13（4例）。 
21 「ヤハウェの託宣」と「私のゆえに誓う」が共に使われている：エレ 22：5、49：13（3
例）。 
22 「惜しまなかった」：創 22：12、39：9、ヨブ 7：11、16：6、30：10、詩 78：50、箴
21：26、エレ 14：10（9例）。 
23 「天の星々」：創 26：4、出 32：13、申 1：10、10：22、28：62、代上 27：23、イザ
13：10、ネヘ 9：23（10例）。 
「天の星々」＝子孫を示す用例：創 26：4、出 32：13、申 1：10、10：22、代上 27：23、
ネヘ 9：23（8例）。 
24 「子孫を数多くする」：創 16：10〔ハガルに対して〕、26：4〔イサクに対して〕、出 32：
13〔モーセによる引用〕（4例）。 








                                                   







































































































































































ェスターマンと G. フォン・ラートの解釈を見ていきたい。 


































                                                   
7 [ヴェスターマン、1993：366]＝[Westermann, 1986: 233]。 
8 [ヴェスターマン、1993：370－371]＝[Westermann, 1986: 236-237]。 
9 このような見解は、引用した註解書のもとになった三冊からなる大部な註解書（BKAT）





























                                                   












13 [ヴェスターマン、1993：372]＝[Westermann, 1986: 237]。 



















































































                                                   



































                                                   
21 [大島、2004：34－37]。 



























































































































































































                                                   
36 [ヴェスターマン、1993：366]＝[Westermann, 1986: 233]。 





































                                                   

































                                                   
2 本論文第一部第 13章３．（279頁以下）を参照。 
3 本論文第一部第 13章３－１．（279下）を参照。 
4 本論文第一部第 13章３－１．（280頁以下）を参照。 
5 本論文第一部第 13章３－１．（280頁以下）を参照。 
6 本論文第一部第 13章３－２．（280頁以下）を参照。 






































                                                   









































                                                   
12 本論文第一部第 2章３－４．（68頁以下）を参照。 















































































                                                   




































                                                   
16 [小泉、1992：168]。 
17 本論文第一部第 2章３－４．（68頁以下）を参照。 
18 本論文第一部第 2章４．（71頁以下）を参照。 







































                                                   




































                                                   
21 本論文第一部第 2章３－４．（68頁以下）参照。 
































































































































































                                                   
30 語り手の信頼性をめぐる議論は、本章 1－3．（312頁以下）において詳論した。 
31 「ヤハウェ・イルエ」＝「ヤハウェは見ている」。 
32 [ブーバー、1968：165]参照。 
33 [Delaney, 1998b: 5]。 






























                                                   
35 [Delaney, 1998b: 5]。 
36 [Sarna, 1970: 157]、[小泉、1992：165]。 
37 [Sarna, 1989: 150]、[Carr, 1996: 199]。 
38 [ヴェスターマン、1993：366]＝[Westermann, 1986: 233]。 
39 他にも、[Skinner, 1930: 328]、[松田、1957：38]、[並木、1979a：358]、[Gibson, 1982: 






































                                                   
1 [向井、1990：45]。 
2 [越後屋、1996：61]。 




































                                                   
4 たとえば、[渡辺、1965：145]、[フォン・ラート、1993：431]＝[von Rad, 1976: 193]、[シ
ュミット、1994：134]、[シュミット、2004：142]。 







































                                                   
9 [関根清三、2008b：37]。 
10 [関根清三、2008b：38]。 
11 ユダヤ古代誌 I. 232[ヨセフス、1999：94]＝[ヨセフス、1982：129]。 
12 [勝村、1989：31]。 
13 第四マカベア書 16：20[勝村、1989：32]。 



































                                                   
15 [Kundert, 1998: 42]。ただ、Kundertは、11－13節、14節、15－18節という 3度の拡
張がなされている可能性を示唆している[Kundert, 1998: 42]。 
16 [Kaiser, 2000: 74]。 










 小泉の解釈を簡潔に表現すれば、創世記 22 章は 21 章のハガル・イシュマエル追放への
報いであるとするものである。それでは、この解釈は、テクストから支持されうるのであ








創世記 22 章の神の問題性を取り除くどころか、創世記 21 章における神の問題性をも暴く
結果になってしまっているのである。 























                                                   







































                                                   
22 本論文第一部第 11章４．（243頁以下）および、本論文第一部第 14章資料 14－1．（293
頁以下）を参照。 














る 12 節 b、c の介入によって、一方では、イサクは助命されたと思われるが、他方、物語



































































                                                   
26 本論文第一部第 2章３－１．（62頁以下）および３－３．（65頁以下）を参照。 
27 本論文第一部第 11章４．（243頁以下）を参照。 
28 本論文第一部第 13章２－２．ａ）（277頁）を参照。 
29 本論文第一部第 13章（270頁以下）を参照。 
30 ヘブライ語聖書において「預言者」も、①「ヤハウェの使い（הוהי ךְַאְלַמ）」と呼ばれ（た





























                                                                                                                                                     
とえば、イザ 14：22、エレ 2：9、エゼ 16：58）、という諸特徴を有するヤハウェの代理で
ある。 















 序論は、3 つの節で構成されていた。１．では、創世記 22 章についての先行研究を網羅
的に概観し、続いて日本における創世記 22章の研究を網羅的に概観した。 
 ２．では、序論１．で確認した膨大な先行研究のうち、世界的にも特に重要である研究











 本論第一部は、テクスト論の立場から考察を行った 14個の章から構成されていた。 
 第 1章では、創世記 22章 1―19節について、1）時間の経過と場所を表す語句、2）明ら
かな登場人物の増減という 2 点の区分の基準を示し、それに基づいて場面区分を行ってい











以上の考察の結果、創世記 22 章は 11 個の場面に分けることができた。そして、この場面
区分に基づいて、第 2章から第 12章まで、語彙やテクストの検討、文学的機能について論
じることにした。 











について論じた。最後に、1 節 ab 全体でいかなる文学的機能を有するのかを論じた。その





































































































































































































































































 本論第二部は、読者論の立場から読みを展開した第 15 章から第 17 章の三つの章で構成
されていた。 



































































































































 創世記 22 章は、ヘブライ語聖書における供犠・犠牲を前提としており、創世記 22 章の
解釈の際には、供犠・犠牲について論じることが必要であると思われる。そのためには、
















































































































                                                   
5 [北森、2005：201－202]。 
6 現在、キルケゴールの最新版全集が刊行中である。このうち、『おそれとおののき』は第
4巻に所収されている。„Frygt og Baeven,“Søren Kierkegards Skrifter. Bind 4 

































































































































































                                                   
17 [フォン・ラート、1993：426－427]＝[von Rad, 1976: 190-191]。 
18 [鈴木、2003：35]。 



















 ヘブライ語聖書において、「連れる」という動詞は 966回、「行く」という動詞は 1549回
と、極めて多用されている。また、「連れる」と「行く」という動詞は、創世記において、
それぞれ 139 回、125 回と多く使用されている。この「連れる」と「行く」という動詞が
反復して使用されている箇所は、創世記に限っても、多数存在する21。たとえば、24 章の




①√חקל 2章  15、21、22、23 
 3章  6、19、22、23 
 12章  5、15、19（2回） 
 14章  11、12、21、23、24 
 18章  4、5、7、8 
 21章  14、21、27、30 
 27章  9、13、14、15、34、36（2回）、45、46 
 28章  1、2、6（2回）、9、11、18 
 30章  9、15（2回）、37 
 31章  1、23、32、34、45、46、50 
 34章  2、4、9、16、17、21、25、26、28 
 43章  11、12、13、15（2回）、18 






























                                                                                                                                                     
②√ךלה 12章  4（2回）、5、9、19 
 26章  1、13（2回）、16、17、26 
 27章  5、9、13、14 
 28章  2、5、7、9、10、15、20 
 31章  19、30（2回）、44 
 32章  1（2回）、6、17、19、20 































名称   物語内容   物語言説 例、速度 

















休止法  ０  ｎ 描写、速度ゼロ 
情景法      ＝  台詞、「リアル・スピード」 
要約法      >  基本的叙述、「ハイ・スピード」 
省略法  ｎ  ０ 「話が飛ぶ」部分、速度無限大 
 
これら 4つの分類を創世記 22章のテクストに適用すると以下のようになる28。 
 
 節  内容の要約   時間の持続の形式 
 1節 a－b 語り手による物語の設定  要約法   
 １節 c―2節 神とアブラハムの会話  情景法   
 3―4節  準備と旅路   要約法   
 5節  従者へのアブラハムの発話 情景法   
 6節  二人の旅路の準備  要約法   
 7―8節  イサクとアブラハムの会話 情景法   
 9―10節  全焼の犠牲の準備  要約法   
 11―12節 使いとアブラハムの会話  情景法   
 13節  代替の犠牲   要約法   
 14節  地名の命名と「ことわざの挿入 情景法   
 15―18節 使いによる祝福の確認  情景法 














































































































                                                   
1 [GKC§§111f, g]、[Weingreen§49f]、Holladay等を参照 
2「あの神」：「神」に定冠詞が付けられており、通常の語順とは異なり主語が文の冒頭に置
かれており[GKC§126e]、強調されていると考えられる。[大住、1998：10]、[水野、2006：
330、注 1]、[フォン・ラート、1993：423]＝[von Rad, 1976: 189]も同様の見解。P. Trible
は、“the God, the very God”および“God, indeed God”という訳を示している[Trible, 1990: 
2]、[Trible, 1991: 170-171]＝[Trible, 1999: 271-272]。 
3 [Joüon-Muraoka§112a]。 
4 あるいは「唯一のもの」。本論文第一部第 3章２－１．（78－79頁）を参照。 
5 [GKC§116g]。 


















                                                   



















AB  Anchor Bible 
ABD  Anchor Bible Dictionary 
ABR  Australian Biblical Review 
ATD  Das Alte Testament Deutsch 
AUSS  Andrews University Seminary Studies 
BA  Biblical Archaeologist 
BerO  Berit Olam 
BETL  Bibliotheca Eohemeridum Thheologicarum Loveniensium 
Bib  Biblica 
BibInt  Biblical Interpretation 
BibS  Biblische Studien 
BibSem  Biblical Seminar 
BiKi  Bibel und Kirche 
BiLi  Bibel und Liturgie 
BJ La sainte Bible traduite en Français sous la direction de l’École 
Biblique de Jerusakem. 
BKAT  Biblischer Kommentar: Altes Testament. 
BZ  Biblische Zeitschrift 
BZAW  Beihefte zur Zeitschrift für die alttestmantliche Wissenschft. 
CBQ  Catholic Biblical Quarterly 
DSD  Dead Sea Discoveries 
EdF Erträge der Forschung 
ETR  Études Théologiques et Religieuses 
EvTh  Evangelische Theologie 
FOTL Form of Old Testament Literature 
Gr  Gregorianum 
HAR  Hebrew Annual Review 
HBS  Herdes Biblische Studien 
HK  Handkommentar zum Alten Testament 
HS  Hebrew Studies 
IBC  Interpretation: Bible Commentary for Teaching and Preaching. 
ICC  International Critical Commentary 
ICMR  Islam and Chrisitian-Muslim Relations 




Int  Interpretation. 
ISBL  Indiana Studies in Biblical Literature 
JAAR  Journal of the American Academy for Religion 
JBL  Journal of Biblical Literature 
Jdm  Judaism 
JJS  Journal of Jewish Studies 
JNES  Journal of Near Eastern Studies 
JSOT  Journal for the Study of the Old Testament 
JSOTSup. JSOT Supplement Series 
JSS  Journal of Semitic Studies. 
KAT  Kommentar zur Alten Testament 
KBB  Kleine Biblische Bibliothek 
KHC  Kurzer Hand-Commentar zu Alten Testament 
KT  Kaiser Traktate 
LCL  Loeb Classical Library 
LHB/OTS Library of Hebrew Bible/Old Testament Studies 
LingBibl Linguistica Biblica 
NAC  New American Commentary 
NEB. AT Die Neue Echter Bibel. Kommentar zum Alten Testament mit der 
Einheitsübersetzung. 
NIB  The New Interpreter’s Bible.  
NICOT  New International Commentary on the Old Testament 
OBO  Orbis Biblicus et Orientalis 
4RGG  Die Religion in Geschichte und Gegenwart 
RPP  Religion Past and Present. 
SBLMS  SBL Monograph Series 
SBLSS  SBL Semeia Studies 
SBS  Stuttgarter Biblelstudien 
ScEs  Science et Esprit 
SJOT  Scandinavian Journal of the Old Testament 
SKK  Stuttgarter Kleiner Kommentar 
StPB  Studia Post-Biblica 
ThZ  Theologische Zeitschrift 
TJT  Toronto Journal of Theology 
TRE  Thelogische Realenzyklopädie 




TynBul  Tyndale Bulletin 
VT  Vetus Testamentum 
WBC  Word Biblical Commentary 
WC  The Westminster Commentary 
WMANT Wissenschftliche Monographien zum Alten und Neuen Testament. 
ZAW  Zeitschrift für die alttesnamentliche Wissenschaft. 
ZBK  Zurcher Bibelkommentare. 
ZKTh  Zeitscrift für katholische Theologie 
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